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品 鵬 嘆 し 機 能 性 を 凱 払

いま新ししミシステムキッチンの世界。

SYSTEM附TCHEN

東 陶 機 器 株 式 会 社

大 阪 支 社 干530 大 阪 市 北 区 曽 似 崎 2 - 3  - 7  悔 新 第 一 生 命 ビ ル 東 館
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4 ザ・シンフォニーホール新築工事の見学会

大阪市・大淀区の A B Cセンター( 朝日放送、大阪タワ「、ホテルプラ

ザ) のー画に、朝日放送創立30周年の記念事業のひとつとして昭和55年 7

月に着工した「ザ・シンフォニーホールj もいよいよこの 10月に ‘ こけら

落とし H を迎えるばかりになりました。

このホールは、アリーナシヤター( 円形劇場) 形式を採用し、 1，700にお

よぶオーケストラフロア席および 2 層のバルコニ一席がステージを取り閤

み、聴衆の真ん中で演奏が行われる新しい形態の空間を創造し、聴衆と指

揮者、演奏者が音楽を通じて一体となるよう意図されています。

外観l立、 検ホールは楽器である。の言葉通り、内から外へ溢れ出る音の

響きを表し、大きな円弧で構成されており ホール内では 20mの高さの天

井から柔らかく舞い落ちる光の演出と 53ストップの正面のパイプオルガン

が象徴的です。

音響面では、東京大学生産技術研究所の石井教授の指導のもとに充分な

配慮、を加え、 N C値 約20、残響時間約 2 秒、と園内でも最も静かで、最も

よく響〈ホールのひとつとなるでしょう。

また、この建物のエントランス部分には、中央の吹き抜けを介した 2 層

にわたるグランドホワイエが設けられ、ホールロビーの役割以外に展示会、

展覧会、ショーなど単独の催しができる広さと機能を備えています。

このように「ザ・シンフォニーホールj は* より良い音楽をより良い環

境で。をモ ッ トーに高いレベルの音楽の殿堂として、関西文化の発展、推

進に寄与するものと期待されています。

今回は、朝日放送株式会社のご厚意と大成建設株式会社のご協力により

格調高い音楽ホールを見学いたします。多数ご参加をお待ちします。

日 時 9 月 8 日 附 集 合14: 00→解散16: OOi  :  

集合場所 ザ・シンフォニーホール、正面玄関前・目標会旗

ただし、大阪、悔田より国鉄・環状線 l つ自の「福島J 駅または阪神電車 (各停来事)

1 つ自の「阪神福ぬJ 駅にて下卓→広い通りを北に向かいホテ J レプラザの建物を目械

に徒歩 5 分の所の四ツ辻の左角のライオン鮒ピノレの前を左折→次の辻を右折した正面

にザ シン 7 方ニーホールがあります。

定 員 50名

参加会費 会 員 500円

( 当日受付でいただきます)

会員外 700円

申 込 往復はがきまたは電話にて「ザ ・シンフォニーホール」と称し

て 8 月 30 日( 月) までに氏名・勤務先名・参加証発送先住所

. 連絡電話番号・郵便番号をお知らせ下きい。

申込多数の場合は会貝優先で抽せんで決定します。

・申込先 大阪市東区北浜 3 - 3 7  日本建築協会卒業課( T  E  L  06- 231-9640)  

建築概要

建設地大阪市大淀区大淀南 2 - 3 - 3

建築主籾日放送株式会社

設計施工大成建設株式会社

音響設計石井聖光( 京大生産技術研究所教授 日本音響学会会長)

大成建設株式会社技術研究所

構造規模 S R C造、 R C造

地下 3 階、地上 6 階、搭屋 1 階

高 さ 最 高 高 さ / 36. 0m 軒高/ 23.5m

面 積敷地面積/ 3，221耐建築面積/ 2，226m' 延床面積/ 14 ，898m'

用 途 コンサートホール( ラジオ、テレビ公開スタジオ )

客 席 数 1，7021常

駐 車 台 数 約180台

工 期 昭 和55年 7 月→57年 9 月

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一一

都市住宅を考える( 7  )  

4 大阪の都市住宅像をめぐる

4 塩見 書寝氏

1925年京都に生まれる

1951年大阪外国語大学英語科卒業

1952年 日本経済新聞社入社、大阪社会部勤務

1961年 同社高知支局長、岡山支局長、大阪地方部次長、

長野支局長、高松支局長を歴任

1976年 同社大阪本社編集委艮

都市、地方自治、地域問題担当、現在に至る

紙野綾人 氏惨

1932年大阪に生まれる

1956年大阪大学工学部卒業

1958年 同大学院工学研究科修了

現在大阪大学工学部助教授 ・工学博士

専 攻 都 市 計 画 学 ・建築計画学

主な著t ' l ' i 人のうごきと街のデザイン J( 彰国社)

「見る環境のデザイン J( 学芸出版社)

大都市における居住環境は、ますます混迷の度合いを深めています。都

心部の地価の上昇は依然つづいており、若い世代の人達が住むには高価す

ぎて手が届かず、やむなく周辺地域へと移っています。さらに都心部の居

住者も騒音 ・悪臭・空気や川の汚染などの環境悪化がひどくなるにつれて

周辺地域に移る人が増え、都心部の人口減少の一因となっています。他方、

これら居住者を受けいれる地域の自治体は、住宅の乱開発という形で居住

環境の悪化に直面し、開発指導要綱などを作って対処してきましたがなか

なか有効な手段とはなりえていないようです。

大阪の場合も同現象に加え、さらに不良密集住宅の老朽化に伴う無秩序

な建て替え、工場跡地に建てられた住宅と周辺工場とのトラブルの発生な

ど、建替方法や土地利用の在り方に関する問題提起がなされており、都市

の居住問題についての複雑さが増している現状です。

今回の「都市住宅を考える j シリーズ1目立、日本経済新聞社・編集委員

の塩見譲氏、大阪大学助教授の紙野桂人氏をお招きし、これらの都市住宅

の居住環境をめぐって、塩見氏には、ジャーナリストとしての多方面にお

よぶ取材活動に基づくさまぎまなご意見を、そして紙野氏には建築計画、

都市計画の研究者としての立場からご意見を伺い、その後で参加者の皆さ

まをまじえて討論形式にする予定て¥魅力ある企画になるものと考えてい

ます。ぜひご参加下さい。

日 時 9 月28日( : J <) 開場18: 00 

開会 18 :  30→閉会 21 :  00 

会 場 大 阪 府 立 労 働 セ ンター . 5 階・研修室 2

( 大阪市東区京橋 3 ー15 T EL 06- 942- 0001)  

ただし、天神締南詰、近畿郵政局の東隣り。

地下鉄谷町線・京阪電鉄「天満橋駅」より西へ約 400 m。

または、地下鉄堺筋線・京阪llt 鉄「北浜駅J より東へ約500m. 南側。

講 師 塩 見 譲氏( 日本経済新聞社大阪本社編集委貝)

紙 野 桂 人 氏 ( 大 阪 大 学 工 学 部 助 教 授 )

定 員 70名

参加会費 会 員 1，000円

: =:  ｾＧ］］］ＺＮＮＮＺ＠ ( 当日受付でいただきます)

会貝外 1，300円

申 込 往復はがき l 名に 1 枚限りとし、必ず氏名・年令・勤務先名・

〔予告1

連絡電話番号・返信用宛名・郵便番号を記入し、 「大阪の都市

住宅像をめぐる J と明記の上 9 月 20 日( 月) までに建築協会

事業課へ。

4 関西電力相生火力発電所と

赤穂市新斤舎の見学会

詳細は 9 月号にて会告いたしますが、平日企画のためお早目にご予定

をお願いします。( 詳細は事業課へお問合せ下さい。)

日 時 10月 6 日制 集 合 8 :  20→解散18 : 30ごろ( 全備制収利用)

定 員 40名

参加会費 会 員3，000同 会 員 外4，000円

建築と社会/1982年 8月号 1  



一一 一 一日 本 建 築 協 会 会 告

4 山岡メモリアルビル新築工事の見学会

ヤンマーディーゼルが創業70周年を記念して、本社ビル隣接南側用地に

建設中の「山岡メモリアルビルj は事務所・庖舗の複合用途ビルてeす。

この建物は、地下 2 階から地上 3 階 ま で は 底 舗 で 阪 急 百 貨 底 が 入 居 、

主としてスポーツ、オーディオ関係の売場で構成されています。また 4 階

から 10階までは貸事務所となっております。

地 下 2 階においては地下街・プチシャンゼリゼと地下接続を行い、その

接続部分には、地下街の防災面での強化を図ることを目的とした、防災広

場' が設けられ、吹抜け・階段部分を通じて地上の広場と視覚的・機能的

につながっております。 また、建物前面に設置されたサンク ・ガーデンか

ら、ともすれば閉鎖的になりがちな地下部分に十分な自然採光をもたらし

ています。

地上部分については、総合設計制度を採用して周辺の日照、通風などを

十分考慮された建物配置とし、前面道路に沿って公関空地を設けられ、緑

12かな空間を演出し、市民に憩いの広場を提供されています。 また国鉄高

架恨IJ 道路に面した敷地内に、植裁のある歩道を配置して歩行者の安全確保

と高架沿いの環境改善がはかられております。

今回は、ヤンマーピル株式会社と阪急百貨庖の特別のご厚意により 、大

阪 ・北・梅田の地下街群に接続した新しいタイプの事務所・庖舗ビルをオ

ープン直前に見学することになりました。

また、この企画に際しては、附日建設計、側久米建築事務所ならびに側

大 林 組 ・側竹中工務庖・鹿島建設側共同企業体に多大のご協力をいただき

ました 。 多数ご参加をお待ちいたします。

日 時 9月 30日 同 集 合14 :  30→解散16 :  30 

集合場所 山岡メモリア ルピル ・正面玄関前付近・目標会旗

ただし、大阪 権回 ・阪急グランドピルの東向い側、コ 7 劇場の北側、国鉄高架下を越

えたところのビル( ヒソレの最上階にヤンマーデイゼルの掲示あり)

定 員 40名

参加会食 会 貝 500円

( 当日いただきます)

会員外 700円

申 込 往 復 禁 容 1 名に l 枚限りとし、氏名 ・勤務先名・所属部課名 ・

連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を必ず記入し、 「山岡メ

モリアルピルの見学J と明記の上 9 月 20 日( 月) までに建築

協会事業課へ。

建物概要

2  

建 設 地大阪市北区茶屋町 62

建 築 主ヤンマービ J レ綜式会社

設計監理側目建設計、側久米建築事務所

脇工( 建築工事) 側大林組側竹中工務庖 ・鹿島主主設側共同企業体

庖舗冶計施工側竹中工務庖( 阪急百貨庖 ・内装全般)

地 区 ・ 地 域 商 業 地 域 防 火 地 域 第 6 種及第 4 極容積地区

主 要 用 途 )1'務所及び庖舗

敷 地 面 積 6. 100m'  

建 築 面 積 3，236m'

延 床 面 積 27，570耐

公関空地面積 1  ，100m'  

構造・規模鉄骨鉄筋コンクリート泣( 一部鉄筋コンクリート造)

地上 Ｒ 階、地上 ｉｉｾ 昔、主菩昼 ｬ 階

建 物 の 高 さ 46m ( 軒高45m)

外 装高層部/ 花岡石貼( 乾式工法)

低層部/ コンクリート打政し、吹付タイ J レ

駐 車 台 数 83台

工 期 昭 和55年 7 月→57年 9 月 (27カ月)

司会員の受賞

このたび、下記会員諸氏は、建設界における多年の功績によって、建設

大臣より表彰を受けられました。

ここに誌して、その栄誉をお慶び申し上げます。

記

市 川 宏氏( 東畑建築Jt I - 務所社長)

小 崎 修氏( ミラノ工務庖社長)

須 賀 孝氏( 須賀工業会長)

土 田 光夫氏( 元近織地主主営絡部長)

中 道 朝 男 氏 ( 中道組社長)

4 京都支部・中国支部の役員改選

このたび上記支部において、支部長ほか役員の改選が行われましたので、

ここに報告申し上げます。 ( 敬称略)

匡重週 巨亘盟

- 支 部 長

井 川 栄 一 { 熊倉工務庖)

・悶l支部長

僑 諮 一 雄 ( 儲諮工務底)

佐 藤 四 郎 {大悌)

・常 議 員

( 団体)

日本管工業株式会社 (市川繁雄}

水 野 鐙 設 徐 式 会 社 { 水野喜一郎)

伏 見 工 業 高 校 { 山 口 1111 )  

明和管工業株式会社 ( 大原 則

株式会社平安建材商会 ( 第柴普次郎)

広士電気工業株式会社 (小滝 一夫)

( 個人)

間野 武司 ( 岡野組)

川谷 jj) (Jl I谷建築設計事務所)

高原 道夫 (京都工芸厳維大学)

絵浦真太郎 { 日本電池)

山田 一義 {山田建築股計' 匹務所)

森島 章光 ( 森&. ¥t l ¥築設計事務所)

・会計監事

鈴 木 党 也 ( 大 樹 組 )

安井洋太郎 ( 安井主工務応)

- 支 部 長

河内 義就 { 河内義舵A主計事務所)

・国l支部長

絞本 正夫 ( 広島県建築士会}

平本俊秋( 日興)

・幹 事

武藤 享 ( 日本住宅パネル工業中国支所)

横田 昇三 ( 広島県三原土木櫨築事務所)

・1 &・議員

佐 藤 重 夫 ( 呉工専)

佐 藤 公 三 ( 1，上雄投)

古林 敏郎 (広品県御市部主II 築課)

西山 高明 ( 広島市総務局総務謀)

繰回 隆 志 ( K 柵近研究所)

新居 建三 (i背水越股広砧支宿)

北山 雄造 ( フジタ工業広島支庖)

t世間 正剛 (増岡組)

西国 芳栄 ( 松本建設)

和田 精一( 藤本工務庖書敷支庖)

柴田 修身 ( 山陽工業}

前西 菊人 (広島工務腐)

江上 一雄( 三機工食広島支盾)

山中 道三 ( 日本住宅パネルエ量中国支所)

繁松 盛男 ( 西日本電業工事)

花牟札敏隆 ( 日本住宅パネル工業中固ま所)

ｾ￭ 鉄骨造における構造設計の考え方」講習会

日 時 昭和57年 10月19 日附 9 :  3 0 - 17  :  00 

会 場 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ 一 大 ホ ー ル ( 大阪市西区制本町 1 - 8  - 4 )  

主 催 日本建築学会近後支部

協 賛 日 本建築協会ほか

務師・プログラム

総 論 . .... . .. ... ....・ H ・- …・…・・・…・…・…・五十嵐定義 ( 大阪大学)

新耐渓基準による構造設計の問題点… -・辻 英一 ( 安井越築設計事務所)

鉄骨骨組の崩壊荷重と必要変形性能・ ・・井上 一 朗 ( 大阪大学)

鉄骨部材の耐力と変形能力 … … … … … … 中村 武( 京都大学)

鉄骨造の設計の実状… … ・ー・・・ ・・ ・・・・内田 直樹( 日建設け)

定 員 380名

会 員 会貝 10，000円 非 会 貝 12，000円( テキスト代含む)

( 協貧困休会員は会只なみ)

申 込 締 切 昭和57年 10月12 日ω

( ただし、定貝になり次第締切)

申込間合先 日本建築学会近儀支部「鉄骨造における織造設計の考え方」

講習会係宛

〒550 大阪市西区靭本町 1 - 8 - 4 大阪科学技術センター内

t r  06- 443- 0538 



鋭 部 号8

表紙デザイ ン・

水野哲 雄( 京都芸術短期大学講師 )

特 集予告

・9 月号/ 絵本 にみ るす まいとま ちづく り

・10月号/ 大阪御堂筋 ビルデイング

. 11月号/ 第29回青年技 術 者

地方の公共建 築

・12月号/ 人間と空気 ( 仮称)

編集委員会( 昭和57年度)

編集委員長 :  fiiTtI! 隆之

獄 山 誠一 :  阪III iLニ

編 集 理 事 j  駕 湖 柳 他

列 上 j見 l  藤D; ¥li lf二自11

今井 il 司之介 :  ・地工f術 分l桧
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建築と社会ニュース
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金蘭会学園千里学舎短大校舎・講堂

設 計 監 理 双 星 設 計

施 工 奥 村 組 関 西 支 庖



所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 藤 白 台 5 丁目 125番 地

敷 地 面 積 68 ，850m'  

建 築 面 積 校 舎 に 962 m'  / 講堂 2 ，863m' / 延 4 ，825m'

延 床 面 積 校 舎 14 ，215m' / 講堂 5 ，685m' / 延 19 ，910 m'  

構 造 規 模 S R C、R C、5 / 地 上 9 F  P  1  F  

r h  
l 南: f. (

2  航空写真

工 期 昭 和 55年 8 月~昭和 57年 3 月

最 寄 駅 阪 急 千 里 線 北 千 里 駅

高層 . 短大校合

そのｾＧｩ : 緋1:t

3  中島主

明治38年に開校した金 l踊会学園は 、大阪市内にあ | 校舎棟は、大阪大学五十嵐定義教授の協力により、

る従来の大淀学舎以外に千里丘陵に新たな敷地を | 当社の開発した円弧状ハン チ を有する S R C造鉄

求め、昭和40年春に短期大学と中高校からなる千 | 骨仕口音11を採用し、従来工法より鉄骨盆を減らす

塁学舎が誕生した 。 その後、千里学舎は年ととも | とともに現場施工性をも高めた ( 別稿参mo。

に発展拡張を続け、今回の短大校舎および講堂の I  1，400人をワ ンフ ロアで収容する講堂は、コンサ一

地築によりキャンパスの基本整備が完了したので | トホールとしての利用が重視されたため、神戸大

ある。 I 学前川純一教授の指導を得て、残響 11寺問調務用 屯

敷地は千A ニュータウン北端の高台にあ って 、大 | 動吸音拡を客席側壁と後壁に装置化するなど、音

制i矧j よ|さには万全を 1mした( 別府'';j 参照 )。 また、舞台

装世も、コンサート用を主とし式典や i吹写にも 利

用でき、かつ操作を容易にするため、極力 Nti 紫化

すると同時に、' ; ] L 気音調卓 ・調光阜の操作パネル

函をグラフィ ック化、単純化して 1 ヵ所にまとめ、

一般職只や学生にも扱えるように配慮. している 。

答席1 i i 仕上は特注土ものタイル目占で統一し、 l吸音

を要する壁面や空調リターン用開口音11等も同じタ

イルで締成して明快かつ重厚な雰囲気を出すよう

にした 。

阪大学と隣接した絶好の文教地区である。今固め | キャンパスのコアとなる中庭は、いくつかのレベ

増築計画の基本目的は、北11111山林と既存建物に侠| ルの娯なるテ' ッキを設けるこ とにより、祝党的拡

まれた不主主 Ｉｦｾ 敷地を有効に利用して、キャンパスｼがりを持たせるとともに、講堂ホワイエとも一体

の中心的施設を完成させることにあった 。 I となって各位催しの際にも創意あふれる抜出の場

ファサードは在来建物との調和を考え、努めてニ| として利用されるようにした。この中庭が、学園

ユートラルな表現とした 。 また、 ｩ 明るく消 Ｑ 紫感あｼを巣立つ諸綴の ｾｴ い出の象徴となることを期待し

ふれる空間をめざして、随所に大小の庭図を配し | ている 。 ( 双星設計)

て緑と太陽を存分に取り入れている 。 I 写 J l l 金1刷会学関徒供、 2.3 ・7 才ト共同プロ (樋口尚佼)

』岨掴昌也凶圃 ;凪li白Wl ii 幽幽温|

』】圃幽凶回咽 幽岨|幽E掴畠幽慎亀|



金蘭会学園千里学舎短大校舎・講堂
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4  校 合 l 階ロビー

4' 校 合 l 階ロビー

5  校 令 l 附ピロティ

校 合 9 階旦1! Ｇ ｊ ［Ｚ ｢ｦＺ ｾｾｩ＠

7  校 合 911昨.k会，; &':i!

8  校 合 7 階悦時党教室

9  校 合 6 階 L L 教室

IO 校舎 6 階教材作製宅

11 校 合 2 附 食 官

w彩 。7 ォト共同プロ (樋 n 尚俊 )

8 、9 金1樹会マ附健供

配置図
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金蘭会学園千里学舎短対交舎・講堂

設 計 監 理 双 盆 設 計 稲 田 朝 生

樋 口 洋

中島 ｩｬｾＱ＠

辻 俊 雄

井上俊一

構造指潟 大阪大学五十嵐定義

音 符 指 導 神 戸 大 学 前 川 純 一
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12  必: 主ホール内部側面

13. J i 堂外観

14 北経l司

15 .  J i 堂コンサート用緯台

16 鍛帳21. 2 m X 9 m

( デザイン 石坂 H' U而f白)

17. ，・鼻立-!'fi(ij

船員ｾ Ｚ 7 ォト共同プロ ( 樋円尚{ 費)

16 ・金刷会' 判明，)HJt

金蘭会学園千里学舎短大校舎・講堂工事協力業者 ( P R )  

鉄 骨 正和製作所 尼崎市下坂部3-2 -40  T E  L  06-499→ 2901  

防 水 旭化建工業 太 阪 市 北 区 茶 仰[4 17  T E L  06 371- 6555 

言ポ レ立 ソーダニ ッカ大阪支社 よ阪市北区立品 1 6  16  T E L  06 343  1お l

石 矢橋大理石 ｫ 阪市東区向陀 ｴＨｾＲ Ｍ Ｙ 野村ピル ｔｅｌωｭ 柵 Ｕ

テ イ ル 井上窯業 大阪市天 E年 区 生 間 11 28 T E L  0仕 771-2825

タ イ ル 藤本タイル 東太阪市出J t - UI ぶj!li 4 1  2  T E L  06 7831 151  

木 八洋工芸 太阪市北区天満 1 5  2 内向ピル T E L 06-353・1391

ナニワ金物 堺市 '，'o.;o; U719 1  T E L  0722 71 8011 

森本商会 奈良県 J dnr.r，m市 内 相T4 5  T E L  0745-22-3335 

橋本合金工業 京如何軒区/ f t下院祈川弐町r : ; -aT45 T E L  075 681  7321 

神鋼ノースロップ 大阪市北区岡兵尚子 1 9 伊勢町点洋ピル T E L 06-364 幻 71

ヒラヤス 堺市中 ｗｾ 町 Ｓ Ｍ Ｒ 13 T E L  0722-52 羽 25

川本塗装 よ阪市伊' ) f 自野区阿倍野筋4 .9 2 4 T E L 0 6 6 2 3  2481 

三友工業 大阪市西灰市場 i II 19 8  T E L  06-532-3321 

内 装 大阪装飾 k 阪 di 附M 点目T樹 1 13 2'1  1・E L 06 叫 1 0931 

内装・家具 大 丸 太阪 rlil 軒lι し沼崎筋 1 118 T E L  06 271 1231 

黒 板 コクヨ 大阪市点成 I-l. J，今' 1' .1軒6 1  1  T E L  06 976 1221 

与Z E 信越ユニ ッ ト よ阪 rli 北"<:'1' 之品3 6 3 2 T E L  06-4113791 

? 席困妻 コトブキ k 阪市淀川 1- l . 向山保 1 '1  11 T E L  06 .396 5111 

舞台装置 博電舎 大阪ｲ｛ ｩｾ ， ｩｾ ， ｜ｬ＾Ｈ 掘りＱＺ Ｘ 9  9  T E L  06 4臼 2325

書主昼食 須賀工業 k 剛』何 1>(1:持制 I 2 ぬ r E L 06 '1'11 5171 

需 Ｑ Ａｺｾ 空研産業 大阪 .1，同区削I1 2 2 8  T E L  06 臼 2 3812 

厨房器具 富士厨房設備 吹 川 川 川 町2 2  6  T E L  06-3380710 

電 気 富士電業 J dUr[ i ，Jtj 1正北l.!t! i J:l 10  2  T E L  06 538 1171 

号車韓民 松下電器産業 k 阪 di 点l正日開陥 1 12 T E L  06 201 1'121 

鍛 帳 丸昌 京I:Il di 仙訂正両院内 ll /l lBfT581 T E L  075 8712111 

運 動 場 和広スポーツ建設 耽I l lrlit Il' .i町 1 23  17 汗己ピル T E L 0 6 ω5  1781 

造 園 千里環境保全 ｾｾｾ＠ 11111i 服部同町 1 9 初 T E L 06.876 0719 

一一一
一
…

金属建具

硝 子

塗 装

軽鉄・内装



近畿日本鉄道技術研究所( 省エネ建築)

設 計 監 理 近 畿 日 本 鉄 道 ・ 大 林 組

施 工 大日本土木大阪支庖( 建築) ・近畿工業( 設備)



所 在 地 奈 良 市 尼 ヶ 辻 町 申 の 344番地

敷地面積 26 ，049m'  

建築面積 282 m'  

延 床 面 積 937 m'  

構 造 規 模 R C  ( 1 部 5 ) 、4 F  

工 期 昭 和56年 10 月~ 昭 和 57年 3 月

最 寄 駅 近 鉄 奈 良 線 、 西 大 寺 駅

近畿日本鉄道株式会社( 近鉄) では、自社技術研究所の増築計

画に研究テー? として省エネルギーをとりあげ、この春に、関

西では恐らく初めての実験をかねた本格的な省エネルギービル

が完成した。

地上 4 階、延床面積約 900 m'の小規桜な建物だが、古都予告良若

草山の眺望を生かす大きな: 容と省エネルギーとを矛盾なく結び

つけるために、南面外壁にダブルスキンを設けるなど、各種省

エネルギ一手法をふんだんに盛り込んでいる 。

採用した主な省エネルギ一手法は次のとおりである 。

1  )南面ダブルスキン一一太陽熱の有効利用として建物の南面に

総ガラス貼りの温室風の空間を設け、冬期! には自然光により温

め られた空気を空調用にとり入れ、直接暖房に利用し、夏期の

冷房期にはダブルスキンの上部と下部を開放し自然ドラフトに

より通風をよくする 。 またガラス前に集めた雨水を利用して散

水することによって、熱負荷を軽減するための装置も備えてい

る。

2)太陽熱冷暖房ンステム一一段上階の設備機器室の屋根に太陽

熱. J : R 熱器を設置し、冷暖房に必要なエネルギーの約半分を太陽

熱でまかなう。冷房に使用する冷水をつくる吸収式冷凍機の運

転に必要な高温水 ( 85. C以上) を得るため、集熱線は其空管式

とした 。

l吸収式冷凍機やヒートポンプ式チラーを常に最も効率のよい運

転ができるよう、温度成層立型蓄熱槽を設ili した 。

これは夏期休日の余 った冷水や夜間1の冷たい外気を利用してク

ーリングタワーで冷した冷却水を替えたり、冬には温水槽とし

て低温水を貯え、これを熱源としてヒートポンプチラーを運転

し45. C以上の温水を得るなど、太陽熱の利用効率を高めている 。

3) 土中蓄熱方式一一秋季になると冷) j } 負荷が少なく太陽熱の集

熱iEが過剰となるので、これを土中に務え冬の暖房に利用する 。

うず巻状にした延長約 600 mのパイプを 1 階スラブ下の土中に

埋め、これに太陽熱で温めた水を送 って土中に蓄熱する方法で、

冬)tHよR熱器に送水する前にこのパイプに通すことにより土中の

熱を 20- 40%回収することができる 。 また 1 1暗の床を直接i暖め

るという効果も期待できる 。

この他に建築構造上の配慮、として、東西而コア構造、無梁版構

造断熱雨戸、外ブラインド、外壁断熱、 1 1渚外壁 ( 北面) 盛土

など、設備としては V A V 、全熱交換機、 l汲込ロイ寸照明器具、

昼光センサーによる窓ぎわ消灯など、 100 極におよぶ省エネ手

法を採用した 。

そしてこれらのシステムを効率的に運用するために、 7 イクロ

コンビュ ーターを使って環境変化に応じたきめ細かい運転管理

制御を行 っている 。

日 l  間外壁( ダブルスキン)

官3  ……………) ( 池〔催昼

2  ダプJルレスキン内部祥紺釧l  

ｾ＠ 4  ダブルスキン詳細

4  品1 最長 G . T . S U N 

.  
研究室

2 ・3 階平面図

1 階平面図

断面図





大 阪 市 西 区 江 之 子 島 1 丁 目 46

3，220 ，47m・

1，659 ，1 Bm・

26 ，320 ， 9B m'  

S R C、 8 1 、16 F 、 P 2

昭 和 55年 B 月~ 昭 和 57年 6 月

地下鉄中央線・千日前線、阿波座駅

所 在 地

敷 地面 積

建 築面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

最 寄 駅

エルベロワイヤル16

長谷川工務庖大阪支社設計施工

、エルベ ロワイヤ J レ16" は、東側に幹線道路、その上

には阪神高速道路、 (近くにランプ有り ) 下には地下

鉄が走り、交通の至便この上もなく、まさにシティ 7

ンションの代表作といえる 。

またマンション建設の技術の結晶であるコンパスを採

用、 H K ・1 C ・ホームモニターなどの設備も充実し

ている 。高層のバルコニーからは束に生駒山、西に大

阪湾と、大阪を一望できるのも魅力とな っている 。

当敷地に現行法規でマンションを計画すると、 14階建

が限度となり、また低層部は敷地い っぱいに広がり、

都市計画上好まし くないマンションとな ってしまう 。

そこて・者日心型マンションとしてふさわしい 外観 を縛る

ため、大阪市総合設計制度の適用を受けた 。この制度

は土地の状況、防災性、そして、地域の特殊性など、

総合的な半IJ 断に主主き、建築基準法の建築制限を緩和し、

敷地内に一般の人々にも利用出来る空地 ( 公関空地 )

を設けさせるものである 。当計画の場合、地下 111昔、

地上16階を笑現させ 、敷地の約30% の公関空地を設け、

周辺の環境整備に貢献している 。高層化に伴い、防災

設計にも 念を入れている 。管理人卒務室では、全館に

設けられた各種の防災設備の常時監視を行な っている 。

また、非常時の安全確保のため消防隊が使用する非常

用エレベーターも設置されている 。

( 長谷川工務応大阪支社設計部)

正 l市全: l ;t

エ ントランス ホール

南西i l Ii
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エルベ口ワイヤル16

置臨



配置図・ 1 階平面図

6.  I持! 肱廊下

7  公開空I也( 江戸線川跡碑)

8  プレイロット

会 9 公nil!i':)也

10 .  7 ァサード

II リビング ・ダイニングルーム

12  ダイニ ングキッチン

13 .  1 階 E V ホーノレ

14  各階 E V ホール

15  和室よりリビングルームをみる

撮 影 黒 田青 巌



金 蘭 会 学 園 千 里 学 舎 講 堂 の 音 響 設 計

まえが?き

当ホールは、大学教育の場の式典や講演会

に用いられる講堂であると同時に、音楽演奏

によい効果が要求された、いわゆる多目的ホ

ールである 。

主目的を音楽演奏において設計しながら、

式典や講演会などにも使用できる手段を検討

した結果、電動式のカーテンを用いて残響可

変とした点が特長であろう。

その詳細について報告する 。

1  . 室内音響計画

表 1 にホ ールの諸元を、 図 1 、 2 にホール

の平面図ならびに断面図を示す 。

1.1 平面形

収容人員 1，400人余のホールとして、 l フ

ロアータイプをとることは音響的に悪くはな

いが、当初から相談があればもう少し異なる

室形となっ ていたかも知れない :)

すなわち、建築の基本計画の段階が終わ っ

てから、音響的にはステージを一体として恨IJ

前 川 純 一

山 本 到

壁や天井の形を修正したものである 表 1 ホール諸元

ステージの両側の壁面の形状は、初期反射

音を客席の前方にも供給するために極力平行

にしながら、かつ拡散のよい形状にした 。 ま

た、客席部の側壁は、上方ほどせり出して、

できるだけ反射音を客席に落とすようにした 。

1. 2  断面形

残響時間を長〈設定するため、まずホール

の一人当たりの答積を大きく、約 9 m'になる

ように天井高を決めた( 最高部で15 . 5 m)。

舞台

客席

全体

間 口

奥 行

高 さ

幅

奥 行

i l ' l iさ

床面積

国定席

表面積

笠谷m

11市当たり

21 .6 m 

11. 0 m 

最高 9. 2m 

最 低 5.4 m 

34. 2m 

33 .7 m 

滋高 15. 5m 

1，036m'  

1，418席

4，550m'  

12，718 m'  

8. 9m'  

また、客席のスロープは、できるだけ傾斜 表 2 仕上衰

を強くして舞台を見やすくすると同H寺に、直

接音の減衰が少なくなるよう考慮、した 。

1 . 3  残 響可変装置

表 2 に室内仕上表を示す。

音楽演奏用ホールではあっても、式典など

の行事や講演会などに使用される頻度が高い

ことから、残響時聞の調整が必要である 。

最近は、種々の残響可変装置を施したホー

ルがあるが、その装置の代表的なものを挙げ

てみると、

①カ ーテン方式

② 回転壁面方式

床

壁

天井

- 舞台

フローリ ング張 り

- 客席

モルタルコテ判 ｬ え、長尺ｾピシート⑦ ＲＮＸ

- 舞台

プラスターボード⑦12ビニー l レクロス貼り

- 客席

土ものタイル鮎り( ー苦111汲音スリ ット)

- カーテン背後

側壁 R C一部プラスターボード⑦1 2 AE P

後壁 有孔プラスターボード⑦ 9 A E P

- カーテンの表面

ア/ レミキャスト格子

- カーテンの材質

ポリクラー/ レ100%、400g/ m'、21古ヒダ

- 舞台、客席とも

プラスターボード⑦12;レナファーザ貼A E P

図 1 金蘭会学園千里学舎講堂平面図
図 2 同断面図

16 主s築と社全/ 1982年 8 月号



0. 6 

席

当 0.4

た

σ〉

吸

音 0 .2

力

( m目)

I  NHK C R 5 0 9スタンオ

2  東京主化会館小ホール

3  神奈川県立音楽堂 ( 1331)

4  武直野音準大学へー卜ーベン

ホール ( 1128)

5  旧 N H  K ホール( 630)

6  国立劇場大劇渇( 1746)  

7  ライブツィヒゲパントハウス

(  1560)  

8  つィ ーン国立政劇吻 ( 2218)

9  ミラノスカラ座 ( 2689)

10 日比谷公金堂 ( 2336)

11 東京厚生年金会盟大ホール

( 2406)  

12 神戸主化ホール ( 2073)

13 ボンベー トーベンホ ル( 1407)  

14 東京文化会館大ホール ( 2339)

15 アムステルダムコンセルトヘポー

(2206)  

16 朝日フェスティパル ( 2796)

17 ロンドンロイヤルフェスティ，、ル

( 3000)  

18 ニュ ー ヨークカーネギーホール

( 2760)  

19 N  H  K ホ ル ( 3667)

20 ベルリンノイヱフィルハーモニー

( 2200)  

図 5

11 

2 . 5  

2 . 0  

9圭

響

時

間 1 5  

( 秒 )

4 K  500 1  K  

周波数(H1)

精子の吸音特性

125 

*  当ホー j レ( 力一テ/ なし )

責 1/ Ｈ カーテンｾ， ｊＩ

。空席時残醤時間( 5∞HZ )

.  満 席 時 1/ 

( )  収容人員

R  C壁

ー 一 二 一 一 ーご f  穴明プラスタ ーボー ド

ダクト プラスターボー ド 01_，.)_ ， R C号

d /  / #  τ 二 ム - - - - / カーテンレ- )レ ヨｾ レ ｾ ｟ ￬

ｊ 型車 一 Ｍ ｴ 二二 ι 一一 ｼ 一一一，Ｎ，ＮＭＮＺＮＮ ｾｾ ↓
¥ァj レミキャス卜格子

l 収納部 卜手芹(叫

図 6

4 K  

。カーテンなし

・カーテンあり

25 0  500 1  K  

周波数 ( Hz) 

図 3 残響時間特性

1. 0 

アルミキャスト格子

」後壁

圏内外ホールとの対比

カーテンの納まり

125 

2  

残

響

時

間 1

( 秒)

10・

室 容 積 ( m')

図 4

0 . 5  

4  

③スライド壁面方式

④可動天井による容積増減方式

などがあり、それぞれに施工性、テザイン、

性能、工費などの点で一長一短があ る。

当ホールについては、 デ ィテールが最も簡

単で、操作がしやすく、残響可変の性能にも

すぐれているカーテン方式を採用することと

した 。

1.4  残響特性

空席時における残響時間の測定結果を 図 3

に示す。

カーテンなしの状態では、 500Hz の残響時

聞が 2. 1秒、カーテンありで1 . 8秒となり、

満席時は当然短くなるが、椅子の吸音力が大

きいため、その差はわずかである 。

この結果は、 図 4 に示すように、国内外の

他のホールと比較してかなり長〈、音楽演奏

に好評を得ている理由の一つにな っている。

劇場椅子の吸音特性

客席の椅子を取り付ける前後にホールの残

響時間を測定し、全吸音力の変化から、椅子

の l 脚当たりの吸音カを求めて、 図 5 に結果

を示す。過去のデータと比較して、低音域で

とくに l汲音カが大きい。

残響調整用カーテン

カーテンの納まりは 図 6 に示すように、背

後の空気層と仕上材が各種組み合わされてい

る。とくに 、側壁面を左右非対称にしたこと

や、カーテンの収納スペースをコンクリート

で囲ったことによって、カーテンのあるなし

で残響時間特性を変化させずに残響調整がで

きた。

また、カーテンは側壁および後壁部分のキ

ャストアルミ格子の裏にあるため、視覚的な

変化はほとんどなく、開閉は電動式のため短

時間 ( 約30秒 ) で変化できるのて‘ 非常に使い

やすい。

1  .5 

1.6  

レ

ベ 20

J レ

差

( dB)  

10 

30 

ロ
ロ

門
、

一

×

口

口

口

、

N

2  . 空調騒音対策

4 K  125 250 5ω 

周波数 ( H1)

現場におけるマフラーの前後のレベル差

( 音源はス ピーカに よる帯域雑音 )

2 K  63 
5

 

3

 

共鳴器型マフラーの例 (客席系統)

号4』

図 B
図 7

客席内の空調騒音は全系統運転時でも P NC

- 2 0以下に納まっており、非常に静かなホー

ルである 。

図 8 に共鳴器型のマフラーの消音効果を示

す。

り付けた 。この種のマフラーは波長に比例し

て寸法が大きくなるので、一般の機械室ぞは

納まらない。計画の段階からホールの機械室

のスペースについては十分余裕をとっておく

2. 1  設計目標

ホール内の空調騒音は、とくにクラ ッシッ

ク音楽の演奏時に問題になりやすい。 したが

って 、主目的を音楽演奏に計画された当ホー

ルの空調騒音については、設計目標値として

P NC - 2 0、許容限度P NC - 2 5 として、空調装

置の騒音対策を検討した。

j肖音器

空調機械室がホールの客席の直下に隣接し

ているため、タクトの延長が短〈、騒音減衰

量がとくに低域 ( 6 3 - 125Hz ) で不足するの

で、 図 7 に示すような共鳴器型の7 フラーを

2. 2  

1 7  

ことが重要である 。

空調騒音実測値2. 3  設計し、各系統の送風機からの出口付近に取



置IJ 音声調整卓

マイク入力 d 回路

ライ ン入力 3 回路

ライ ノ出力 ! 回路

コ ン ト ロ ー ル 架

マイクライ ンλ :h 16回路

ライン出力 11回路

富苦音出力 8回路

エコー出力 Z回路

ノ口出力 2回路

へy ドホノ出力 1回路

トークパック出力 1回路

osc 回路

3.1  電気音響設備の概要

式典や講演会などの催し物のためにも十分

利用できる電気音響設備の設計には、専門の

オペレータ ーがいなくても誰でも簡単に繰作

3  . 電気音響設備

vu計

回 目 回 目

出 力 操 作 部

電気音響設備の概要

場内音圧

回目白

純

一

1

1

1
日

口

@  

。o十0

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

図 9

vUf十

できることに重点をおいた 。

設備の概要を 図 9 に、調主査卓の姿図を 図10

に示す。

調整卓では、フェ夕、ーコントロール、スピ

ーカの選択およびエレベーターマイクの操作

という最小限度の操作スイ ッチをグラフイ ツ

クに表示し、あとの調整ツマミ類はすべてラ

ックに組み込んできわらなくてよいようにし

ているのが特長である 。

3.2  電気音響設備の性能

1  ) スピーカの伝送周波数特性

残響調援用のカーテンのある状態でスピー

カの特性を調整した。

図11 にプロセニアム、カラムスピーカをそ

れぞれ単独に動作させたときの客席中央での

伝送周波数特性を示す。

2  ) 音圧分布

プロセニアムスピーカによる拡声|時の省:1市

内の音圧分布は、 5 d B以内に納ま っている 。

3  ) 安全拡声利得

舞台上のエレベーターマイクを用いて測定

した安全拡声利得は、客席中央部で - 8- 9. 5

d Bであり、問題なしといえる 。

匂戸

エレベ- 5 ' ーマイク
ト- 71てy ク

ライン入力マイク入力

調整卓の姿図図10

キE

対

音

圧

レ

，、

J レ

(dB)  

あとカずき

ホー/ レの竣工後、大フィルの演奏をはじめ

ピアノ演奏やソプラノ歌手による催し物があ

ったが、豊かなひびきのホールとして、聴衆

の感動を得ることができた。 また、式典にお

ける明 l僚度も良好で、使いやすいホールとし

て今後ますます種々の用途に使用されること

が期待される 。

終わりに、本稿をまとめるに当たり筏々ご

協力いただいた関係者各位に厚〈徒11礼申し上
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円弧ハンチ付鉄骨パネルより成る S R C構 造

序文 五 十 嵐 定 義

本文 辻 俊 雄

五 十 嵐 定 義 一一

技術には、突然進歩を速めて大きく変容する潮時があるのではな

いだろうか。わが国の鉄骨構造では昭和30年代がちょうどその時期

であったようだ。 31年頃に軽量形鋼が出現し、高カボルトが建築鉄

骨に全面的に使用されだしたのがその 2 、 3 年あとで、鋼管建築の

はしりは 33年、 H 形鋼の本格的な圧延は 36年頃に始まったと覚えて

いる 。 また、 S M材や耐候性鋼材も、 30年代の末には身近な存在に

なっている 。 このように、社会的 ・経済的な諸条件が熟成した 10年

ほどの間に新製品が続出し、それによって鉄骨設計の内容が目覚ま

しく変わってしまったのである 。笑際、小サイズの形鋼や板をリベ

ッ トで組み立てた戦前の建築鉄骨の細部は、 H 形鋼を溶接 ・高カボ

ルトで組み立てていく今の紛i明直裁な構造とはずい分趣が違ってい

て、時代がかつて見える 。柱はりの仕口や溶接造トラスの節点など、

小断面材をリベ ッ トで複雑に組み、応力伝達に遺漏のないように大

変な苦労が払われている 。入隅 ・出問のフラ ンジを 円弧状に曲げ¥

三角形リブを配置して偏差力によるフランジのそりを抑えるなと 、

いたるところに細かく配培、された、大変に手間のかかる椛造だが 、

それだけに、応力処理の考え方や手法に今なお参考になる興味深い

点が多い 。学会の当時の「計算規準」には、円弧ばりの設計式や設計

の要点が詳しく記載されているが、電算機の助けもない H寺代の巧み

な設計手法を 、窺うことができる 。

しかし、加工工数の削減が主目標になり、 H 形鋼を溶接で接合し

辻 俊 雄

1  . 円弧ハンチ付鉄骨パネルへのアプローチ

ていくアメリカ流の大まかな設計が受け入れられると、 曲線を活か

した柔らかい感覚の鉄骨造が急速に姿を消してしま った。当 然のこ

とではあるが、淋しい気ヵ、しないでもない。

さて、このような変避を見てくると、双星設計の辻氏が提唱され

る円弧ノ、ン チ付きの仕口はかつての細やかな設計手法の復活である

かのように受けとれる 。仕口でフランジ板を曲線状にするなど、力

学的にも工作上でも論外だと思いこんで20年ほどやってきたわけだ

が、コンクリートで被覆される SRC造では座屈拘束は十分期待きれ

るし、コンピューターによる精細な応力解析が容易にな って 、設計

も合理化されると、施工面でのメリ ッ トが魅力的に浮かんでくるの

である 。 人の意表を衝〈、コロンブスの卵のような発 i位、である 。

ただ、建築構造は経験技術としての性格を強〈持っていることを

軽視してはならない。新 しい材料や技法が真にわれわれのものとな

るには、いくたびもの試行を重ね、計算の前提や仮定が妥当であっ

たか、計画や設計に重大な見沼としがなかったか検討を繰り返し、

徹底的に見直しをする長 い時間が必要で‘あ る。 この仕口構造につい

ても、コンビュータ一計算の鮮やかさに幻惑されることなく、当分

の聞は実験結果の示すところを十分理解しながら実施経験を集積し

ていく慎重な姿勢を堅持すべきだと思う 。

( いがらし さだよし 大阪大学教佼 ・工博)

A  S R C構 造 設 計 上 の 留 意 点

SRC構造の設計で、柱はり接合音11にどのよ

うな鉄骨パネルを選ぶかは、重要な事項であ

る。累加強き方式で耐力が評価される椛造部

材によ って構成されるラーメンを設計する場

合、つぎの諸事項を調整しておく必要があろ

②柱は り音11材の鉄骨部分と RC部分のモーメ

ント分担比

|容はないと考えられている 。

O.  5  ｾ玉 ｃｓ ｍ ａ Ｏ bs M A  ｾ五 Ｒ Ｎ Ｐ

つ。

①一つの節点にあつまる柱の鉄骨部分の曲

げl耐力の和 C S MA と、はりの鉄骨部分の Ifll げ

耐力の和 bs MA との比E司王

③鉄骨柱は り仕口部の形状

などである 。 なお燐造設計では、施工性、経

済性などの配慮、や工学的判断が根底にあるこ

とはいうまでもない。

B  柱 と は り の 鉄 骨 曲 げ 耐 力 比

一つの節点にあつまる柱 ・はりの鉄骨の曲

げ耐カ比が下式を満たせは¥応力の伝達に支

一般に構造設計では柱およびはりのコンク

リートの断面寸法に、かなり意匠上の制約を

うけることが多い。 SRCj 構造ではコンクリー

ト断面がきまり、被額厚を差しヲ |いた残りの

寸法が鉄骨のデプスとなる 。 したがって柱と

はりの鉄骨デプスは異なることが多く、鉄骨

の曲げ耐力は、上式を満たすように設計され

るであろうけれども、パラつきを生じやすい 。

建築と社会/ 1982年 B 月号 19 



柱はり接合部は部材が最大応力をうける部

分にあり、構造物の耐力 ・剛性の保持に果た

す役割は大きい。そしてその力学的挙動は、

非常に複雑である 。はり苦1¥材か ら柱部材への

応力伝達は十分になされねばならない。

鉄骨イ土ロ昔日にあっても応力伝達は、単純 ・

明石在になされるのがよく、はりの鉄骨部材が

分担するモーメントは、柱の鉄骨部材に大き

さを変えることなく直接的に伝えるのがよい。

そのような応力伝達を可能とするような鉄骨

仕口部をつくるためには、 CSMA/ bsMA  =  1  

とな るような、柱はりの鉄骨音1¥材を選ぶのが

良策であると思われる 。

C  モ ー メ ン ト 分 担 比

柱 ・はりの鉄骨部分と R C苦1¥分のモーメント

分担比の選定は設計者の判断にまかされてい

る。柱部材とはり部材のモーメント分担比が

. 相異なっていても よいわけである 。しかし前

項で触れたように、接合音1¥での応力伝達が簡

明であるように、はり鉄骨部分の曲げ耐力と、

柱のそれとを等しくしたい。

そこで鉄骨に何パーセント、 R Cに何ノ f 一セ

ントのモーメント分担とするか、ヵ、問題とな

る。モーメント分担比を決めるには、その構

造体の靭性、施工性、経済性などの諸観点か

らの検討を要するであろう 。

結論的にいって、筆者らは柱、はりとも、

鉄骨およびR C のモーメント分担比はそれぞれ

50% としている。 表 1 は、ほぽ等しい降伏モ

ーメント( 短期許容モーメント )を もつはりに

ついて、分担比を変化させたときの一覧表で

ある 。

これらの断面のうち、現場での自己筋作業性、

2  . 円弧ハンチ付鉄骨パネル

A  円弧ハンチイ寸鉄骨パネルの提案

前項で述べたところの鉄骨仕口部がそなえ

るべき諸条件を満たすため、わたくし逮は 図

1 に示すような形状の仕口部を提案している。

この仕口昔1¥を円弧ハンチ付予大骨ノマネルと称し

ている 。

円弧ハ ンチ付ー鉄骨パネルは 、円弧状に 湾曲

させたフランジプレートと、四隅苦11分を M円

分欠き取 った矩形( 原則的には正方形 ) プ レー

トからなる仕ロ音11である 。

湾出フランジは、接続する往はり( 原則と

して圧延 H鋼) のフランジと同 l閥、厚さは l

サイズア ップの ものを用いる 。ノマネルウェフー

は接続する柱はり材のウェプと同厚もしくは

厚自のものを用いる 。

湾曲フランジの外縁の曲率半径R は、はり

2 0  

A  B  C  

日XJ x 7切 ヨXJ x  750 
切OX7切

l  2  

日 国 国 回

1. - ; シ卜分寺E比 S  55/.' RC 35%  S  50:% RC 50%' S  ＵＰ ｾ イ RC 50%  

銭 角' H-区Xl x2∞xIIxl 7  HーまXJx200xIOxl6 H-450!Q00x9xI 4  H- 45Ox2∞x9Xl4 

上 繍 筋 4- 025  6- 0 2 5  8- 02 5  5- 0 29  

下 蝋 筋 4- 025 5- 025 8- 025 6- 029 

降 伏 子 力 卜 129.0 TM 124.0  T 門 128.0  T M 126.0  T M 

岡民骨 ｋ ｾ 134 . 4  B9 . 6  76. 0  75. 0  

w  鉄筋 KG11 3 1.  B  4 7 . 8  63 . 7 60 .  5  

古十 KG11 165 . 2  1  37.  4  1  39 . 7  135 . 5 

表 1

経済性などの点から見て、現実性のあるのは

断面 B であろう 。断面 A は施工性は良好であ

るが鉄骨重量が大きく費用が嵩む。断面 C は

費用は最も安いが、構造的にも施工的にも問

題があると恩われる 。断面 C - 1は鉄筋本数が

過多である 。 このようなはりが接合部で直交

すると配筋作業に困難をともない、作業能率

も劣る 。 またコンクリート打設時、直交する

はり主筋が四段の節目をつくり骨材が目づま

りを生じやすく 、打設能率の低下を招くのみ

ならず 、骨材分離のおそれも生じる 。断面 C

-2は太径の鉄筋を使用しており、接合昔日での

付着力の不足から生じるさまざまな危険性を

含んでいる 。

保有水平耐力を算定するに当た っても、柱

の分担比を 50% とすることで種目I ] FA' こランク

付けしやすく、ひいては有利な Ds値が得やす

くなる 。

せい Hs との比で、 R/ Hs =0 . 8- 1. 0とすれば、

比較的良い形を得る 。なお同弧は水平 ・垂直

の各接点で直線になり、その延長線分ははり、

柱のフランジに接続する 。

円弧ハ ンチ付鉄骨パネルの特色は、

① パネルウェブの面積が拡大されている。

② 鋭い切り欠きをもたない形状である 。

③ せ ん断ノ f ネルを構成するフランジ、ダイ

アフラム、三角スチフナの類をもたない。

④はり柱の鉄骨部材の断面決定の位置は、

円弧始 ・終点もしくは継手部になる 。

などを挙げることができる 。

B  構 造 設 計 上 の 特 色

パネルウェブの設計

円弧ハンチ付鉄骨パネルは、せん断ノ マネル

3主 降伏王ーメン卜: 短期許容モーメ〉卜

D  鉄 骨 仕 口 部 の 形 状

S R C構造の柱はり接合部の設計は、すなわ

ち鉄骨仕口音1¥の形状の選定にあるといえる 。

鉄骨仕口部は接続する柱はりの鉄骨音1¥材の

応力 ・断面形状などによってその形状が決ま

る。前項で述べた柱はり鉄骨の応力配分の調

整は、結局、簡明な応力伝達を可能ならしめ

る仕口音1¥形状をつくるためである 。

鉄骨仕口音11がそなえねばならない条件とし

て、つぎの諸事項が挙げられよう。

① 剛節を形成すること 。

② 応力伝達が円滑で局苦1¥的集 中を生じない。

③ 溶接による工作 ・組み立てが容易である 。

④ 配筋作業 ・自己筋状態に無理がないこと 。

⑤ コンク リートの充填性にす ぐれている。

などである 。 これらには相反する条件もあり、

その矛盾をできるだけ解消し、満足させるよ

うな形状を設計することが望ましい 。

図 1
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中的な分布は生じていない。

ここで注意すべきは、湾出lフランジには、

曲率半径方向に偏差力が生じることである 。

この偏差力は圧縮の場合、湾曲 フランジを内

側へ、引張の場合は外側へ反転させるような

働きをする 。電算機を用いて解析するとして

も、立体的な解が得られない場合は、参考ま

でに別途、計算しておくことも必要で、あろう 。

柱はり部材の設計

円弧ハンチ付鉄骨パネルに接続する柱はり

の鉄骨部材は、円弧始 ・終点よりいくらか音IS

材中央寄りの継手位置か、あるいは円弧始 ・

終点に存在する応力で断面を決めることがで

きる 。図 5 は、従来形式の仕口音ISをもっ分解

架構と、本形式鉄骨パネルをもつものとを、

はり断面について比較したものである 。

図 5 では当然ながら円弧ハンチイ寸鉄骨パネ

ルに接続するはり欽骨部材のほうが小さい断

面となる 。柱部材についても問機である 。

図 3

フランジの設計

図 3 凶のモデルを使用して、湾曲フランジ

上の軸カ分布を求めた結果を 図 4 に示す。

はり上下フランジにはほぼ等しい大きさの

軸力が分布し、柱フランジには圧縮側に大き

く、引張側には小さい軸力分布が見られる。

総力の分布は全体的に平均化され、とくに集

II 

図 2

の範囲が明瞭でない。 したがって学会規準の

検定式を用いて接合音ISのせん断耐力を検討す

る場合、鉄骨せん断パネルの範囲の想定が問

題となろう 。実験によれば図 2 に示す斜線部

分をせん断ノ マネルの範囲としてよいことが判

明している 。( 実験については後で述べる )

したが って学会規準検定式 ( 19. 3 ) は、

π

u

 

e  Vc  ( 2/s 'ψ+ P W ω/ ，) +  

ρt ω {s}c + (2- i 玄)R } {s}b+ (2- j 2)R }sん

、 ( '!_些 I + u Mt>， uA企止とι 1

空三 ml I1¥ 1  +e= 、 1 +  甲 /  

載 荷 実 験 で の 知 見

円弧ノ、ンチイ寸鉄骨ノ マネルを S R C柿造の柱は

的 500X850 マ開

ヒギ 問 4- 025( S035)

E土 出 4- 025( S035)

21  

C  

図 4

自 500× 850 mγ

王国::::::

図 5

となる 。

あるいは電算機を利用し有限要素法による

解析などで応力分布を見ることもできる 。

図 3 は、接続する柱はりフランジ外縁が、

作用する軸カおよび曲げモーメントによ って

降伏したときを想定して、有限要素法による

弾性解析を試みたものである 。図 3 ( A) は解析

用モデル、図 3 (B)は相当応力度の分布を示す。

図 3 ( 防の相当応力度 σの分布は、中央音IS近傍

および圧縮フランジに沿う縁辺に集中してい

る。 しかしどの要素も弾性域にある 。

3F  

( A)  



NO. I  

( A )  

り接合昔日に用いた場合、せん断ノ f ネノレの範囲、

柱はりの区分などが不明で、したが って応力

伝達機構や偏差力が架構の岡IJ 性や耐力に及ほ

す影響など判明していない点が多い 。 これら

の力学的性状を明らかにし、設計上の資料を

得る こ とを目的として、 11実荷笑験と解析をお

こなった 。試験体は円弧ハンチイ寸鉄骨 パ ネル

をもっ十字形骨組で鉄骨製 l 体、 S R C製 3体

を作成した 。図 6 に各試験休を 示す。

実験 ・解析には大阪大学工学部建築工学科

五十嵐研究室のご指導 ・ご尽力を得た 。詳細

は日本建築学会近畿支部研究報告集 ・昭和56

年 6 月( P325- 328、 P461- 464)および同大

会学術講演梗概集 ( 九州 ) 昭和56年 9月( P1997 

- 98、 P2139- 40) に報告してあるので、こ

こでは省略する 。ただし笑験と解析の結果、

得られた若干の知見を述べることとする 。

I  円狐ハンチ付鉄骨パネルからなる鉄骨十

字形骨組の片振り繰返し水平カ載荷実験およ

び弾性解析の結果

( A )  

2 2  

NO. 2.3.4  

( 8  )  

図 E

① 骨組の崩壊は鉄骨 パネルの不安定現象に

よる 。

② パ ネルウェフやはｾＡ￬｜性状態で純せん断応力

状態であり、降伏は中央部から始まる 。

③ 柱はり接合部の等価なせん断パネルとし

て図 2 の斜線部分をとることができる 。

④ パネルの応力集 中は円 5JR近傍よりも パ ネ

j レ中央部にみられ、 R/ Hs = 1 では平均せん

断応力度に対し約 1. 3倍の応力が集中する 。

II 円弧ハンチ付鉄骨パネルからなる S R C

十字形骨組の片振り 繰返 し水平載荷実験およ

び解析の結果

① 崩壊ははり材の曲げ破壊による 。

② 柱はりコンクリートには幽げ亀裂が生 じ、

ノマネルのコンクリートには平均せん断応力度

が0 .2F c以上になると、せん断亀裂が生じる 。

③ 円弧フランジによる偏差力が剛性 ・耐力

に与える影響はほとんど認められない 。

④ せん断亀裂荷重は長期荷重に対して 1.7

- 2. 2倍、最大耐力は 短期荷重に対し て2 3 -

図 7
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2.5倍であり、耐力的には十分余裕がある 。

⑤ はりの円弧始点断面で、の終局強さ式によ

る終局耐力の計算値は 5 Ｍ Ｑ Ｐ Ｅ 安全 Ｑｾ ｉｊ である 。

⑥ 鉄骨パネルの形状および補強は、終局耐

力に影響を及ぼす。 R / Hsが大きいほど、ま

たパネル補強があると終局耐力は大きくなる 。

D  施 工 上 の 特 色ー金 蘭 短 大 で の 実 績一

従来の鉄骨仕口部に比して、円弧ハンチ付

鉄骨パ ネルのはり主筋配筋作業での困難は、

かなり解消されている 。はり主筋の鉄骨ノ マネ

ル貫通作業は S R C構造の鉄筋工事の難関であ

る。 この容易でない工事が比較的らくにおこ

なえることは作業の能立向上にも役立 ってい

るはずである 。

配筋作業がらくにできる理由は、簡単であ

る。鉄骨パ ネルの鉄筋貫通は一本つ‘つ手作業

でおこなわねばならない 。従来仕口音11では柱

フランジ、 三角スチフナなどで函まれた狭い

パネル内で、 鉄 筋探 りまわし純開もせま く、

( 8 )  



円 弧 ハ ン チ 付 鉄 骨r ，ネルの他の使用例

円弧ハンチ付鉄骨パネルは、S R C構造の鉄

骨仕 口音ISのみならず、 S R C柱 ・欽骨合成げた

よりなるラーメン構造の鉄骨柱はり仕口部に

も用いることができょう 。

この形式の構造は 、当然ながら、はり鉄骨

は柱鉄骨に対して大きい断面となり、鉄骨仕

ロ音ISははり t J : 通形式のものが多〈用いられる 。

この形式の仕 口部ではとくにコンク リートの

充填に慎重でなければならない 。

コンク リートの充填に完全をJ t 11すために、

円弧ハンチ付鉄骨パネルを用いるのも一つの

対策であろう 。図 9 はその使用例である 。

E  

( B )  

する 。 rコンクリートが吸い込まれるように

充嘆きれ、柱の打訟は短時間で終了した j と

は、現場担当者の談話である 。

経済性について

表 2 は円弧ハンチ付鉄骨ノ マネルをもっS R C

構造の鉄骨分解架構と、従来形式の仕口部を

もつものとの、工場製作費の比較である 。

工場製作費では円孤ハンチ付のほうが安〈、

他のものに 比べて 9 3 %とな っている 。使用鉄

骨量は本形式のものが84% とな っている 。

鉄骨工費は、上の工場製作費に、運搬費 、

現場組立費、経質などが加算される 。これら

の費用の算出は鉄骨の重量を基準とするから、

鉄骨の重量の多寡は工 ｱｾ に大きく彩轡する 。

円弧ハンチ付のものと従来形式の、工場製

作授の比較では前者は後者の93% であるが、

鉄骨工事全体の費用は、l i ' {f実に安くなる 。金

蘭短大校舎糠の例では 85% であ った。

D  

図 B

水平に保持しながら、貫通孔にねらいを定め

て送り出し挿入するやり方であった 。円弧ノ、

ンチイす鉄骨パネルでは 、上の悪条件のいくつ

かがとり除カ通れているから、配筋作業がやり

やすいのである 。図 7 に配筋状況を比較する 。

柱および接合部のコンクリート打設は打設

スペースが広いほうが作業しやすく、能率も

よい。

図 8 は従来仕口部と 円弧ハンチ付鉄骨パネ

ルの 中央高さにおける水平断l蔀の比較て“ ある 。

図 8 のさを白部が打設スペースで、ここより打

設されたコンクリートは、はり主筋、柱フー

プ筋、鉄骨などにぶつかりながら落下し、柱

体内音ISで地積、充填されていく 。落下の際コ

ンクリートが途中で目づまりを起こし、その

裏側I j が空洞化したり、骨材分離を生じたりす

るのはよくない。図 7ω のO 印に固まれた部

分はそのような危険性を苧んでいる 。

円弧ハンチ付ー鉄骨 パネルは湾曲フランジが

シュートとなり、コンクリートの流動をよく

( A )  
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3  . 結び

S R C骨組構造の耐iE性確保のために、柱は

り接合部は附接合であることが要求される 。

そのためには鉄骨仕口部の円滑な応力伝達と、

コンクリートの接合部での密実な充墳が必要

である 。この二つの条件は互いに相反する性

格をも っているので、鉄骨仕口部の形状はこ

れらをともに満たすものでなければならない 。

それゆえ、今まで各極の鉄骨{土日昔日が考案さ

れ、使用されてきたが、いずれも一長一短が

あると評されている次第である 。今後も S R C

精進の鉄骨仕口音11形状の開発努力は続けられ

るものと恩われる 。

円弧ハ ンチイす鉄骨パネルは 、円滑な応力伝

達と密実なコンクリートの充填、鉄筋工事の

作業能率向上などを図 った一試案であり、数

ある鉄骨仕口音11のうちの一つにすぎない。

ただ従来形式と異なる点は、従来のものは

平面板要素て材ゆえされているのに対し、円弧

ハンチ付鉄骨パネルは Ijjl 商板、および円弧1111

線の切り欠きをもっ平面板によ って構成きれ

ていることである 。

ｾｽ近は電算機 の普及も著しく高度に 利用さ

れている 。かつて人力では到底不可能とされ

ていた計算もまjgなくできるようにな った。

たとえば、円弧ハンチ付官火宵ノ マネルのウェ

フ。の応力分布を調べる場合、電算機を利用し

適当な手法( ここでは有限要素法) を用いて解

析すれば容易に解を得ることができる 。ただ

し、いうまでもなく手計算では絶対に不可能

である 。

24  

図 9

したがって いままで計t / . に手川がかかりすぎ、

誤りをおかしやすいという思 II Iで避けていた

構造部材、音11位の設計ーでは、 ';[L }) :機を利用す

ることでかなりそ の制約は緩和され、設計の

自由 j交は大幅に .trl してきた 。

しかし、ここで留意すべき重要なことは、

電算機による解析を試み、実験を重ねてもな

お未解明の問題は多く残 っている、と いうこ

とである 。 これは円弧ハンチ付鉄骨ノ f ネルに

限らず、すべての工学的所産についていえる

ことであろう 。

新規の| 非j発に| 期して未解明の問題は今後の

課題として残し、安全性がたしかめられれば

実用化にためらうことはないであろう 。新規

開発には必ず従来にはなか った諸樋のメリ ッ

トがあるからである 。

食

円弧ハンチ付鉄骨パネルの開発に| 祭し、大

阪大学工学部建築工学科五十嵐研究室の皆様

に多大のごヰ旨導とご尽力をいただいた 。あら

ためて本誌上を借り、謝意を表する次第であ

る。
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- 工場、倉庫の鉄板屋根裏に

. カーテンウオールの内壁に

・ダクト、タンク、パイプに

・近代建築 ・プレハブの内装

・浴室、調理室の天井側壁に

・テレビ無人仲継所、発電所

など ・重 ・弱電に

- その他あらゆる結露場所に

うすい 塗 膜 Ｈ ｏＮＸｾＲ Ｎ Ｐ ミリ Ｉ

の塗布型防露剤セキュレー

トは工期の短縮、簡単かっ

経済的に皆様の問題を解決

しています。

エ ヤ レ ス ス プ レ ー に よ る 屋 根 裏 折 板 吹 き 付 け 京 都 信 用 金 庫 ・北 山 支 庖

カ タ ロ グ 進 呈 申 し 出 で 下 さ い

製 造 発 売 元 茶 谷 産 業 株 式 会 社

セキユレート事業部

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 - 55(三和 ビル) (干541) T  E  L 大阪(06) 203 - 5331刊

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 l 一 1 - 9  (干 111) T  E  L 東京 (03) 844- 6171附



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑な どの投稿をお待ち しております。
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快 適 で、美 し い 都市 景 観づ く り を め ざ し て

大 阪 市建 築 美観 誘 導制度 (その 2 )  

(4)  建 築 美 観 誘 導 基 準 ( 表 - 2 参照)

事 前 協 議 に 際 し て の 美 観 誘 導 の 方 針 と な る 「 大

阪 市 建 築 美観 誘 導 恭 準j を 定 め て い る。 この 基 準

に は 、 実 施地 区 す べ て に 共 通 す る一 般 的 な 目 標 と 、

笑 施 地区 お の お の の 歴 史 と 地域 性 を 考慮 し な が ら

特 色 あ る街 並 み の 形成 を 図 るた め の地 区 ご と の基

場 合 の 技 術 的 援 助 の 奨 励 措 置 を 講 ず るこ と と し て

いる。

(6)  実施時期

昭和57年 1 月1 日から

3  . お わ り に

本 方 向 、 お よ び そ れ を 具現 化 し ていく ため の 建 築 この 建 築 美観 誘 導制 度 の 目 的 は 、 街 が発 展 して 図 - 3 国道 2号線「明る くにぎわいのある街並みにJ

物 め 位 澄 ・規 模 等 や 広 告 物 に つ い て の 具 体的 な 基 い く な か で 、 将 来 の 街 並 み が 無秩 序 に な ら な い よ 今 回 、 3 つ の地 区 か ら 実施 し て い る が 、今 後、

準 を 定 め て い る 。 ぅ、 また、 お の お の の地 区 で 個 性 あ る 都 市長 観 の 対 象地 区 す べ て に つ い て 具 体 的 な 基 準 を 定 め 、 l収

各 地 区 が 将 来 ど の よ う な イ メ ー ジ の 長 観 に な る 形 成 を 図 っ て い こ う と す る も の で 、 美 観 誘 導 基 準 次 実 施 し て い く 予 定 で あ る 。 内 外の 優 れ た 都 市 長

かの一例を、 図 - 2 、 3 に示している。 は そ の た め の 基 礎 的 な 方 向 づ け を 定 め た も の で あ 観 は 、 い ず れ も 永 い 歴 史 的 経 過 に よ り 形 成 さ れ て

(5) 奨 励 措 置 る。 これ を ベ ー ス に 、 個 々 の 建 築 物 に つ い て は 怨 きており 、美 し い 街 並 み は 一 朝 一 夕 に 実 現 で き る

建 築 美 観 誘 導 基 準 に 適 合 す る 良 好 な 建 築 計 画 に 築 主 の 良 識 、 建 築 関 係 者 の 技 術 力 ・ti lli 主力 に よつ も の で は な く、今 後 とも、 市 民 、建 築関 係者 の 深

つ い て は 、総 合 設 計制 度 の 積 極的 運 用 等 に よ る 建 て 単 体 と し て 優 れ た 存 住 と な る と と も に 、街 並 み い理 解 と 協 力 をお 願 い す る次 第 である。

築 物 の 谷村I割 増や、 小 競 技 .4IJ; 築 物 の 共 同 化 を図る の 美 観向 上に 大 き く 得 与 す るこ と を願っている。 (大阪市総合計画局建築指導部指導課 坂 雅勝)

表ー 2 大 阪市建築美観誘導基準一 覧

各地区の歴史と地域住を考慮 しつつ、よ り例性泣かな街並みの形成に努める .

共 2  小規模な敷地または建築物は共同化に努める .

通 3  公闘、河川、僑梁その他修最上ポイントとなる主n築物などの景観婆紫を生かし、これと ，澗和させる .

目 4  街路沿いの敷地部分に緑地または歩行者期通路などのオープンスペースを設けるよう努める .

t車 5  街並みに群としてのまとまりが生まれるよう、挫築物の高さは道路幅とのプロポーションを配慮して計画する .

6  建築物的外壁の仕上材、共同住宅のパルコニーの形態、サービスヤードの配誼並びに高架水相、設備配管、屋外広告物、工作物等について設計上の配慮をする .

I血 区 名 な わ 筋 国 道 2  号 線 堺 筋

: x ; 観誘導の なにわ筋は街路幅只が広〈、歩道もゆ ったりとしてい キタ町ターミナルに接続する地区として、多数の人々 歴史ある代表的なビジネス街としてこれまで形成され

基 本 方 向 るうえ 、級公闘の緑に恵まれている . また . 周辺地峻 を魅きつけるような明るくにぎわいのある街並みとし てきた街並み景観の箆備充笑を図り、 子高ち>l : l いた風絡

においては共同住宅の挫設により居住者向増加が予恕 ていく . ある街としていく .

される 。 したがって、なにわ筋は従来の商業、業務的 特に主n築物的更新が一定時期に行われると子測される こ的ため新鋭的住築物の鋭 娘 、ｾ匠等については、ｩＮｩｪ

ための幹線街路の性絡に加えて、者11心肝住者が楽しく 街路拡幅事業区/l IJ においては 、以下の誘導基地をベー 並みの述続感、統一感を fi ll り出すものであることが必

歩けるような街路としていく . スに、 lfi のにぎわいのJ i ' ) 進のため 、建築物、広告物の 嬰である .

この ため沿道建物に おいてオープンスペースを確保し 、 デザイン、 ー附部の形態等について、 J: !，体的なイメー 一方、歩行者交通ilt に比して 歩道が狭い のでこ れを制i

その部分の緑化を推進することによ り、一! 日緑彬濃い ジプランづく りを行う 。 先するため、 建築物の l 階部分の壁面後泌 を誘持し、

I也

地区として特徴づけるとともに、アクセ ン トとなるよ 快適に歩ける街路とする .

うなしゃれた庖剣i等の立地の議噂に努める .

l  建 築 物 的 外壁はできるだけ ( 敷地面積が 500平万メート J レを超 1  ｾ告の 外 壁は街 路 から Ｒ メートル以上 後 退し、その部

配 置 等 えるものは 4 メートル以上) 街路から後退し、その部 分は歩行者 用通路とする .

分は緑化に努める . ただし、歩行者がショッ ピングを

楽しめるよう計画された J苫舗についてはこの限リでな

区

、、'

2. 建 築 物 の

4 階以上

土佐堀通から長堀通までの区域は 6 階以上、長制臨通か

ず，uてE きC  

ら千日前通までの区織は 4 階以上

3  建 築 物 の

JJJ I口申日およ 建築物的 ＱＺＱＱ ロ隔は Ｑ Ｐ メートル以上、 ｩｬｬｾｶ 同 僚 は ＲＰＰ 平方メー ト ル以上とする Ｎ ただし、隣 接建 築物と共 同 で計画さ れ たものはこの 法 単に ｬ 刻し てはーの主 ｮ 築物とみなす Ｎ

ぴill 築而H' t

)}II I  4  

外笠の材料 ① 街路間苦手の緑とのi調和 を図 1) 、しゃれたものとする。 ① i別るくにぎわ いのあるものとす る。 I  <D 1. 再ち青空いた 感党のものとする .

色 彩 な ど ② 汚れにくいもの、または維持管理の谷易なものとする 。

③ 当該街 路 から 比 える 建 築物内 側 面 Ｑ についても ｦｩｾ 而 と問機内配 慮 をする Ｎ

5  一 階 部 の ① シャ > ? は原 Jt IJ としてグ リルY 今 y ターとする .

形 脅』邑 ② ショウインド一等の設置に努める .

③ 111の出入口は 、原1111として当該街路に聞して設けない.

』正

@ サービスヤード、駐41場は純紘等で問うものとする 。

6  主II 築設備等 ① 配管類は原目IJ として隠蔽する .

② 高架水崎、クーリングタワ一等を屋上に設置する場合は槻等で遮厳するなど、意匠面での配慮をする .

③ テレビア ンテナは共同視聴型とする .

③ 洗illl 物等が当該街路か句直後見えないような楠造とする .

7 広 告 物 ① 広告物の意匠はしゃれたものとする . ① 広告物の意1i ' E は明るいものとする . ① 広告物の意匠は落ち; l i いたものとする .

埠i

② 広告物の表示面fC i は、建築物の各而ごとに 外壁面 ② 窓関手IJ J刊の広告物は設置しない。 ② 広告物の表示前械は、処築物の各部ごとに 外円空間

僚の% 以内、かつ50平方メートノレ以内とする 。 械の% 以内、かつ50平方メートル以内 とする .

③ 壁而から突出する広告物的道路への突 出幅は 1. 5 ③ 明而利用の広告物は、 2 階以上に設置 しない。た

メートル以内とし、広告物の下端までのおきは 、 だし、ピ J レ名称および屋上搭屋を利用する ものに

3. 5 〆ートル以上とする 。 ついてはこ の限りでない.

④ 点滅または動〈広告物は Jr. UII J として設ti'i しない。 ④ !壁面から突出する広告物の突 出中日は l メートル以

⑤ 窓而手IJ 用の広告物は設置しない. 内で、かつ道路への突出幅1;1 0.6メートル以内と

し、広告物の下端までの高さは 3. 5メートル以上

とする 。

⑤ 点滅または動〈広告物は原QIIとして設置しない.

⑥ 窓面利用の広告物は設置しない。

建築と 社会/ 1982年 B 月号 2 7  



静かな環境を創るグラスウーづレシステム天井

サ ン ラ 一 ト ン

- グラスウールを基材とし、塩化ビニールフィルムで表面化粧被覆した吸音材です。

〔特長〕

・驚異的な吸音性

・顕著な断熱効果

・安心な防火材料

. 軽量でフレキシブル

・抜群の耐湿性

〔天井割付寸法〕

5 0 0 % X  1500% 

7 5 0 %X 1 5 0 0 % 

1 0 0 0 %X 1 5 0 0 % 

1000% X  1000% 

幅広い用途

. 千葉大学体育館

- 松下電器ステレオ工場

. 川鉄阪神地区

体育館温水プール

. 金沢スイミングプール

- 安中第 2 中学校武道館

. 川崎競馬場

- 沼津ときわ保育園

等に御採用いた だいております。

- 施工がはやく 、機能的なモジュールです。

※ カタログ - サンプルをご希望の方は下記まで御連絡下さい。

東

_.._ 

興 業 貿 易 商

ｾ＠
株式会社

尽 ヨミ

大 阪 干550 大阪市西区西本町 1 - 5 - 3 福 岡 干812 福岡市博多駅前 1 - 9 - 3 富 山 干930 富山市八人町 B ー 13 富 山総曲輪

扶桑ピル ｔｅ ｌＵ ＳＲＭＵＷＴＵ ｾ Ｙ＠ ナショナルピル T EL 431- 5072附 郵便局ピル ｔｅ し ＴＱＭＴＷＰＱ ｾ Ｓ

本 社 〒105 東京都港区新橋 5 - 8  - 9  広 島 〒730 広 島市中区富士見町16 ー 17 札 幌 干060 札幌市 中央区南一条西 2 ー 10

東興ピ J レ T E L 436- 2582( 直) T E L 41- 6879 ・46- 4701 交通公社ビル T E L  ＲＲＱＭＷＲＷＱ ｾ Ｓ＠

名古屋 干460 名古屋市中区錦 2 - 2 0 - 2 0  仙 台 〒980 仙台市中央 1 - 6  - 30 宮城林産

大和生命ピル ｔｅ ｌＲ ＰＱＭＳＳＲＱ ｾ Ｕ＠ ピル T E L 22- 9515 ・9575

2 8  



〈新主I ! ; 材紹介 .No. 93)  

日本植生株式会社

遮 音 性 能 に 優 れ た 集 合 住 宅 の 床 下 地 工 法

相 エ ー ス コ ン 。 ( 気 泡 コ ン ク リ ー ト )

エ ー ス コ ン 卒 業 部 干532 大阪市淀川区西中山4丁目 2- 26 T  E  L  06(  304  ) 8281  

エースコン技術センター 干420 鈴岡市田町2丁 目76- 2 T E L  0542( 55) 5490 

はじめに リー ト ( エースコン ) は非耐力部分への使用部材( 土 することにより非常に安定した気泡モルタルまたは気

人口の過密化と土地、建物などが高訟を続ける近年、 l旬等) として大きなメ 1) Ｎｾ トがあり、一般のコンクリ 泡コンクリートとなり、乾燥収縮はモルタルと同程度

怨築物も否や応なく高層化を余儀なくされている . こ ートに比較して重量は20% - 5 0%軽 l，f化が出来る 。 である 。 ( 表 - 2 参照 ) 従って前述の通りモ/ レタノレ並

れらの中高層集合住宅で快適なくらしを得るため、機 2  ) 断熱性に優れている 。 みの仕上げが可能である 。

々な工夫がなされているが、中でも意外に重姿なのが 気泡コンクリート ( エースコン ) はその組成の 15% - プレフ ォーム方式(工場練り)

上下階の騒音問題ではないかと考えられる . 60% を空気で構成しているので断熱性に特に優れた値

この中で椅チやテーブJ レを動かす音や、騒い物を落と を示す。

す音( 軽衝撃) 等はジュータンを敷くなどして、入居 気泡コンクリート ( エースコン ) の強度を期待せず断

者の工夫次第で緩和] できるが、子供の跳びはねる官等 熱' l 'JJ*のみ巧えた場合以乾比重0 .6- 0. 8の物で熱伝導

(lli 衝撃) は床のl写さを厚くするなど、 精進そのもの 率0 .1 - 0. 14Kcal j mh .C の他が得られる 。

を改普する必要があるといえる 。建設省でもな外に多 3  ) 流動性に優れている 。

い床衝聖書音の苦情を重視し遮音性に対する防止基準作 気泡コンク 1) ート ( エースコン ) は均一組成の強靭な

りを検討中とのことである . 空気泡をコンクリート内に含ますため空気氾がベアリ

エースコンはこうした社会的ニーズに応えるべく極々 ングの役目をし、コンクリートの流動性を地す。また

研究を重ねた結来、 10年来の実績が示す通り遮音床工 流動性が良好なため形状の如何を間わずに、すみずみ

法の分野で品質的、経済性、施工性においても今日で まで充嘆することが出来る 。

は優れた工法であるとの実証を得たので、ここに紹介 グラフト材として、トンネ l レ等の議込材等にも使用し

する 。 ている 。

1  気泡 コンクリー 卜について

エースコンについて説明する前に、気池コ ンク リート

について説明する 。

気泡コンクリートはその後生方法において A L C ( Au  

l ocl aved Li ghl  Wei ghl  ｃｯｮ｣ｲ･ｬ･Ｉ と ＧｩｩｾＧ ｩ ，品、 ＧｉＺ ［ ｾ Ｇ 庄下で

益生されるいわゆる現場打ち気泡コンクリート ( Cas

tabl e Cellular Concret e ) に大別される 。

表ー 1 A  L C と気泡コン? リ ートの特性(一部) 比較衰

A  L  C  5え: 包コンタリート

0・lf

l 1( 伎比重 0.5‘ 0.55 /.2 14 

P 圧縮強度 38- 4ZkK

'

圃 40-50 50-60 

F 曲11後度 10- 12kgJ<O' 14-17  18-21 

""11銭強度
5  kg1ce'  5、6 6- 8 

ヤング可A 2.02x10 ・kg/<a' 世駿催公 L - 非情遺体に健mOlx，

然 伝 ｬ Ｂｊ ｦｾ 人 ｾＰＮＰＹＰＫＰＮＰＰＰ 訓 ｔ 0.31  0.42  T :  I品JI 'C

，、気 fuコンクリートはエースコンのうt乾比重1 . 2と1. 4を

記載した.

2  気泡 コンク リートの分類

気泡コンクリートを、その ｾ｜ｩ 包の作り ｽｪ によ っ て Ｓ 般

矧に分頬してみた .

1  ) プ レフォーム法

気泡如 ｬ で悦 ｦＱ Ａ 機等を使用して ・ Ｉ ｾ前に気泡を作り、セメ

ントペースト、モ l レタ l レ中に混合させる万法。

2  ) ミ y クスフォーム法 ( 現場紙i ' ) )  

セメントペースト、モルタル製造時に気泡削を添加し

練りまぜ中に気泡を作る方法。

3  ) アフターフォーム法。( 発泡法)

セメ ントペーストまたはモルタル製造時に発泡斉1) を添

加l し泌練後発泡斉1) の化学反応によ って水系ガスを発生

させる方法。

2  A  e  + C，( OH)， + 2H，O  =C. ( A e  0，)， +  3 H， 

1)2) の方法はう¥i 包剤を使用するので気泡コンクリート

3) の方法は発泡青1) を使用するので発泡コンクリートと

呼ばれる 。

住宅 ・都市強制jj 公開東京 ・関東支社の仕様には、5 i i . i包

モJ レタ J レは使用しても良いが、発泡モルタ J レは使用不

可と ｲｾＱ 記してある 。Ｈ 特 別 共ￌｉｦｬ ｻ 上機主 Ｚ Ｚｰ 143、S 57) ま

た Ｑ Ｉ Ｒ Ｉ の 方法は ｈｬ ＮＮￎｌ気泡であり Ｓ Ｉ の 方法は ｪ ＡｬＡ ｾＧ，気泡で

ある 。エースコ ンはけないし 2)の方法により作り出す.

3  ，気泡 コンクリート( エースコン) の特長

1  ) 経111である 。

議- 近の建築物の j:' :， I!'i 化指向に wって較i，t化が地. i 1t Hn:

上非常に重姿な必，# を示すようにな った。su包コ ンク

4  ) 経済的でhあり、また工JU) の短鉛iにもなる 。

使用現場によ っていろいろ経済的メリ y トが変わる 。

マン y ョン等の11下地に用いた場合、木正且床との比較

になる 。木組床では、まず問題になるのが材料の仕機、

歩掛り、工' )' ; の進f; 長率等の点であると巧一えられる 。気

泡コ ンクリ ート ( エースコ ン) は施工i車! 支が速いこと、

具体的には I 日 500 m' - 1000m'は打設出来る 。 また気

也、iIt. J.主等により 一定ではないが、打設日の塑臼には

室内に入ることも出米る 。 2 日も益生すれば、次の工

程作業に入れる。

また木組床では、床11. 日1) 、腐食等の問題があるが、会t

i包コンクリート( エースコン) は無機質の部材である

ため半水久的に使用できる .

5 )  1吸音型1 : に優れている 。

気 j包コ ンクリー卜 ( エースコン ) は、 fi ij ili のi函1) ｾｓ 正

泡を多 ｩ ｾ ｦ に含んでいるため ｬ 以普性に優れ、 (j i吋オ村) 挫材

試験セン夕一の il訓訓測1I凹則11)リ定によれiぱz、重量床衝量産音レベ J レ遮

音等級 L - 5 0を示し、遮音性能のf愛れた床工法として

認められている.

6  ) 施工性に優れている 。

建築分野において王とし て利用されている際記製品は

プレフォ ーム 万式により作成し ( 比重 1. 0- 2. 0 ) 事

前に作った強制な気i包を生モノレタル、生コ ンクリート

に混入して、気泡コ ンクリートを作り出し、その上ブ

リージ ングを起こさないため打設レベルがとれ、 III 仕

上げ、金ゴテ仕上げが出米る 。 また仕上がり 1mは生モ

ルタノレと同等である 。 これに 比 較してｾ Ｉ ｏ［後発泡法 Ｈ ａ e  

粉) では打設レベルが: 1¥ず、i Q : 仕上げが出来ないため

仕上げモルタ ルを 施工しなければならない等問題があ

る。

7  ) 仮設物の必要がない。( プレフォー ム方式の場合)

当社の公池コ ンク リー ト ( エースコ ン) はスクイズ型

ポンプ '11と2 1  '11に応，1在した気泡発生装置だけがあれ

ば地工できるため、 fli ，役物は必要がなく、いらぬスペ

ースをとらない。

4 ，気泡コンクリート ( エースコン) の施工方法

( プレフ ォーム} ' j 式)

従来から業界一昔1¥で行なわれている現上品で泌総する ') 0;

前発泡法や ・ Ｉ Ｐ［後発泡法と災なり、工場て Ｇ 所定の，ｾ Ｇ， Ｉ令設

計にもと づき 、i比練した: t モルタノレおよび生コ ンク リ

ートに、 ｾ｜ｩ 包剤 「 エースホーム ｊ を 用いて、独立した

気 ｩ 包を ｾＱＡ 円の気泡 ｊ ｬ Ｑ て ・ 作り出し所定 の気 泡 ｩ ｩ ｴ を ｊ ｴ Ｂ［ ｬ ｨ 見

練する製法である .

この7 レフォーム万式は単位水量を減 らし 骨材を悦入

ミッ? ス方式(現場練り )

袋 一 2

、a
む:1勺J|eJJ|‘JJ115Flmc|31守11> 1 化日

I  ｴ ｾ 白川Ｍ， 1 醐 l 閣 l 酎 1 1町 ω1  ，/0 1 ト IOXIO司

21: 3モルタル |  田 1  !71 1  醐 討 | 醐 1 1ト川/ 0 ・

3ユーλ " 比且181 343 I  111 I  拙 l  醐 |  澗 l 却 1 1ω I  ｉｏＭｕｸｬｏ ｾ＠

ｾＮｴＮＭ ，｟Ｇ［， ｴｴ Ｇ ＱＶＱ＠ llS I  116 I  m I  ｾ ｓＵ＠ I  ?ω 152 1 切 11ト /) X凶‘

5，.l.-え;，，:t l l ｾ＠ I  341  I  m I  1ω 4  お31521 駒 I ｊｾＭＱＶｸｉｏ Ｂ＠

6ユースョ，比重12 1 ぉt2 I  181 I  ;;6 掴 ｬ 却ｾｉＩ I  18-20xlO" 

J  15 礼1129 ｾＯｉＮ タ Ｑ ｴＮ ｽ ｾ ｖ コ，タリート向 Ｑ ＼ さ雪 ｾｲｴ ，点検 ｊ に従 て 泌総 しに

品開良2O' C ，ｾＧＢ叫九

5  ，使用上の注意点

1  ) 不陸が発生しない線、充分注意する 。

コンクリート全般について 言えることであるが、特に

気泡コン 7 リートの比重の縫い物 ( 比重 1. 2以下) 、の

金ゴテ仕上げは跨板の上に来 って作業を行うが、表面

がまだ軟かいため左官ーのカの加え方によ って不隆が出

来る 。ただ不l挫も長尺物では全〈 問題なく P タイルで

も 1-分可能であり、脇工笑紛があ る。 また大きな不|控

が出来た場合、ポリシャー苦手にて施工すれば不l援はな

くなる。

2  Ｉ 構造体的 Ｑｾ ＱｉＮ￦が婆求される箇所には使用しない 。

圧縮強度はセメ ン ト使用: 1;1を多くすれば、比盈 1. 8 で

最大220kgj ，耐の圧縮強度が出るが、それに伴って乾燥

収縮率とか li i { 面的問題が出る . 普通ノ マンフ レッ トにあ

る配合で貼物 ・主t下J也， ｾＩ￮ 水下地 ・ 防水 Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ え ・ 鉄 ｦ ｦ 主 ｉＡ

mのデ ッキプレート等、非耐力昔日分に使用する 。

3  ) クラ ックの発生防止に注意する 。

①打設厚が 3 - 5  cmとうすい場合。

ア) 下I也市を降認 ( レイタンス、ゴミ、チリ等 ) を除

イ) 接着剤を塗宿する 。 ( アクリ l レ系エマ J レジョ ン)

ウ) 急速乾燥を防<' .  

②打設厚が 6 cm以上の場合。

ア) 上記に同じ、

イ) 下地面に水まきをする 。

③下地のコンクリートスラプにクラ ックがある場合.

上部打設気抱コ ンク リートにも追従する恐れがあるの

で注意を婆する 。

④初期に急速乾燥の恐れのある場合。

特に打設後 2 j且白までは空気1 "1'の混j互によ って乾燥収

納率がi主九

おわりに

気池コンクリート ( エースコ ン) 工法について詳しい

内容、笑術等については、撚記メーカーにお問い合わ

せ下さい。

建 材 委 員/ 中 谷 一 夫 (1則沼産業株式会社主] ' ; 設部部長)

建築と社会/ 1982年 8 月号 29 



弘の6<がき

ホビクトリア政斤砂

中 村 義 雄/ 日本建築協会会只、 83歳

私 の 旅 行中のビクト リアは二泊ですので余り充分

見られなか ったのですが特に見所と 言 うか頭に残

っていることは、

1  ) 政庁の立派な建物

2) 樹木、花が多いこと( 太平洋の! 暖かい風の関係

か) 手入れの行き属いたこと

3) 別にビクト リアではないがパンクーパー郊外の

住宅のよさ

カナダの西海岸に而した太平洋沿いの H是かいビク

トリア悔はぬでなく、半島の先端にある 。政庁は

外海と内海の間にあり太平洋に面して主I ! ; っている 。

此の部分は、先端だから 1 キロ f立の帽で全部公園

と恩われる 。絵では表現できないが政庁は英国式

の大理石を充分使った 5 、 61指のものですが、な

かなか立派。大阪府庁の 2 f音位はあると思いまし

fこ。

倒木、芝、花、道路の 1111り。 日本の街の様な電位、

広告板等のない、きれいな街並。 内海の方には、

15、 61渚のホテノレが 3 、 4 あり、i ! i T には、 200 m 

読者の頁

可ムのらくがき砂募集

。テーマは、 「イI¥J r夏J r秋 J r冬J 町四季をあらわすもので、

タイト J レを適当に討つけください. またスケ y チ場所などを合的

て200 宇位皮肉コメントをつけて下さい.

0 サイスは 150X200 ミリ脱皮肉白紙に、できるだけ! 日インキでl ' ぃ、

たbのとします. (ハガキ大でも差しっかえあリません.)

。掲載分には規定の焔料をさしあげます. 原i!l J としてスケ ッチ向原

縞町返却はいたしませんが. 返却希望的場合はその旨特記下さい.

0 氏名、住所、聡築、年齢を明記してω日本ill 築協会緬集部宛お送

1) 下さい.

位先には大船。海岸には、遊覧船 、漁船。左右岸 どこの都市も同じで最近20階位の建物は、これよ 外住宅。 これも公陸l 内の住宅街と 言 える並び方て¥

壁には、商社、大商活。 これも 7 、 81¥皆の主主図式 り少しはなれた所にたくさん建 っていて政庁附近 一戸建の思い思いの設計て¥外観もよい。大体、

建物が並んでいる 。 では見られない。 樹木と、芝庭、道路、花i立の建物との訓手口と 言う

公闘の中にはレストランがたくさんあり、これは ついでに申しますが、翌朝専で 1 時I i JJで内海の港 か、並べ方と 言う か、ガレーヂの前に突出とか' ; : I l

公共建物 でなく、例人か会社経' 自のもので、公図 に出てフェ リーポー ト ( 先方ではシーパスと言っ 柱とか広告塔とかは皆無 。 同じ ｊｦ ｾ の ない家一戸 。

の 中のテントの下で夕食と言う具合で、日本では ている) に乗り込み、r . VJ 食は船上レス トラン、パ 主主物10 0 m' - 150m'位 。敷 地は300m' - 5 0 0 m'位で、

公闘の中では許されなし、 。行儀の良い行き方です 。 イキング料理、何んでも料理はそろ って いて、日 塀もなく、仕切もない、 門 もない、隣とのブロ ッ

自動車は割合少い 。 Z 頭立の馬車がj E って いる 。 本のフェリーの食盆とちょっと、災なる 。 ク塀もない、此の住宅地は日本で出来ないかと思

観光客はこの馬車で見物と言うのんびりした風景。 1 時 間半で活き、また 1 時 間 半 位111 で走る途中、 いました 。 ピクトリアは英国式でパンクーパーは

私は内海のシーサイドホテノレで 2 i白しましたが、 1  11寺聞は工場地' 町、あとの30分は、目を楽しませ 能楽図式と( 何もかも) 感じました。

東の空に ｬ 出る日の出は 、 笑に美しくＡｾじました 。 てくれる住宅街。 日本で言 えば、パ ン クーパ一安o ( 1981年 7 月のことです )

一 書 評 ー

著 山田幸一

写真 井 上博 造

ホ日 本 の壁京

発行i>fr 駁々: >t tl¥rJ i i 株式会制

体 裁 A 4  ＴｾＱ 、 ＲＴＵ 頁 Ｈカラー版Ｉ

定 価 20. 000円

窪 田 祐/ 大林組建築設計官政書11部長

院I 京都御所 ・紫宮殿南庭と回廊

( 木舞下地 土 壁 パ ラ リ 上塗)

多くの頁をさいて、材料、施工について詳述され

ており、とくに、和 l壁について、歴史的な過程の

中で完成された仕様を理解するうえで、得がたい

内容とな ってい る。

建築の仕上工事は、近年 、乾式緋迷宮11分が多くな

に類別されている 。 ってきたこともあ って、金壁の品質管理が軽視さ

山田幸一 ・ 「日本の壁」が出版された 。 この本は、 著者は、塗壁に焦点をあて、建築史的観点にたち れる傾向がみられ、相変らず続発している亀裂、

カラー写真 ＹＰｾ 定を仔 ｨｬ 車した豪華本であるが、その ながら、技術的にもその内容、変遂を深〈研究さ i{<l J落などの故障に対する対応技術の研究が停滞し

内容は 、著者の利墜に I刻する積年の研究成果が集 れている数多い建築史家であるが、和壁、とくに てきているように思われる 。

約されたものであり 、主主壁等の粕数なテクスチュ 木鉢下地壁に| 刻して、その伝統的な仕様について 多機な人工材料が1JII わ ってきた敢j互の左官材料も、

アを見事に写しと って掲載されている井上博造氏 の研究は、その技術的内容についても詳述されて やはり天然材料が中心であり、和壁、洋墜を問わ

のすぐれたカラ一写真が、塗壁の歴史的な変選を おり、建築関係者にと って 、あらためて勉強にな ず、主主壁の基本的な織成原理は変っていないので

詳しく理解するためにきわめて効果的てあり、他 る.rt 重な内容である 。 あるから、この本に詳しく記述されている和壁等

に類のない得がたい本として編集されている 。 著 者l立、和壁に| 刻するその卓見によって、娃離宮 の仕様から、忘れかけてきている基本原理につい

本の内容は、 の大修理に| 努して、左官工事、とくに、木舞壁の て、あらためて学びとることができる 。

総 J布 左官工事の歩み

l  左i'¥' 工，l _J:;. の1' t 桁 2  制｝ｾｾ と ￬ＡＨＧｲ ， Ａの 特徴

3  右' ( . ; 工<1'; の歴史

技術r，:i 左官工併のすべて

l  左1' ¥材料のi，'Il成 2  閏紡材の同郊の悶化のl l I l

1・困

3"  ｾｉ￬ ｄｊｊ 材 の 何百 ｬ と音 ｍ ｬ ｩＺ 4 "  1' 1村 5"  sjjj科

6  下地 7"  fl1明の施工 8"  .f日 i性向上積

9 "  i藍喰権

力ラー資料t:i

解説キ1 : 離 "/;';1ヰ!，fll 大修理解説海外的左' 白工事

1担'IrJ l i解説

保存、修復についての技術的なコ ンサルタントを この若在にあわせて、ほとんど同時期に出版され

担当されたのであるが、 「カラー資料的」の中で、 た、同じ著者による、山田幸一 ・ 「壁J 法 政 大

その保存、修復の手法について記述されている 。 学 1111坂局と並読されることをおすすめしたいと思

この後世に残る H召和大修理I l において、迎絡な考証 う。

と技術的指導をされた経緯をみると、直接それを この本は 、も のと 人閉め文化史シリーズの一巻で

担当された著者の情熱がうかがわれ、心うたれる あるが、古代から近年にいたる歴史の経過の中て¥

思いである 。 型住ｾの 変選について、ものと人間を中心に広範囲

「技術r ; ;u は、塗壁の鱗成原理に立脚しながら、 にわた って普かれているものである 。
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ニュース原稿をお送りください。

神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド に

鉄 骨 シ ェ ル 体 育 館

60年 ユ ニ バ ー シ ア ー ド に 向 け て

神戸市がポートアイランドに建設する「ワールド

記念体育館J ( 仮称) の基本計画がまとまった。

ファ ッションメーカー「ワールド」からの寄付金

20億円をもとに 52億円で建設するもので、昭和60

年夏のユニバーシアード神戸大会にスポーツ施設

として利用されるほか、展示会、コンサートなど

にも利用できる多目的アリーナとなる 。 ポートア

イランド内には、既にホテル、国際会議場、国際

展示場、ポートアイランドスポーツセンターが整

備されており、これらと一体となってコンベンン

ヨンンティの核施設となるものである 。

建物の規模は R C造 3 階建て、延床面; f i ' ! l 2.000m'

( アリーナ部3. 100 m') 、最高高さ約35m。楕円形

の平面に鉄骨シェル構造の大屋根がのる。 l 周160

m 4 コース、直線60m8 コースの屋内トラ ックが

ホ甲南コモン P

美 観 ・ 機 能 の た め 県 、 民 聞 が 共 同

神戸・来線。国道 2 号線が住吉川を東へ越えてす

ぐ、完成したばかりの兵庫県健康センターと線神

戸生協の生活文化セ ンターがある。六甲の緑を間

近に、汗ばむような日差しが、建物のアイポリー

ホワイトの壁商を浮きたたせている 。兵庫県と民

間、 二つの建物が共同の広場を横にして、デザイ

ンの上でも全〈 一つの建築物のように統ーしてい

るのが特色だ。者I1市機能と荻観を高めるために、

神戸で初めて試み られた 町づくり例である 。

同じタイルぱりだが、手前の低層部から奥へゆく

につれて階段上に高くなる設計の健庫センター。

直面でまとめられた男性的なデザインだ。逆に生

活文化センターは、高層部を手前に、奥になるほ

ど低〈し、壁面に i曲線を採り込んだ柔らかなイメ

ージを出している 。 i この対照的なホ高 ・低、J 、附l

- 柔、、のバランスが緊張感を生み出していて、そ

れを二つの建物の聞に切り込んだ共通の広場がき

っちりと受け止め、全体の一体感を盛り上げてい

ますね」と評価するのは、彫刻家でもある大阪芸

とれ、バスケ ッ トポールコートなら 3 面とれる 。

固定席 4 ，000 のほか、電動の可動席2，300、仮設席

3 ，700 をあわせ、最大10，000人が観覧できる 。

仕上はアルミ電解発色仕上の大屋根に外壁タイル

目占。アリーナ部は組立床で、屋内陸上競技の場合

はトラ ックボードを、球技などの場合はアリーナ

ノマネルを敷〈 。

パンタドーム構法で大屋根をかけ、工期約20ヶ月 。

昭和59年夏竣工予定。

兵庫県立健康センター

基本計画 甲南こもん基本計画 設計ワーキンググループ

実施設計兵1 l I 1県都市住宅膏st¥.綿 E

総 エ 建 築 共同企業体( 兵庫主I l 殺+ 林建設工業)

空調 。ソーラー/ 新変冷熱工業

衛生: 伊奈製陶

電気 : 三玄';1[気

持降機東京芝告I i ;it 気

主主芸用途 プール、体育館、健康管理

所 在 地 神 戸 市 東 糠 区 国 中 町 5 丁目

地 域 地 区 近 隣 商 業 地 域

工 期 昭 和55年 12月- 57年 4 月 (16ヶ月)

精進規模 81 、5F 、 R C(一部 S)

駐 車 施 設 屋 内 地 下56台

敷地面積 3，05001'  

主主築而椴 1，935m'  

延床面積 7，697m'  

外部仕上( 壁) 磁ｾｾ質 Ｒ 丁掛リプ付タイ ｊ レ竪方向鋸 ＱＩ

大の増田正和助教校 fご。

この公私共同の試みが実現した経緯はこうだ。敷

地は滋神戸生協のグラウンドがあったところ 。文

化セ ンターと健康センターづくりは、もともと生

協が三年前に創立60周年記念事業として構想を立

てていた。ところが県でも近くの住吉公図に健康

増進施設を計画していた 。施設のダブリを避けよ

うじゃないかと話し合がつき、県が生協から土地

( 約6800m') のほぼ半分を譲り受けて健康センタ

ーを、生協は当初二期工事に予定していた生活文

化センターを繰り上げて建てることにした 。 この

段階では、敷地を区分、大きさも色合いも違う二

つの建物が出来ていても仕方がなかった 。

ここで、当初から基本設計を担当した建築家グル

ープのＢＧｉｬｾ市造りへのｾ九がうごめきだした。グ

ループは神戸大学の嶋田勝次助教授を中心とする

七人の建築家。

( 神戸新/l tJ1982年 5 月22 日よ り一部抜すい )

断面図

1 階平面図

灘神戸生協生活文化センター

基本計画 甲南こもん基本計画 ・設計ワーキンググループ

笑施設計昭和設計

脇 工 建 築 : 共同企業体 ( 林建設工業ー+飛鳥建設)

空調 . 新菱冷熱工業

衛生 。大淀工業

11 l 気北事j l m工

鼻降機: 三菱1ft 機

主婆用途会議室、教室、ホール、体育館

所 在 地 神 戸 市 東 灘 区 回 中 町 5 丁目

地 域 地 区 近 隣 商 業 地 域

工 期 昭 和56年 2 月~昭和57年 4 月 ( 15ヶ月)

抑造規絞 81、5F 、R C(一部 S R C、S )

駐 車 施 設 屋 内 地 下 6 台

敷地面積 3，844m'  

建築面積 2，296m'  

延床面積 7，398m'  

外部仕上( 壁) 磁器質 2 丁掛リプ付タイ J レ笠方向狼り

1 階平面図

挫築と社会/ 1982年 8月号 31 



- 耐酸被覆鋼板

ラァE言力号Eコ才ロEJ マメヲル

耐候 ・耐蝕性合成樹脂

表面仕上層

プラスチック無機繊維

- コンバウンド

高性能接着層

合成樹脂表面処理層

化成処理層

亜鉛鍍金層

企 C B C屋内テニス場

鋼板CJ ISG3313)

新時代の建築工法、驚異の新素材o

ｅＲ 主 主再舟唄島田 弘 回 ｾｕ 基調町 古 間百 五 Ａｴｊ ｬ ｾｆ ｾ 主 Ｑ 日間

美しく、丈夫で燃えない建材

新しい時代の建築工 法とともに建材の持つ

あらゆる要素一一耐候性、耐 蝕 性、美 観、

強 度、断熱性 、防 音 性、さらに軽 量で施工

性がよく 、経済的など、おしみなくそなえ

なおかつ省力化、省エネルギー効率を上 げ

なければならない素材として誕 生したケミカ

ラーオーシマメタルはイ憂れた建材として業界

各位からご好評を博しておりますL

@耐候性が抜群です。

特殊力ラー樹脂被覆により耐候性、耐

蝕性、握色性等の耐久性に優れ、長期

にわ疋って再塗装の必要がありません。

@加工・耐摩耗性に優れている。

打ち抜き、折り曲げ (180。密着〉口-

j し成型 ・深絞り等あらゆる加工ガ可能

82 

で、しかも被覆面に加工劣化がありま

せん。

@耐薬昂・耐j自性に優れ、耐汚染性

ガ良い。

。落ちついた色調。

力ラーは厳選し疋 5種類、何れも時代

の二一ズにマッチし疋高級で、落ちつい

だ雰囲気をかもします。

@経済的です。

疋びだび張り替えや再塗装の必要な他

の金層板に比べて経済的です。

@不燃材料です。

建設大臣認定 不燃( 個) 第1118号

不燃Ｈ個〉第竹 ＳＱｾ き

として認められています。

- 用途

特殊力ラ一樹脂被覆の優れだ耐蝕性に

より腐飽性ガスの発生する戸ルミ電解

工場、化学工場や大気活染の厳しい大

工場地帯、まだ塩分や強烈な紫外線lこ

さらされる海岸地帯の建物の外装。

いつまでも変らぬ美 しい色調により、

事務所、学校等の仕上げ化粧材として

最適です。

@ 大島応用化学工業株式会社

本 社 干578 東 大 阪 市 新 庄 114番 f i 06(745) 5121附

・東京支底宮03(580) 6061f的 ・新居浜支底合0097(46)230併問

・仙台営業所n 0222(87)3129 ・福岡営業所n 092(473)8343 

・名古屋宮章所合052(241 )8588附 ・四日市営車所宮0593(45) 1∞5  

・神戸営聾所n 078(331) 0835 ・岡山営車所n 08694(2) 3964 

・広島営聾所念日822(48)38100世 ・宇都宮聾所n o836(21)6印8

工場 ・作業所/ 岡山 ・新居浜・川崎・四日市 ・広島 ・仙台



設 計 者 の プ ロ フ ィ ー ル 1 関西の昭和生まれの建築家 .  

山崎泰孝

A Z インステ ィテ ュート

環境計画研究所

聞 き 手 高 田 茂 ( 安 井 建 築 設 計 事 務 所 )

プ ロフィ ール 撮 影 島 修 一 ( S T U D 1  0  A . T )  

略 歴

: 生 年 月 日目百相 10年 11 月18日生 : お も な J受 賞 日本建築学会賞 ( 1976) 、:

(1前46成 ) :  フラハ国際芸術祭 グラン j

: 出 身 地 兵h担保 戸屋市 :  プリ、 中部ill 祭賞 など.

1tl 終 学 歴 1960年早稲田大学第一理 i 代 表 作 品 戸 島 市 民 セ ン タ ー ル ナ :

工学部建築学料卒業 j  ホール ウェディングパ j

職 場アズインスティテュート : - 7平安IKI 善光寺別院:

環境計画研究所代表 j  願王寺 西郷コミカ出泉 j

事務 所 所 在 地 〒541 大阪市東区伏見町 : M ピル { 神戸市)

4-33芝川ピル : 題 味 あ る い は 自 然 的 山 台 の 山 地 域 :

役 職 品i井工業大学教授 :  ｾＱ Ｎ きなセ Ｑ Ｑｉ Ｑ 性 のある風Ｚｬ ｩｴ ( 人胤i;t . :  

早稲田大学講師 :  ＱＧＱ然風 景Ｉ 組 ｐ ￀＼・ Ｑｾ Ａ ｾ

公 職 名 戸屋市 J レナホール協会 !  (特にジャズ、現代i ' r栄 )1:

理 '1>

善光寺別院願王寺 M ビル

御堂筋コミュニティを

作品が発表されるたびに何かと話題を呼ぶ。つねに従来の，建物のあ

り) 7や建築家の姿勢とい ったものに疑問をなげているからである 。

数多い話題作の中から、とくに代表作品をあげれば、坂倉雄築研究

所H寺代の芦屋市民会館 ・ルナ ・ホールであろう 。 ここでは rｩｾＨ 劇と

は何かJ を識り、 「建物が人間と関わりをもち、文化として の処築

となるのはその運営にかかっている ｊ と巧ーえ ｉ ｩＧ ｝ｨｾ 上の問題、従業

貝の待遇にまでも提案を行なった」という 。

この仕ょ1' ，. を通じて設計が 「技争付科術1，荷! 庁7的j解呼決や意|匠互上の処理(はぱま工aカか‘ りてでo な〈

建z築Eする勿という行為を通じて、社会や人 IMI との関係をいかにと

‘ えるかという問題に一つの ) j 法を見い出せた J という。

J反合準三氏が亡くなられたのを契機に J反合 ーJ:; 務所から独立。 I企画

から設計、政耳R、運営上のコ ンサルタ ン ト業務など A - Z まで- 11

してやる 」 という腿旨で A Z インス テ ィテュ ートを設立する 。

設計の万法がユニークである 。 ＱＱｾＱ 々の仕事に対して興味を持つ人ｲＺ Ｚｊ

が集まって、その度にチームを組む。 日本の11川人事務所ではめずら

しいプロ ジェクト方 式を採用してきた 。 ただ、この方式は 、仕・ｊＧｾ が

完了すると |司H寺にチームも解散する。このため若い参加者の教育が

不充分になること 、そのf去の生活保証など問題も多いという 。 さら

に 「 よく角年 ってい る人でも、いざＱＺｉＺ Ｇ ｊ Ｇ，Ｎとなると育ってきた ι｝｜ｾ Ｚ方所に

よって手)1阪が終ったり ・・・ 」と。

企画から述' 営までと一言でいっても、 中l沫はたいへん密度が淡い 。

したがって 111寺聞がかかる訓に 'I Q;J;所の給営効率が思うほど上が・

ない J I うまく 出来なくて所具に迷惑をかけている J I人の 31出動

いて、給水| は半分... J とl: ' J成も するが、 「しかし、 これか らも ド|分

f

J

i

l

 

が納得できる方法で、ひとつひとつ般かめながらものを 創らねばと

痛切に感じる J と自己の姿勢はくずさない。

昭和51年に 、善光寺別院願五寺の設計で 日本建築学会1 ' t を授賞する 。

ところがこの後 1 年余り、ま ったく仕事が無〈、事務所の維持にも

困ったといっ 。

11M] 西は、東京と泌ぃ立派な貨をいただいても逆に 仕 'JIがこなくな

る。権威や名 誉 よりも実質を重んじることが関西の良いところかも

しれないが、最近ではそれすら ・ー」と 関西の文化的 ・精神的な地盤

沈下を l嘆く。しかし 、そ うした 中でも建築家として の提言は怠らな

い。そのひとつが、 や御堂筋コミ ュニティ w である 。

「大阪のコミュニティの問題を与える場合、住民のこと以上に昼間

人Uであるサラリー 7 ンや O L のことを考えるべきである」という 。

郊外から通勤する多くの人々により市内の飲食関係はもちろんほと

んどの商売が成り 立っている。そこで、大阪のビジネスの 中心街で

もあり、 31mで必然と' J i f高を摘える御堂筋の屋上をつないで、コミ

ニュティプラザをつく ったり、沿道に散在する画廊やホールなど文

化地訟を開放したらどうだろうかと提笑する 。 I倒人ベースでは経

済的にも困難な問題があるから、まずサラリーマン ・コミニュティ

のような実行委員会をつくり ｾｉ きつづき提案したい ｊ と熱っぽく諮

る。つねに建物の 10年先を読みとると同様に 、若者の将米について

も々える。若者のｦＡｾ 比 には笑によく ｲｲ を傾ける 。 大いに議論もする 。

向分の意見や忠氾! をおしつけるのではない。所以や学生の J 能や発

泡i を巧みに引 き出し、ともに学び現実化することに秀でた 1能力を示

している 。建築にかかわるあらゆる問題の解決のために、そして教

育にとエネルギ ッシュ に多様な活動を展開する 。総築家であると同

Hキに優れた教育者であり、リーダーでもある。
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〈特長〉

1. なんの操作もいりません。

他の器具では操作に時間がかかり、

またあわてて使用不能にする場合が多

々あります。

2  . 身体不自由者、子供、老人など

誰でも使用できます。

他の昔器具では作動及び心理的に無理

です。

3  . 少ない時間に大量の脱出が出来

ます。

l 老人ホーム|身体障害者施設 ||幼稚園 |直E

待つ事はありません。次々と脱出で

きます。

4. 永久的で結局は安くつきます。

他の器具の様に一定年数で取り替え

れば高い物につきます。

5  . せまいスペースで施工出来ます。

3 m角あれば充分です。

6  . 固定式なのでいつでも設置場所

が頭に入っております。

非常の際は思わぬ精神状態になるも

のですがこれなら安心。

7  . すべり台です。

設でも乗れば自然に降下出来ます。

山陽建互株式会社

K L - X型

. 建築基準法適合階段+ すべ り台

S KK 
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広 島 市 中 区 西 川 口 町 5 番 2 号

東 京都 中 央 区 日 本橋 2 ー 10ー 11 ( 織 正 ビ ル )

名 古 屋 市 中 区 栄 4 丁 目 2 - 8  ( 小 浅 ピル)

大 阪 市 住 吉 区 長 居 3 丁 目 7 ー 14

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 3 丁 目 19 - 23 

仙 台 市 本 町 2 丁 目 1 ー 10 ( 第 二 広瀬 ビル )

高 松 市 通 町 5 ー 13

本 社

東 京 営 業 所

名 古屋 営 業 所

大 阪 営 業 所

福 岡 営 業 所

仙 台 事 務 所

高 松 事 務 所
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財団法人 日本建築総合試験所だより

試験機器紹介( 第 2 回)

前 回 に 引 き 続 き 、 一 般 建 材 用 試 験 機 器 を ご 紹 介 い た し ま す。 これ らにつ きましてのご質問 ・お 問 い 合 わ せ は 、 ご 遠 慮 な 〈 材 料 試 験 室 ( 主査

長 橋) まで。 次 回 は 、 コ ン ク リ ー ト 用 試 験 機 器 な ら び に 建 物 診 断 用 機 諜 に つ い て ご 紹 介 す る 予 定 で す。

一般建材用試験機器( その 2 )  

主 要 用 途

試験設備および機器名 性 能 お よ ぴ 規 格

試 験 キオ 来} 試 験 項 目

床材摩耗試験機

試験体の寸法: 上底9. 3cm、下底30cm、 ビニル床シート・ビニル床タイル等

床材の摩耗試験 ( JI S A  1451)  

高さ 25cm、厚 1cm- 3cm 試験体数 : 8枚 の各種床材料

H医

テーノ マ一式摩耗試験機 回転速度 ・60r pm 荷量: 250、500、1000gf 各種材料 耐摩耗性試験 ( J IS A  1452)  

耗

試

合成樹脂摩耗試験機

試験荷量 : 4. 5kgf

合成樹脂系材料 摩耗試験 ( A S T M 0  1242)  

験 試験体 : 10cm X  50cm X 厚6mm

用

落砂式摩耗試験機

J  I S A  5209、A 6907およびA S T M 0968 タイル、化粧ボード塗膜等の各極{ 士

仕上材の摩耗試験 ( J IS A  1453)  

に準拠 上げ材料

洗浄試験機 各種外装用吹付材 洗浄による仕上材の摩耗性試験

落球衝撃試験機

落球質量: 1000g 、500g

名極ボード類等 ボード等の衝撃試験

{貨 手事 高 最 大100cm迄

E皇 落下高さ : 5cm- 50cm( 5cmとび)

試 テe ュポン式衝撃試験機
懸芯 Ｚ ｾ・ｾ・ＧヲｻＥ ｩＧｌＴ ・ ｾｻｓＨ半径 Ｉ
受台平面ｾＢＥＢｾ看 Ｎ 1i' 6" 

塗 膜 主主1英の衝撃試験( J IS K  5400)  

験 丞錘: 300 g 、500 g 、1000 g  

用 衝撃試験用

重錘 : 1kg、2旬、 3kg、5kg、10kg 各桟材料 衝撃試験

なす型おもり

ロックウェル硬度計

試験荷量・ 60、100、150kgf

金属材料 硬さ試験( JI S Z  2245)  

最大負荷速度: 200μ m1s  

硬

マルテンス引掻き硬さ試験機 荷重: 250 gf - 1000gf  ( 任意可変) 合成樹脂系材料、金属等 合成樹脂、金属等の引掻き硬さ試験

さ

塗膜用鉛m引掻き試験機 試料板: 150X100mm 化粧ボー ド・塗膜等の各種仕上げ材

表面仕上材の引掻き硬さ試験

( クレメンス引掻き硬さ試験機) 負荷量 : 0- 1000gf  料

試

パー コル硬度計 合成樹脂 ・金属等 合成樹脂、金属等の硬さ試験

験

934- 1型

スプリング式硬さ試験機 A 形 名種ゴム製品 名種コ，' j _ ，. の硬さ試験( J IS K  6301)  

用

モース硬度計
各種材料

10段階
硬さ試験

マ ックパーニへこみ試験機 全荷量 : 13.  59kgf  

ピニル床シート 、ビ ニル床タイル

床材料の硬さ試験

等の各極床材料

モルタル透水試験機

最高使用圧力 5  kgf /cm' 

モルタル、 コンクリート 透水性試験( J IS A  1404)  

水

透

6迎式

水 防水j支試験機 使用水圧 1kgf /cm' - 5  kgf Icm' ルーフィング、防水シート等 防水j支試験、ピンホール試験

試

ｾ￐ 問コンクリートプロ ｹ ク 試験体寸法: 高さ 19cmX 長さ 39cmX 厚10-

験
EE胴コ ンク リートプロ ック コンクリートブロ ックの透水試験

用
透水試験装程 15cm 試験体数 : 3本

残留へこみ試験機 会荷量: 36. 06kgf  

ピニル床シート、ビニル床タイル等

残留へこみおよび回復率試験

の各組床材料

滑り試験機

ハン 7 ー質量 3. 78kg 

試験体 : 30cm X  15cm 

各種床材 すべり試験( J IS A  1407)  

繊維質上塗材試験装誼 気流速度 : 1悦 - 5' % 吹付け材 ひび割lれ試験( J IS A  6910)  

そ

顕 微 鏡 拡大42倍 - 1500倍レボルパー3ヶ用

グ〉

B 型粘度計 8段変速用 塗料等 粘 ｦｾｩｬ Ａｬ ｊ 定用

{血
色 差 計

反射 ・透過両用 固体 ・粉体 - 液体・ ペー

各種材料 色il!l J 、色差、光沢度、透過率

スト等測定可能

ダンベル打抜器 ハンドル式 ( ゴム、軟質プラスチ ックシート等) ( 試験片裁断用 )

アスフアルト関係

針入度試験総 ] IS K  2808による

アスフアルト製品

針入度試験( J IS K  2503)  

軟化点試験器 ] IS K  2817による 軟化点試験( J IS K  2531)  

引火点試験者号 ] IS K  2803による 引火点試験( J IS K  2274)  

本 試 験 所 ・所 在 地 … ・ ー干565 吹田市藤白台 5 - 1 2 5 ( 阪 急 北 千 里 駅 よ り 北 西 約 1km、国立循環器病センター西隣)

・電 話 … … ( 06) 872ー 0391( 代)

・ 営業 ｈ 寺問ＮＮＮＮ平日Ｚ午前 Ｙ 時ｾ午後 Ｕ 時、土 Ｂｉｾ 日Ｚ午前 ＹＱ 侍ｾ正午

建築と社会/ 1982年 8 月号 3 5  



風土と建築 シ リーズ

自然発生的建築をめぐって - 2 7一一

型 と 形 式 そ の 6

韓国の民家

いま料一国で見ることの出来る民家は 、古いと思われるものでも 100

年ぐらいのもので、歴史的には比較的新しいものが多い 。ソウルか

ら約40キロほど南下したところには、全国から民家を移築してきて

つくられた、大民家博物館があるが、ここに納められたものでもほ

とんどは 19世紀以後のものとな っている 。これはひとつには、朝鮮

戦争による被害で木造建造物が焼失してしま ったことにもよるらし

いが、残存している民家の規模を見ていると、庶民は貧しい生活の

ために、寿命の長い家を持つことが出来なか ったことや、日本のよ

うな大家族制によ って労働力の集中をはかることが、むずかしか っ

たことにも帰因しているょっにみうけ)ら れる 。 しかし、 「生活は約

500 年も の聞大きく変化しなか った」というから、秀吉による朝鮮

征服のこころみが、全土を焼土に化したころの時代から、すまいの

っくりには大きな変化もなく、連綿として今日に受け継がれて来て

いるということになる 。

庶民の住まいが、ある型のヴァリエーショ ンとしてとらえられるの

も、このように長い年月が次第に生活機式を、すまいの様式として

融合させてきたからにはかならない。我が匡| の農村民家をふりかえ

ってみても( 地域によ って大きな差はあるが ) 、土聞は屋内の作業

や食料貯蔵、あるいは炊事の場として使われ、そこにつながる板の

間] は炉が切られて食事や団らんの場とな って いる 。 さらにそこに隣

接して就寝や家財収納のための納戸があ った り、接客や各種行事の

ためにいくぶん絡式を亙んじた座1般につながるというように、生活

の全体像は、ひとつの安定した家屋構造によってはじめて焦点を結

ぶことが出来ていた 。その点からすれば、今日私たちが、リビ ング

ルームとかダイニングルーム、あるいは和室というように、それぞ

れの部屋に名称を与えていたとしても、それによ って生活の実感を

伝えることがむずかしくな って来て いることはいなめない。

ふりかえってみれば、私たちは家のっくりを 聞いただけでは、そこ

に住む人々がどんな仕事についているか、皆目見当もつかないし、

結婚や葬式のような行事のあり方についても想像をめくらせるのは

図燥にな って 来ているのだ。 これは社会形態が昔とは変わ ってきて

いることを思えば当然のことであるし、生活の変化によ って 、過去

の遺産ががj えていくことに過剰な感情移入をする必要もないのだが

このような現象をまのあたりに見ていると、純国のI長村文化にはま

だまだ過去からの脈絡にの っとった生活がまもられていることを感

じさせてくれるものがある。

すまいの特徴は、オ ンドルを持ち、そのために釜屋と房が対にな っ

ていることは前に述べたとおりであるが、そのほかには図一 l から

図- 3 に見られるような後房 ( マル) と いう、外部に対してオー プ

ンなスペースをもっていることがあげられる。ここは大庁( テーチ

ヨン) とも呼ばれ、 「大庁は祖先神の祭場という意味もあり、組先

制暗殺物で表現されるということでもあるので、米植を大庁に置く

ことには稲作民族としての伝統が示されている J という 。

また、朝鮮語の ""7 J レについては、地浩三氏が「祭儀の空間j におい

て、三日 』 彩ｾ氏の考察をもとにとりあげている部分がある。それに

よると、この語源は北ツ ングース族 ( 朝鮮民族は中国の東北地方の

森林地慌に住んでいた騎馬民族も り グ ー ス 系 の 人びとがしだいに

南下して形成されたものである 。) の テント において奥の部分が、

音韻上同系の mal u とH乎ばれ精霊に深くかかわること、 m- r 系の

諮問Eが科l虫性に通ずる笑j 9 1 J が多いことなどに立脚して、 「信 jJ ]1観念

上におい ては、まず古代村孫の生存にかかわる「稲ムラ」一稲積み

とこれを中心とする儀礼が存在し、その次に稲ムラに似た山形をム
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レ( 此l 朝鮮語モロ ) と 名付け、信仰の対象とするに至 った。1と

し、我が国にも関連の深い言葉であることを指摘している 。

このように翠性についての因縁はだいぶ深いところにあるようだが

今日では、そ のほとんどは、 半分が納戸がわりにつかわれており、

きれいに使われているところでは、そこが夏期の食卓、団らんの場

になり、幼: 自の場ともな ってい る。 これはいわば何にでも使える屋

根つきのテラスみたいなもので、南方系の高床に通ずるものだとい

うことであるが、北鮮との国境に近いところでもこの形式を見るこ

とが多かったところから推すと、互に対応したっくりということよ

りはむしろ、半屋外的な作業をするのにも使利な場所として採用さ

れているらしい。

この天井を見上げると、古いものはほとんど梁と縫があらわしにな

って いる 。そのあいだはプラスターによ って白〈塗 り込められてお

り、使われる木材はほとんどが総ということで、不揃いではあるが

それが独特のl味わいをかもし出している 。朽ちかけた 11汗袈をのぞく

と、縫の上には太いったか小枝のようなも のが敷きつめられていて、

これをこまいとして上下から土を 塗 り、仕上げとして石官を塗 って

いるらしい。下から見ている| 浪りでは、屋根が瓦のときも 252主のと

きも同じような仕上げになっていたと記憶しているが、もしそうだ

とするとわずかな細工によって材料の選択が出来るということにな

る。つまり，建物の姿に大きく; ; ; 三響する屋根の材料が、誌であ っても 、

瓦や天然、スレートであっても、その外観が与える印象の違いほどに

は、家屋の恨本的な遠いにかかわることもなく屋敷椛えのあり方や

平而村I 成、内部空間にはほとんど杉響していないと考えてもよさそ

うだ。

さてもうひとつ忘れてならないのは食生活との関係だ。キムチや l床

H曾、醤油が欠かすことの出来ないも ので 、敷地の裏庭にあたるとこ

ろでは大小の査を置くために、一段高くしてあるところがあり、惣

裂: 今( チャンドクテ) と H乎ばれている。これは都市古[1の I:t l 高層住宅

でも欠かすことの出来ないもので、ベラン夕、や階段のおどり場など

では、ところせましと査の置場になっているという。また敷地のな

い日本流で言えば文化住宅のょっな家では 2 階建の l 階部分をフラ

ッ トルーフにして、物干し場にあたる部分を明裂台( チャンドクテ)

のかわりにもしているというから、住まいの必要不可欠な要素のひ

とつにあげることが出来る 。

さらに屋敷の柿成にかかわるものとしては、{ 史所と灰屋があげられ

よう 。i史所は廊 IHl ( チュクカン) と H乎はれ、 i母屋からは離れたとこ

ろにキLL末につくられたところが多い 。敷地に制限のない場合には、

塀の外に設けられていることも多く、オンドルの焚き口から出る灰

を集めておく灰屋に隣り合わせになったり、ひとつの場所で兼用し

ているものもある 。地而には火があけられ丸太が数本ならべられて

いる WJ 支で、場合によっては前に大きな訂が置かれているが、うっ

かりしているとどこにあったのかわからないぐらいにさりげなく配

置されていることも多い。

以上が純国 の11' :家に ついて 、共通した特徴をあげてみたものだが、

このように共通した内容をみいだせるということは、そこに安定し

た生前線式が生きていると同 H寺に、すまいの l型は場所や時代の追い

によ って与えられる条 件を受け入れてなお継泳されていく 好例を 示

すものといえよう 。
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右 と左 - 2

テ レ ビ の ス ポ ー ツ 競技 の 入 場 行 進 の 足 並 み が気 になるのは、 40歳 台 も 後 半 以 上 で あ ろ う か。その人たちは、

踏 み 出 す の は 左 、 音 楽 に 合 わ せ る な ら 第 1 拍 が 左 と 心 得 て い る 。 こ れ も ひ と つ の 型 と い え る が 、 右 利 き

が 大 多 数 で あ る こ と を 前 提 に し た 合 理 性 も 含 ま れ て い る 。 陸 上 短 距 離 の ス タ ー ト も 左 足 か ら で あ る 。

車 は 左側 通 行 と 決 め て し ま った か ら 、 戦 後 人 は 安 全 の た め に 対 面 右ill l J 通行に改めたが、特別な条件がな

い と 自 然 に 左 側 の 流 れ を 作ってしまっ 。 こ れ に つ い て は 理 由 づ け が な さ れ て い る が 、 さ ほ ど 明 快 で も な

いように思う 。 しかし 戸 川喜 久 二氏はさ ら に 、 フ ィ ー ル ド や ス ケ ー ト 場 の 左廻りに つ い て も 右利 きと関

係 があるとしている。般かに' 削れだけでなく、この方が安定! 惑があるようだと 納 得 もしている。ならば、

階 段 も 左 廻 り に 降 り る よ う に 設 計 す る 方 が 、 避 難 時 の 行 動 は 多 少 で も 円 滑 に な る か も し れ な い 。

エ ス カ レ ー タ の 降 り ロ で 、 最 初 の ス テ ップにどちらの 足 を 乗 せ る か を 、 少 し 観察 してみた 。 勢 の よ い 人

や 若 い 人 は 全 く ま ち ま ち だ が 、 手 す り を 持 つ 時 に は 、 手 の側 の 足 か ら 乗 る の が 安 定 しや す いらしい 。 こ

れ は 左 と か 右 と か い う よ り も 、 そ の 時 に 使 う 手 と 軸 足 の 関 係 に よ る よ うである。

設 計 に 関 係 の あ る 左 右 の 問 題 は 、 行 動 の 安 定 性 か 選 択 の 規 範 が 明 ら か な 場 合 は 、 そ れ を 尊 重 す べ き だ と

思 う。 しか し 、 そ れ が 不 明 l療 な 場 合 は ど ち ら で も た い し た 問 題 で は な い と い う こ と に な る 。 ( T .  K )  

学 問

、散る桜、残る桜も散る桜‘ 青年期に戦 中戦 後 の 生 と 死 を 体 験 し た 世 代 は 、 好 む と 好 ま ざ る と に か か わ

ら ず 、 死 生 観 に つ い て 自 分 な りに 考 え た 経 験 を 持 って い ま す 。私は、 瓦 の 学問 と は 、 人生 の 意 義 を 知 る

ため に 聞 い 、 学 ぶ こ と で あ る と 思 って い ま す 。 i 朝に道を 聞 か ば 、 夕 に 死 す と も 可 な り 」 と い う 論 語 の

道 と は 、 人 生 の 意 義 で あ り、 そ の 悟 り で あ る と 思 い ま す。

現 代 の 大学 で は 、 そ う い う 意 味 で の 学 問 は 教 え て い な い よ うです。もっぱら、 前 時 代 的 に 言 え ば 、 商 家

の 丁 稚 教 育 や 、 職 人 の 徒 弟 教 育 の 延 長 に す ぎ な い 知 識 の 伝 達 に 終 って い ま す。 受験 戦 争 教 育 を 受 け 、 論

語 読 み の 論 語 知 ら ず に な って い る 現 代 の 世 代 は 、 そ れ で 良 い の か 、 と 思 い ま す が、反 面 、 私 達 の世代と

現 在の 若 者 逮 とは、異な った 歴 史 時 代 を 併 行 し て 生 き て い る に 過 ぎ な い の で は な い か と い う 気 も し ま す。

な ら ば 何 も お 節 介 を や く こ と は な い 。 彼 ら は 彼 ら な り に 自 分 遠 の 歴 史 時 代 を切 り 聞 い て 行 く だ ろ う と 楽

観しています 。 そして、私達が数百年も昔の ｈ 寺 代 を生きた人の思想に共 ｉｬ ＮＡ ｾし、感動することがあるよう

に 、 私 達 の 経験した時代と思想、に共感して くれる 若 者 も 生 ま れ て く る だ ろ う と 期待し て い ま す 。 愛 と 死

は 文 学 の 永 遠 の テ ー マ で あ る と い い ま す か ら 。 ( K .  H )  

建 築の寿 命

鉄筋コンク リート の 建 物 は 解 体 し た ら 「 ガ ラ J に な る と 先 月 号 で 書 い た 。 哲A きながら虚しい思いがした 。

このところ、 5 月 号 の 「 新 建 築 」 の 巻頭 の 時 評 で 内 田 祥 哉 先 生 が書 いてお られた「最ー近のコンク リート

は 100年 耐 え ら れ る の か 」 と い う 論 文 も 気 に か か っ て 仕 方 が な い 。 わ れ わ れ 建 築 の仕 事 に た ず さ わ る も

の ま で 含 め て 一 般 に 、 頭 の ど こ か で 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト は 長 持 ち す る も の だ と い う 信 if lJ み た い な も の が あ

る。 R C 造 は永遠な のだと い う 錯 党 す ら持っているのではな いか思 ったりもする 。 内 田 先 生の 論 文 は 大

きな瞥鐙とい って も よ い 。

と こ ろ で 、 わ れ わ れ 建 築 に た ず さわるものは、 戦 後 の 高 度 成長の中で大きな役割を果してきたと思う。

超 高 層 ビ ル か ら 大 都 市 の姿 を み る と 、 よ く も ま あ こ れ だ け の 凄 い も の を 造 っ て き た も の だ と 思う 。 そし

て そ れ ら の 建 物 は 意 外 に も 速 い 速 度 で 経 済 的 に 陳 腐 化 し 、 物 理 的 に も 短 い 寿 命 し か 持 って い な い の で は

な い か と 思 ったりもする 。 そ し て 「 ガ ラ 」 に な って しまうのだ ・・ ・・と 変 な 感 慨 を 持 った りもしてしまう 。

虚 し い 思 い の 所 以 で あ る 。 こ れ か ら の 日 本 は 、 そ う や た ら に も の を こ わ し て 次 か ら 次 へ 建 て 直 す と い う

ような l時代ではないだ ろう。 ここ らで、日本の建築も恨性をい れ て 、 永 持 ち す る 建築 の創 造 を設計の場

で も 施 工 の 場 で も 始 め な け れ ば な ら な い の で は な か ろ う か 。 ( T .  S)  

御 中元. . . ..... .. 発 注

私 が こ の 職 業 に つ い た 頃 は 、 特需 ブ ー ム が過 ぎ 、 神 武 景気へと 、設備 投 資 が 本 格 化 し た 急 が し い 時 機で、

日 曜 日 は ほ と ん ど 休 め な か った。僻 地の 建 設 工 事 を 担 当 するとなれば、 3 - 4 月 は 休 む こ と も な く 、 宿

舎 で 飯 を I会い、 j酉 を 飲 ま せ て も ら え ば 、 月 給 袋 を 貰 い に 行 く こ と も 忘 れ る ほ ど 、仕事 と 寝 る 楽 し み だ け

の 繰 返 し の 毎 日 が 過 ぎ て 行 く よ う で し た 。 こ の よ っ に 人 並 に 休 日 を と れ な い で も 一 年 の う ち で 、 正 月 と

お 盆 は 胸 を 張 って 休 み を と り 故 郷 へ 勇 ん で 帰 る こ と が で き ま し た 。

昨 夜 までの突111工事のなごりをのこすだけで、 作 業場は遠慮なく青争寂をとりもどすのです。しか し何事

に も 例 外や 装 方 が あ ります。 i 今 度 の 休 み こ そ J と 楽 し み に し て い て も 、 見 積 の 担 当 は 心 の 底 で 落 ち つ

か な い の で す。 盆 休 み の 前 に 指 名 通 知 を 受 け 、 現 場 説 明 が あ り 、 休 み 明 け に 入 札 予 定 の 工 事 が 発 注 さ れ

るからです 。 このｾＺＮを見積屋は「御中元発注」と呼んでおります 。 何 件も数が重なれは｜現場の人を動

員 し て 手 わ け し な が ら 見 積 る こ と も あ り ま す。 i 今 年 も 盆 の休 み が で きなか ったな J .. .. .. 溜息、とも諦め

l ともつかぬつ ぶ や き が問 えたものです 。 し か し 最 近 は 、 こ の よ う な 御 中元発注もだんだんと少なくなり

ました n ( M  .  Y )  
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回 総 論

大 ス パ ン 建 築 構 造 概 論

日 置 興 一 郎

1  . 大スパン建築と社会

核家族化で、テレビを独りだけでみることも多くなり、聴衆の拍手までが擬音で入ったりすると、野球の

ホームランや得点までが、ランダム性を利用した電子ゲームとして、編集されているのではないかとの錯覚

さえ感じる 。 こんな孤独な時代が、大ホールの中でみんなと一緒にオーケストラを聴いたり、大スタジアム

の中に浸り切って、大観衆の一員としてスポーツの妙技に歓声を上げたいという、そんな欲求を強めるので

はなかろうか。孤独な個人が、いきなり数万の大衆の中に入るという、ある種の無気味さがそこにはあると

しても、共感の場としての大ホール、それは、お祭りのパーティ場であったり、宗教的な場であったりもす

るのだろっ 。

子供達にとって、運動会はまさに皆が参加し、共に頑張り共に喜ぶ、楽しい一日でもあろう 。その日の朝

に、運動場の白線に雨足がはね、やがて、にわたずみが流れるのを眺めて、涙した幼い日の経験も、育ちゆ

く過程において、必要で、あったとも思われる 。 しかし、 「春雨じゃ漏れて行こう J と酒落てばかりもおられ

ない。巨大な大衆が集まる場が、おてんとさま任せでは、現代社会では、社会的経済的におさまらないニと

もある。やはり、安定した、風雨に乱きれない空間がほしいのである 。

そんな意味で、人々は今 、大スパン建築を求めているのではあるまいか。建築家はこれを見抜き、使いや

すく、建築美あふれる各種大スパン建築を、建設しようとするのであろうか。

2 . 大スパン建築構造の発展の流れ

大スパン建築と言えば、直径4 0 mのホールを、 1 万トンにも及ぶ大理石で、サンピエトロのドームとして

見事に造り上げた、ミケランジエロに代表される巨匠達を想う 。技術的にも、幾多の困難にぶつかりながら、

それを克服したことであろう 。 まさに天才的建築家達である 。そのスパン 4 0 mのドームを、 1920年代に、厚

さ 6 cm、重量 300 トンという、サンピエト ロの30分の l の重量で造り上げたのは、一技術者であった。それ

を可能にしたのは、シェル理論と鉄筋コンクリートの技法であ って、人類の経験と英知の集約としての科学

を正しく使うならば 今では学生でもその設計は可能であろう 。 さらに、人工繊維と化学材料の膜を合わせ

て製造された複合膜材を使えば、 4 0 mスパンのホールは、 1 トンにも満たない材料で作られる軽〈浮き上が

った空気膜構造で、おおうことができる 。 しかも、サンピエトロの天窓の代わりに、全面からのおだやかな

明るさを伴ってである

ローマ時代のドームが 、ゴチ ック期に入ってリブ構造に移 ってい ったことに、現代の流れが似ているかど

うかは 、建築史家の意見を待つとしても、鉄筋コ ンクリートドームが、スパンを増すと 、重量軽減をはかつ

て、半径に比して薄くなり、座屈を止める必要からリブイ寸シェルに移行し、さらに、リブだけとも言えるラ

チス ・シェルに変わっていっているように思われる 。

施工方法も、地面近くで組み立ててから、リフトア ップする方法で、労働安全性を高め、施工時間を短縮

している 。音11材数の多いラチス ・シェルでは 、工場生産で、質の高い精度のよい規格化部材を造り、現場で



は簡単に組み立て可能なジョイントが使われる 。 また、形の複雑なラチス・シェルでは、部材の種類も多く

なるが、この施工管理にもコンビュータが利用されてきている 。

3  . 大スパン構造の大きさと形式

スパンの大きい構造物というと、僑梁になる 。橋梁は、スパンの大きさについても、失敗と成功を含めた

豊かな経験を持っている 。建築でも大スパン構造になると、橋梁技術者に学ぶべき点も多いと考えられる。

スパンの大きさに応じて僑梁の形式が変わっているのも、その一つである 。実例でみると最大スパン は吊橋

であり、 1981年に英国で完成した Humber 僑のスパンが、 1 .4 kmである 。つぎの形として斜長橋があり、

4 5 0 m スパンくらいまである 。 トラスの道路僑では、大阪の港大橋が最大で、スパン 510m 、アーチ絡でも

ラチス ・アーチで、 5 2 0 m くらいが最大というのが、橋梁の世界の現状のようである 。 スパンや構造形式が、

建設地に応じて適切に選ばれていることを学びたいものである 。デザインの奇をてらっては、構造物として

無理が出てきて、美しささえ損なってしまう 。

橋梁が線的なスパンを必要とするのに対し、建築で必要なのは空間であって、それをおおう面的なスパン

が問題となる 。スパン 1 kmの吊備を並列して多〈連ねれば、たしかにスパン 1 kmのホールは作られるだろう 。

しかし、使用目的から、建築と橋梁では、異なる点が多くあることも忘れてはならない 。

大スパン建築の例を眺めてみよう 。パ リにある三角形平面のコンクリートシェルが、スパン 210 m、テへ

ランにある吊ケーブル根t造のファラノ〈ド ・スタジアムのスノ f ンが 235 m といつことである 。鉄骨のラチス ・

ドームでは、米国のアストロ ・ドームが約 200m 、デリーのが 150 m 、晴海のドーム のスパンが約 100 m で

ある 。70年万博での大屋根が、鉄骨の二層立体トラス平板で、ス パンが 108 m であった 。空気膜構造は 、自

重に対してだけなら、地球をおおうという程度の意味で、無限に大きいスパンのドームが可能のように思わ

れるかも知れない 。 しかし現実には、風荷重や、雨荷重などもあるから 、そうはゆかず、現在のところスパ

ン約 200 m を最大とするに過ぎない 。
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4  . 応力解析と構造計画

応力解析の数値計算の作業については、かつては難題であ ったかも知れないが、今はコ ンビュー タの進歩

と、プログラムの開発によ って、急速に楽になりつつある 。 しかし、数値計算能力だけでは、応力解析はで

きない 。問題は、構造物を理論式に のせるための モデル化と、出てきた結果を判断する能力である 。モデj レ

イじというと、いいかげんに解きやすい式を仮定するも のと誤解している向きもあるやにみえるが、とんでも

ないことである 。現実の現象を十分の精度で表現し、矛盾なく、かつ取り扱いやすくという、 3 条件を満た

しながら式を作るモテソレ化は、構造技術者の基礎的能力の出しどころである 。 変なモデルを作れば、 ｴｾＺ 出さ

れる結来は、何を意味するかわけのわからないものになりかねない 。モデルが適切であ っても、算出される

結果を正しく理解できる能力がなければ仕方がない。 どちらも危険な結果を招きかねない 。 さらに、前世紀

に座屈を検討しなか ったトラス僑が孫ちたように、小スパンでは問題にならなか った事項が、大ス パン では

効いてきて、新しい検討項目を、安全性判定規準モデルに加える必要があるかも知れないことを、付け加え

ておきたい。 まだまだわからないことが数多くありそうである 。

設計としては、形を全部決めてしまってから応力解析をすることは、まことに能率が悪い 。解いてみたら、

だめということがわか ったでは、学習しながらやって いることになる 。形を決める設計作業の中には、美的

なものだけではなしに、構造安全性、施工性、経済性も、バランスよく考えられていなければならない 。 そ

のためには、構造物の力学的性状についても、マク ロに、概観的に把握する能力が、建築家には必要で、ある 。
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それも、ミケランジェロの天才を待つことなしに、科学的に 、普通の技術者にも理解できる形での性状把握

法が望まれる 。

一方向の、アーチ構造や吊構造については、橋梁での経験が役立つ。平面内構造は理解しやすいし、荷重

を持って回らないてい、なるべく近道で支持休である地盤に伝える点でも、平面構造はすぐれていることが多

い。 しかし、平面構造の面外座屈や、面外岡IJ性の低さが、うまく立体構造にすると、簡単にカバーされるこ

ともある 。

ここで、立体構造というのは、力学的な意味においてであ って、平面構造に分けては応力解析ができない

構造物の意味である 。 しかし、立体構造が常に好ましい構造形態であるとは |浪らない 。立体構造て‘ あ っては

同 て 可 能 な 美しさ 構造力学的な有利さ といった価値観を持つ構造を 建築的な意味では 立体構造 |  

と呼びたいのである 。大スパン構造では、この建築的意味での立体構造が少なくない。その際立 つた例が、

シェル構造であろう 。

シェル構造について言えば、アーチ文化圏の建築家が持 っている 、支持曲線という感覚を 、支持 i曲面とい

う感覚に拡張すれば. よいのである 。支持 l曲線というのは 、ロ ープをたるませて両端で持ち上げると、放物線

に似たカテナリ一曲線になる 。 このときロープには曲げモーメントは作用せず、取li 力だけが作用している 。

この曲線形を上にはね上げてできるアーチ形のことを支持曲線という 。面に拡張するのは、現代の巨匠イス

ラーが行っているように、ハンカチを石膏水で、濡らし、四隅で支持して硬化するのを待ち、上下を反転して

四隅を支えるのである 。曲げモーメ ントなしのスマートなシェルが得られるではないか。もっとも、これは

風を受けない空気膜構造ではスパンは無限大まで可能というのに似ていて、自重以外の、半分に積も った雪

や、風、地艮の荷重に対して問題があることは、言うまでもない。 しかし、 EI重が最も効〈場合なら、この

形をもとに、 他の荷重に耐えるように、多少補強すればよいわけである 。 さらに 、その支持l曲面の面内力の

流れの線を 抽出し て、中世ヨーロ ッパの巨匠達があのゴチ ックのリブ構造の形を決めたと、想像してみては

どうだろう 。あのケルンのドムや、ノートルダムのフライイング ・パ ッ トレスを持つリブ構造を、現代の構

造学からみるとどうなるだろうか。現代の技術者は、大ス パン のドームを設計するとき、鉄骨アーチの組み

合わせか、ラチス ・シェルとして、考えるのではないだろうか。たとえば、ラチス・シェルにおいて、等価

剛性と、等価強度の二つの概念を導入すれば、鉄筋コンクリート ・シェルの設計と 、ほほ、同じ道筋で、鉄骨

ラチス ・シェルの設計が可能で‘ あり、その動的性状としての固有周期、モードや、不安定現象としての全体

座屈も、個材的な座屈も含めて、巨視的に理解できるのである 。 したカ、って 、現実の設計では、コンピュー

タで形を決めるのではなく、総合された感覚で画かれた、ラチス ・シェルの形について、コンピュータでそ

の性状を確かめ、多少の補正で実用設計となるような進め方が上手なのだと思う 。

適切な構造形式の選択が、大スパン構造設計の最大の問題である 。決めた形式の中での最適化も望ましい

が、その効果はそれほど大きいものではない 。 まして、不適切な形式の中で、構造屋が苦労するのは馬鹿げ

ている 。それを避けるためには、構造設計者は、デザイナーにも理解しやすい言葉で説明できるほどに、各

種構造形式の特性を知 っていて、平常から比較していることが必要で・あろう 。

5  . 各種構造形式での二 、三の問題点

立体トラス構造は、どのような形状でも作れることから、力の伝わり方を無視して形を決める危険性があ

る。構造屋は、意匠屋に従属すべきで、危険などと言 つては美しい建築はできない、などといううそ ぶ きは

ないだろうか。構造物の設計者は、その考え方が誤りであることを説明し、好ましい形に直してから、応力

解析に移るべきである 。

立休トラス 構造 でとくに注意すべきことの一つは、接合部の剛性と強度、とくに 剛性である 。節点にがた

などがあると、座屈強度は著しく低下することがある 。一昔前に、個材座屈しか検討していない、ラチス ・

シェルの構造計算書をみて、身のふるえる感じがしたことがある 。それは、節点移動のある全体的座屈につ

いて、無検討であり、また接合部の岡IJ 性の重要性について、設計者が気付いていなか ったからである 。



吊構造で の問題点の一つは、橋梁でも数百m以上で吊橋、 300- 500mが斜張橋と 言われるように、大スパ

ンでないと、ワイヤロープの定着部などが割高で、高価になりやすいことである 。 と言って定着部の防錆や 、

疲労 などに手抜かりがあると、ベルリンの吊屋根のような事故を起こしかねない。 また、日本では風が比較

的強いので、外国でみられる一方向吊屋根は 、問の水はけの点からみても注意が必要で、ガウス 曲率が負の

二重助率面 ( H P 屋根) にして、安定性と排水性を高めるのがよかろう 。 吊構造は、高強度鋼であるワイヤ

ロープの断面をすべて生かし、しかも、サグ ( アーチでのライズ) を考えると、実に1効率のよい大スパン向

きの構造形式である 。 ワイヤロープは、錆や高熱の心配がない場合、かつ平常のゆれがなくて疲労を考えな

くてよい場合には、その長所が生かされ、高い強度が期待できる 。 吊構造とい っても、必ずしもワイヤロー

プを使わな くてもよいわけで、通常の形鋼でも、吊構造の性質をうまく生かすこともできる 。

空気膜構造での、通常建築と異なる 注意点としては、まず空気圧の維持の確実性、膜材の耐久性、大変形

で内外の物体にふれて破れることがないようにするなどである 。膜材の強度は、加工法、接合法、老化、 温

度、疲れなどで、著しく低下する場合があること、 I政・断時には、イ申びが20- 30% もあって実用上そこまで使

えないことなどがあ って、化繊布の ビニールコーテ イン グなどでは、破断強度の 1/4程度を許答耐力にして

いること が多い 。 しかし、材質によ っては、はるかに強か ったり、さらに半分くらいに下がることもありう

るから、笑状をよく調べ、合理的に使う必要がある 。 日照で60・- 70・C にも温度が上昇し、耐力が著しく下

がる材料もある 。 また、布類は引裂きに対し弱いことなども含め、在来の建築材料とはかなり異な った点が

多い 。他方、少し破れて空気が漏れ出しても、落ちて くるまででにかなりの時聞がかかり、人命にかかわる

ことは少ないなど、安全側のこともある 。 しかし、風 を考 えるとおさま らない、したが ってこの建物には強

風は吹かないことにするとい った、本末転倒のことはしないでほしい 。風に対しては、気象情報の発達した

今日、急に来る 季節風には l耐えねばならないが、台風時にははずすことが可能ならば、そして硲笑に撤去す

るのであれば、何も台風に対してまで耐力を要求する必要はあるまい 。通例と異な った荷重としては、雨荷

重を考 えねばならないことである。それは、もし一部に 雨がたまり出すと、そこかたわんで、ますます雨が

集ま って池にな ってしま っか らである 。空気膜構造は、そ の特長 をうまく生かして使えば、素晴らしい可能

性を秘めている 。つま らないミスをして、 空気膜構造自体が悪いかの印象を与えることのないよう、設計者

と胤工者、 管理者に望みたい 。

6  . おわりに

編集部か らの ご希望に、大ス パンの 限界についても、 ふれてほしいとあ った。橋でも、塔でも、限界につ

いては何度も 言われ、かつ破られてきた 。 自重だけで 言えば、吊構造のスノ ぞンは、その材料を上から吊り下

げて切れる 長 さ、つまり σ ( 単位面積当たり の引張強度 )/ p  (密度 : 単位体積当たりの重量) に近いところ

まで可能で・あろう。鉄で、数km、ガラス繊維、化学繊維で"20- 50kmくらいにはなろう 。空気膜構造については

すでにのべ た。 しかし、各種の他の荷量や、施工を考えると大変で-ある 。 それ以上に、はたしてそんな大ス

パン 構造が人間に必要なのか。高層ビル競争も、 300 mあたりで止ま っているようである 。 ヒマラヤ登 山に、

雨や来い のはいやと言 って、カバーをかけ暖房する のがよいことだろうか。 この質問を、ス バン の限界につ

いて の答 えに代えたい 。

なお、大ス パン建築構造について の主な図書を挙げておく 。

文 献

1 )  Chang et al. :  "Long. Span  Bri dges :  St ate.of . l he守 Art "，AS CE， ST7， Paper 16390， J uly  1981， pp. 1145  - 1160  

2  ) 川口 術 ・シェル構造に未来はあるか， 日経アーキテクチュア ，1980.  11. 24号，No.  122， pp. 119  - 122 

3  ) 目本鋼構造協会制 ・スペース ストラクチャーの解析，鹿島出版会， 1971 

4  ) 日本鋼精進協会制 スペース ストラクチャーの設計と笑例， 鹿島出版会，1971 

5  ) 日本鋼構造協会編 ・吊椛造， コロナ社， 1975 

6  ) 概論的なものは，雑誌「 カラム J にかなり多くみられる 。

( へき こういちろう 大阪 市立大学教授 )

4 3  



回大スパン構造実例

大 ス パ ン 構 造 の 実 例 と 問 題 点
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百
はじめに

大スパン構造といっても、ここでは 2 0 0 mクラスの大空間を覆う

ものを主たる対象にして、その構造形式と笑施例を紹介せよとのこ

とである 。筆者らの知っている範閣に限られてしまい、と 1) 上げ方

が偏ってしまうことは覚悟の上でまとめてみることにする 。

数万人にも及ぶ多数の人々がさまざまな目的のために集まる場を

造り出すことは建築計画上夢のあることであろうし、天候に左右さ

れない屋根を架け、快適な環境をつくることは、技術者にと っても

挑戦に値する魅力あるテーマでーあろう 。事実、過去にさまざまな空

間をその目的に合わせて、その時代の技術i を駆使し、適切な緋造計

画を適切な材料を使 って大ス パ ン構造を笑現してきた先速の実績の

中にも、苦心の汗とともにｾｾやロマ ン の香りが感じられる 。 大スパ

ン構造に |刻する文献も迎論解析や歴史的な系諮、さらには力: 学的に

厳密な分類等も数多くみうけられるが、本稿て" ( ; j : f : 北jj 主設計者の立場ー

から、ごく簡単に材料と構造形式の流れを概観し、いくつかの笑例

を紹介する 。

大ス パ ン構造によらず、使用する材料の特性を十分把握して、そ

の長所を生かし、短所をカバーすることは椛造計画の基本であるが、

とりわけ大スノ マン構造の笑現にと ってそれがいかに大切であるかを

過去の作品は教えてくれる 。

石やレンガを積み上げて圧* ' 1ft を主としてカを伝えるアーチは、ボ

ールト、ドームの構造形式に発展し、コンクリートは、鉄により補

強されて 11jl げ材としても可能性が見出されると、造形上の自由度と

相ま っていわゆるシェル緋造を次々と笑現してきた 。圧縮力に強い

コンクリートの特性を生かせば薄くて軽快な大スノ マン 構造も可能で

あることを如実に示している 。 さらに強度に比べて質量; の重いコン

クリートも、適切にリブをつけることによ って軽量化が図れ、少な

い材料て、さらに可能性が拡がることも教えている 。 また近年にな っ

て現場打ちのコンクリートでは現場の作業量も増えるし、工期もか

かるという問題もプレキャストコ ンクリートによ って、予め工場内

で良質のコンクリートを打設し、それを現場に搬入して組み立てる

ことにより、社会の要請にこたえてきた 。

人$nが道具の材料として欽を使用しはじめたのは、紀元前にさか

のぼるとしても、鋳鉄や鍛鉄のH寺代を経て、 19世紀中葉に( i ' ( i i 立した

いわゆる近代製鋼技術は、安定した尽: 質の鋼を構造材料として、次

( う ち だ な 布 き 株式会社 日 叫，， 1川 本 州制¥¥
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4.4  建築と社会/ 1982年 8 月号

々と近代建築を お主り替えてきた 。他の材料に比べて、安定して均ー

な品質が得られることはもとより、単位面税当たりの強度が大きく、

似性に富む鋼の特性は、超高層建築や大スノ マン建築に今後ともさら

に可能性をもっ材料といえよう 。鋼材を 三次元的な立体トラスとし

て大スノ f ン構造を計画する場合、各部材 キ1: 1互の核合は放も立を用い

るべき問題のひとつであると思われる 。幾何学的なおさまりはもち

ろんのこと、十分信頼するに足る施工方法を採用し、さらには、そ

の強度や変形についても、各部材と同様に、& それ以上の細心の在

意を払う必要がある 。強度が強いがために生ずる座屈の問題も、各

個材に生ずる桟々の座屈現象から、全体の不安定の問題も鋼構造の

設計には、大きな問題を占める 。

さらに高強度の鋼材を用いて吊構造にまでその可能性を拡げてゆ

くと、繰返し荷重による疲労の問題や 、熱応力 の問題、耐火 ・riuJ 食

の問題について建物完成後のriu.J 周年ｼ恨やｾ， ｉ￉ 持管理の方法まで含めて

十分検討すべきであろう 。

また、放近: ( i ' しく脚光を浴びている笠気膜椛造に用いられる 11英材

料についても、いわゆる透光性が期待できることから自然採光が可

能てあり、省エネ指向の社会的な要請にも応えられる可能性がある

と思われる 。 しかし国内では恒久建築物としての笑紋はなく、耐久

性、耐火性等多数の人々を安全にカバーする空間にふさわしい材料

とすべ〈、今後十分研究が必要であり、またそれに値する材料であ

ろう 。

また大ス パ ン建築の設計百十固に当た って、手!i 重や外力を適切に設

定することもきわめて重要な問題て引ある 。通常の事務所建築等と追

って、経験的にも学問的にも設計に供される十分な資料がない場合

には、実験や解析により新たな問題を解明しつつ、工学的判断を下

すことも必要になろう 。地盤の問題にしても支持条件が上部構造に

与える: ; f 3 . 響がきわめて大きくなる場合も々えられる 。

風荷重にしても ，'t{>的な風力係数のみならず、動的な安定問題にま

で検討の範囲を広げる必要もあろうし、要すれば、適切な実験や ilJl J

定を行うことも考えられる 。

雪荷量についてはとりわけ自重の少ない構造物の場合ほど厳密に

評価すべきである 。融雪装置等に依存する場合は、その維持管理や

緊急時に作動可能な万全の体制をとる必繋があろう 。近年の雪害に

よる災難は大ス パ ン構造にと っては、その重姿性に対して主主鐙を lぬ

らしていると受けとめるべきであろう 。

その他、混度応力が問題になる場合は、それに対する変形にどの

ように対応してゆくのか仕上材も含めて検討しておく必要があろう 。

荷重や外力を通t J J に設定すると同時に、構造物をどのようにモデ

ル化するかはそれ以上に大切なことである 。得られる結果を仮定し



た条件を勘案して工学的に判断することは、いわゆる構造設計の点

随ともいえようし、豊富な知識と経験を喜きする 。角平析方法について

も、ことさら計z

1勿算? : であつても十分知悉している j万7法によつて見方を変えた検討も必

要であろう 。

また大スパン構造の構造設計に当たっては建方中の応力や変形が

音II.H 断 l耐の設計にまで彬響を与えることがある 。 したがって構造設

計の段階で* も合理的な建方工法を設定し、工期や工11 { のスタテ渦イ

に当た ってはそれらを総合して十分検討しておく必要がある 。

さらに大スパン構造の計画では椛造体の空間構成が建築物 ・内外

景観を大きく支配するため、構造設計者の責務は重大であるが、処

築計画や設備計画と合わせて、バランスのよい建物を追求すべきで

ある 。

なお、引き続き 2 裁では構造形式ごとにその特徴や計画上の要点

を列挙したものであるが、その桃造形式の分知は 、必ずしも厳密に

力学的に経理したものではない。

3i 立は筆者らの直接調査したものを中心に、既往の大スパン構造

物の笑例を、ドームを中心としていくつかとり上げて紹介したもの

である 。 もとより内容に精粗があり、前にも述べたように見方によ

っては紹介すべきものを落としていることもあるかもしれない。

本稿をまとめるにあたり、闘係各位のご協力をいただいた。 ここ

に謝意を表する 。

2  構造形式の概要

鉄 骨 構 造

鉄骨を用いた架構は一般的には 1 方向にそ の桁重を支持するが、

大スパンを支持するには 2 方向に支持する板、またはシェルの与え

}j を用いて架構を形成する万法が用いられる 。 また部材は、そのA

2 を低減し、かつ岡I j 性を確保するために、鋼管、型鋼等を用いてト

ラス構造としたものが多い。本文では、 200m -I'!EJ交のスパンを往築

物として実現させうるひとつの緋造形式として鉄骨トラスドームの

概要を紹介する 。 この構造形式は園内 ・外で多くの笑紛があり、現

段階においては最も一般的なものといえよう 。

ドームにおける自重による応力は主として三次元的な秘l力抵抗に

よって下部の支点へ均等に伝達される 。この下部の支点では 、 ドー

ムの形状にもよるが、半径方向に拡がる力が作用し、この力による

変形を拘束しなければドームの安定は図れない。

欽竹トラスでドームを椛成するには、音11材 ( 弦材 ・斜材 ) の集ま

って くる ｴ￬￭ Ｇｪ ＮＧａｾ を単純化し、カの流れに不述統を生じさせない設計が

婆求される。そのため 、屋似I l ll の鉄骨の組み方( グリ y ド・バター

ン) には多くの方法が提案され、笑|僚に施工されている 。代表的な

ものを紹介すると 図ー 1 のような幾何学的挟様の平面形状にな って

いる 。 また節点の接合方法も溶接接合、ボルト接合などがあり、ト

ラスの形状、建方計画等を考慮して最も適した接合方法が採用され

ねばならない。

鉄骨ドームは 、構造材料として信頼のおける鉄骨を用いているこ

とにより、重量に比べて必度が大きいので経社化が図れ、かつ均ー

な椛造物を構成することが可能である 。 また、局音11的な吊荷重や IJf. J

u 苦11に対しても部分的な補強を行うことにより対処でき、計画上の

融通性は多い構造体といえる 。

室内環演としては 、ドーム頂部にモニターを設けることにより白

然換気を行うことができ、また、関口部を設けることにより自然保

光も可能である 。 また、昼線材料、断熱材の選定によっては空調の

負荷を低減することも可能でi あり、設計においては総合的な判断で

計画を進める必要がある 。

コンクリート構造

コンクリートて・大スパン構造を計画する場合、材料のもつ特性を

十分に配慮する必要がある 。 このことはコンクリートに限 ったもの

ではないが、とくに大スパン建築物の場合にはその材料のもつ欠点

をいかに補うかが構造計岡上の重要な要素となる 。

コンクリートは任意の形に 造形でき、圧縮強度が大きく、不燃性

で、かつ入手が容易であるという長所をもっている反面、引渡強度

が小さく、硬化 ・乾燥による収縮されつを生じ、またクリープによ

る変形の進行という短所がある 。 したがってコンクリートを大スパ

ン構造に 利用する場合には、自主による応力をほとんど圧縮力にて

下部構造へ伝達するドーム( アーチ) 形式、またはプレストレストを

用いることによって材料のもつ短所を補う方法が考えられる。 200

m 桂 l支の笑| 努の建築物としてはキングドーム( アメリカ ) にその例

を見出すことができ、本文ではドーム形式についてその概略を述べ

ることにする 。

コンクリートドームは構造体に不連続性がなく一体として形成さ

れるため、カは下音11構造へ無理なく伝達される 。その力学的な特徴

として、自重による応力は圧縮カとして伝達されるもので、 ドーム

下部の周辺部では、その j形状にもよるが、円周方向への応力が発生

する 。 ドーム単体で構造的に安定した状態とするにはドーム下部の

周辺部で引娠リングを設けなければならず、また瓜古11に関口音11 を設

ける場合には圧縮リングも必姿となる( 図 - 2 )。 ドームに重量物を

吊ったり設置する場合には、コンクリートの面外剛性が非常に大き

いため、局音11的な応力に対して処理をすればよい 。構造体としては

安定した形状を作りやすいが、 ドーム自体の重量が大きくなり下部

構造への負飽が噌加し、また 13所のコンクリート打設に伴う施工技

図- 2 コンクリート繕造
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術的な問題を十分考慮しなければならない。

室内環境としては、頂音11モニターを設世することにより自然換気

が可能でhあり、また排煙も容易である 。屋似に断熱材を併用すれば

熱貰流負荷も小さくすることができ、空調経ｾも小さくすることが

可能である 。 しかし、ドームという形状によ って音響上エコーが発

生しやすく、屋根内面の吸音性能を高める必要がある 。

大規模なコンクリートドームは外国にその例をわずかに見出せる

程度であるが、プレキャストコンクリートによる工業化工法などの

桜極的な利用により、他の構造材料を用いた大ス パン構造と同様の

工期、工費、施工の簡略化を図れば、その笑現は今後とも残されて

いるものと考えられる 。

吊構造

吊構造は吊り橋のように吊り材を用いて屋似または床を吊り下げ

るもので、吊り材の引張力を媒介にして荷量を主として水平方向に

流し境界構造に伝えている 。

建築物に用いられる吊構造の形式は、懸垂ケーフソレ形式、斜張橋

形式、スポーク形式に大別され、いずれの形式においても、強度が

高〈柔軟性に富むケーフ' ルの材判l方向の引張力を応用した構造であ

る。図 - 3 に各形式を示すが、ケーフソレの配置方法がその建物の形

態を特徴づけ 、長大スパンの場合内部空間1の高さを確保するには支

柱を高くしなければならない。

懸垂ケーブル形式

万 ｾノＯＮ

斜張橋形式

スポーク形式

図- 3 吊構造の形式

構造計画上留意しなければならない点として、吊り材の面外岡11性

が小さいため局部的な吊荷重に対応しにくく、風による吹き上げ、

振動、繰返し荷重による疲労に対しても仕上材も含め十分な検討を

しておく必要がある 。 またケーフツレ材には大きな引張力が作用して

おり、その力を計画通りの数値に施工し、かつ地銀面まで伝達させ

るためには、支柱やアンカ一部のカの処理方法についても確実な手

法を用いなければならない。

吊構造による屋根面の重量は、用いる仕上材にもよるとしても、

一般的には軽量であるが、ケーブル材に生じる引張力の処理のため、

下部構造が過大になる傾向があり、建築計画上の配慮がとくに必要

であろう 。

空 気 膜 構 造

空気膜構造は膜構造の一種で、街閉した朕の内部の空気l寺を外気

圧より高めてその形状を保持させる方法であり、高圧チューブ形式、

2 霊膜形式、 1 重膜形式の 3 つの種世nがある( 図ー 4 ) 。内部の空気

圧を高め、その状態を維持しなければそ の形状が崩れ るため、空気

を逃がさない膜材料、出入口等の|羽口苦11の気密化が要求され、建築
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図 - 4 空気膜構造の形式

物として利用されだした のは近年である 。

高圧チューブ形式

y， 

2 重膜形式

1 重膜形式

空気膜 精進 の Ｓ 種ｾＨ のうち、 200m程度の大ス パンを 覆 う形式と

しては 1 重膜形式に多くの実績を見出すことができ、本文ではこの

形式についての概略を述べ ることとする 。

1 重膜形式における内部の空気圧は、その規模、形状によ って差

呉はあるが、常時はほぼ水E点差 1 - 3  cmて“ ある 。 この空気圧によっ

て朕材は引張力を生じ、膜面に補強ケープールを自己誼する場合が多い。

"英国に生じた引恨カは11英材の周辺音11へと伝達され、さらに下部榔造

へ伝達されるが、 Ｑ 霊Ａ民形式の空気膜構造の平而 ｊ ｦ ｾ 状が円形、桁円

形もしくは多角形をしており 、朕商と下部構造の接点には圧制fl リン

グを設ける場合が多い 。なお形態上はかなりの自由 j支が考えられる

が、耐 ｊ ｩｊｩｾ設計上適切なライズが決定されよう 。 朕材料としてはガラ

ス繊維をテフロン等でコーテイングしたものを用いたものが多〈、

軽量化が可能でレ下部椛造への ［ｪｩ ｾ 轡も少なく、かつ工業生産による品

質の安定も期待できる 。 しかし、膜材料の耐久性、耐火性には改善

されるべき点が残 って おり、今後の研究 ・開発の課題であろう 。屋

似而の工法としては、補強ケーブルを懸垂し、膜材料を l!f i りつけ、

その後内部の空気圧を高めて所定の形状に安定させる方法を用いて

おり、足場、 H，j 重機等の規肢を 小 さくすることが可能で町、工期の短

縮も含めて経済性に結びつくものと思われる 。

構造計画上の問題点としては、屋根面の剛性が小さいため、重品

物を屋恨而から吊るすには制約があり 、また風荷重、 J17桁重に対す

る十分な検討をしなければならないる

室内環境の面については、屋根而に関口を設けることができず自

然換気が不可能であり、また、屋根面の断熱性能が劣るために絶え

ず空調を行う必要がある 。 しかしながら照明計画上は朕材の透光率

を利用することにより、他の材料と違った空間が得られる 。

空気膜 ｾｪｙｩ 造はその歴史が他の構造に比べて浅く、耐久性にｼ期する

問題のほか、圏内においては法的に耐火性能が認められた股材が開発

されていないこともあって、仮設構造物にその例を見出す碓皮であ

る。 しかし、朕材の研究、 Ijf. 1発によっては、今後の発展の余地は大

いにあるものと考えられる 。

3 実施例

以下数頁にわたって、それぞれの笑施例を示す。



鉄骨造・ 1

アストロドーム

建設地

アメリカ ( テキサス州、| ヒューストン )

規模

外径215m 最高音[1高6 5 m !I! 干高37. 7m

概要

野球 ・アメリカンフ γ トポール ・集会 ・ボクシ ング ・ロディオなど

多目的用途に計画されたドームの原点で、収谷人数は最大66 ，000人

である 。昼桜形式は 12本の政射状リブを有した 6 リンクラメラドー

ムで、 ードームを支持する下部の柱は鉄骨造で72本ある 。鋼材量は、

9 ，000 に そ の う ち 屋 根 部 分 に 2 ，890 t を用いている 。波射状リプの

弦材には日形鋼、料材には 山形鋼を用い、建方は 37基の建方用タワ

ーを訟けて行った 。屋根市のi J ，U変変化による 伸縮に対応す る方法と

して、半径方向にピンとなる音11材を下音I1柱頭部に設けている 。屋線

材料は金属板と合成樹脂材を併用し 、部分的に自然採光を採り入れ

ている 。着工は 1962年 6 月、竣工は 1965年 4 月で、工期は 2 年 11 ヵ

月である 。

鉄骨造・ 2

スーノ マードーム

建設地

アメリカ( ルイジアナ州 ニューオルリ ンズ)

規模

外径210 m 最高音I1高82 .3 m 軒高48 .3 6 m

概 要

大スパン槍造実例

アスト ロドームと同ーの構造形式で、 12本の放射状リブを有した 6

リングラメラドームである 。下部柱は 96本で、屋根面の温度変化に

対応する方法もアストロドームと同様、ピン支持部材を用いている 。

屋板材は金属板を用いている

ため、照明はすべて人工光と

なって いる 。最大収容人員は

約95 ，400人であるが、観覧席

の一部は催し物によって収納

する機構を有している 。約 l

{窓 6 ，000万ドルを費やし、工

期 4 年 で1975年 8 月に竣工し

た。

鉄骨造・ 3

シビ ックア リーナ

昔、.
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建設地

アメリカ ( ぺンシルパニア州、| ピ ッツパーグ)

規模

外径127. 2 m 最高音11高43. 6m

概要

オペラホールとして計画されたドームであり、野外劇のために屋桜

に開閉装置がついているほか、大胆可動燐 f? を持っている 。現花は

笑際に |井l防lするのは年 lこ数日位1St ーである 。高さ 10. 4mの位置に引娠

リンクーがあり、ライズ33. 2mのドームは平 l白.的に 8 つのリーフに分

割されている 。 そのうち 2 枚は国定され、 6 枚は l京音11 を 2 つのピン

で片持梁により支持されていて、下音11の. LII 輪でIJ 月間できる 。室内競

技やホ ッケーにも供される、開閉装置を備えた珍しい例である 。

鉄骨造・ 4

スプリ ッ ト競技場

建設地

ユーゴスラビア ( スプリ ッ 卜)

規模

長辺235m 最高昔日高39m

概 要

競技場の観覧席を覆うために建設された 三 日月形をした立体トラス

の大屋俄である 。屋根トラスの基本グリ ッ ドは 3X 3 mで、丈は 2. 3

mである 。競技場全体を大屋似で抜わず、トラ ック音11分は外部空間

となるため 、耐風設計においては I!rtU同笑験によ って風荷重を検討し、

かつ風速 50m/ s に対しても安全でl あることを確認している 。鉄 骨

トラスはメロ社のシステムトラスを! 日いており、鋼材量は45 .7kg/

目l ' である 。竣工は 1979年 9 月である 。

F  
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鉄骨造・ 5

インディアナ室 内スポーツ 競技場

建設地

アメリカ ( ルイジアナ1+1 インディアナポリス )

規模

直径118 .2 m 松高部高53 .6 m 軒高36. 901

概 要

都市中心者11に縫っ多目的ホールで、観客席は最大 18 ，0001前のえI i . 般を

有し、市場通りをまたいで建設されている 。 建物の ＱＱ 町 ｴ｜ｾ は円形ラン

プウェイを有する立体駐 E巨坊で、 1，400 台の駐車が可能て4 ある 。基

礎は pct t 打地業で、崖似は欽骨立体トラス構造とな っている 。

1974年 9 月に竣工した 。

鉄骨造・ 6

英国博発見館

建設地

イギリス

規模

テンションリング直f歪104m

最高部高27m

概要

外周脅11の支柱およびテンシ

ョンリングは鋼鉄製で、屋

tl { 面のドーム音11はアルミ合

金製である 。応力解析は不

11予定次数が 300 以上となり、

数極の何重に対して紛小娘

31 を用いて検討を行 った。

竣工は 1951年てある 。

鉄骨造・ 7

/ /一一一一一------------

J m八N ¥八 付州

真駒内屋内スケート競技場

建設地

日本 ( 北海道 ・ヰL帆 )

規模

直径103m 枇高苦 ＱＱｾＧｨＳＲ m 

概要

札帆冬季オリンピ ック施設のひとつとして建設され、鋭客席は 12 ，000

1市の規棋である 。屋械は三角網自の立体構造とした欽背・シェルとし、

外端円周音11に48- 4 ; : の柱を等間隔に配置して、その1;:1重を下古11へ伝え

ている 。崖似の支点音11は温度

変化、村i古桁重による変位を

半径方向にすべる支 /jk を設け

て、変位拘束による応力の発

生を| 坊 止 している 。 なお、寒

冷 ｊ 也のため、 ， ｗＧ Ｍ ＧｾＧＱｾｦ 霊は長 ｊｙｉ

荷重として 420 kg/ m'  ( 等分

布 ) 、および 500 kg/ m'  (偏

荷重 ) を与慮、している 。



鉄骨造・ 8

' 70お祭 り広場大屋根

建設地

日本 ( 大阪府 l次回市 )

規模

291. 6mX 10 8 m 高さ 37 .701

概 要

大屋根は 75 .6 mX 108mに配置された 6 本の柱で支持された立体ト

ラスで、 10 .801 X 1 0 .8 mの正方形グリ ッ ドを上 ・下弦商とし、トラ

ス成を 7 ，637 ｭ にしている 。 弦材 ・ ｾＧｦ材は鋼管 Ｈ 径 ＳＰＰｭｭ 、 ＵＰＰｭｭ Ｉ

を用い、高強度大径ボルトを仕込んだ鋳鋼製中空ジョイントによ っ

て立体トラスに組み立てている 。建万は吊上げ方式のリフトア ップ

工法が用いられた 。屋似材はポリエステルフィルムを上下層に用い

た二重膜とし、内音11の空気圧 ( 常時は水位 5 cm、台風H寺は水柱10cm)

を高め、形状を保持させている 。なお、この大屋根は万国博覧会終

了後も利用されていたが、数年前に撤去された 。

主事事t = - r  7 5. 600 J  

鉄骨造・ 9

秋田 県営スケ ー ト場

建設地

日本 ( 秋田市 )

規模

15 6 m X 8 6 m 最高官11高21 .001

概 要

スケートリンクの形状にあわせて小判形の平而形をし、屋線は 三角

網自の立体緋造とした鉄骨シェルで支持している 。 多雪地域に，建設

されるため、結3 ・桁重として長期 100 kg/ rn' を与慮し、また I也i長時

や l吹きだまりに対しても検討を行 っている 。

コンクリート造・ 1

キン グ ドーム

建設地

アメリカ ( ワシントン州シアト j レ)

規模

外径219 . 5m 最高音11高76 .2 m !Iif 高40 .7 m

概 要

大スパン構造実例

野球 ・アメリカンフ ッ トボール ・バスケ ッ ト・テニ ス ・オーディト

リアム等、多目的用途に計画されたドームで、屋板は場所打コ ンク

リート造である 。屋根は40本のリブ ( 幅61cm、高さ 183cm) に板厚

12cmの鉄筋コンク

リート屋恨板が取

り付いており、下

部位は屋恨のリブ

と同数 ( 40本) 設

けている 。テンシ

ヨンリ ングはポス

トテンショ ンによ

るP C梁とな って

いる 。本建家に用

いられたコンクリ

ートは約40 ，000m'

で、工期3年4 ヵ月

を費やして、 1976

年 3 月竣工した 。

吊構造・ 1

ミュンへンオリ ンピックスタジアム

建設地

西ドイツ ( ミュンへン )

規模

75 ，000111'  

高 さ 主 柱 約8 0 m

概 要

ミュンへンオリンピックの主要施設となった、いわゆるテント屋根

の大空間である。スタジアムやプール等を複ってい る。12本のマス

トからテントを吊ったいわゆ るザイ ルネ ッ ト方式で、 75 ，000m'の大

規模な空間を、魅力ある シルエ ッ トでカバーしている。
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吊構造・ 2

国立屋内総合競技場

建設地

日本 ( 東京 )

規模

楕 円形126 m X 120 m 高 さ 主柱 4 0 m 屋根22 m

概要

東京オ リンピ ックの競泳会場とな った建物で、 2 本の主柱聞にメイ

ンケーブル ( 長さ 280 m 、外径33cm) を 2 本懸け、そのメインケー

ブルと競技場スタンドの外周聞には鉄骨で作られた吊り材を設けて

屋恨面の剛性を高めている 。 メインロープの端部はアンカーブロ ッ

クを設けて、その張カによる浮き上がりに抵抗させるとともに、ア

ンカーブ ロック間にはつなぎ梁を設けて、水平移動の防止を行 って

いる 。

吊構造・ 3

プロスペクトル・ミーラ室内総合スタジアム

建設地

ソビエト ( モスクワ )

規模

椅円形224 mX 183 m 抜高音11高33 .3 m

概要

モスクワ ・オリンピ ックの中心会場として建設されたもので、観客

席は45 ，000席 である 。屋根はスリ鉢型の吊トラス構造で、 2 0 mピッ

チに設けられた柱の上部には圧縮リング ( 5  m X  1. 7 5 m鋼製箱型断

5 0  

1mで、内部にコンクリートを充填 ) を配している 。使用鋼材量は 75

kg/ m' で、 1980年 3 月に竣工している 。 なおオ リンピ ック施設とし

て他に建設された吊情造としては 室内競泳場 ( 桁円形 12 6 X 104 m ) 、

室内自中三車競技場 ( 怖円形 168 X  13 8 m ) がある 。

空気膜構造・ 1

ポンティア ック・シルバード ーム

建設地

アメリカ ( ミシガン州ポンティア γ ク)

規模

2 2 0 m X 16 8 m 床面より屋桜面までの高さ 61 .601 

概要

空気膜構造としては世界故大級のもので、観客席は 80 ，500席を有し、 l  

フ ッ トボール専用球技場として計画されているが、見本市等のショ

ーにも使用されている 。尉艮は対角線方向におのおの 9 本のケーブ |  

ル ( 直径 3 インチ ) を帰り 、その聞をテフロン被覆されたガラス繊

維の布で 覆 って いる 。屋中良材とし て用いているこの布は半透明 ( 透

過率10% 前後 ) であるため、天井面全体が拡散光となり 、昼間 、場

内は l明るいが 、光の ivl 出のために補助! 照明を用いている 。屋恨T自の

ライズは 15 .24 01 で、その

形態を 保持するのに 外部と

の笠気圧の差を水柱25mm前

EI 後に {来ってお り、 常 JI寺2 台

塁| の送風機を稼動させ、 Jj j(技

時には換気も含めて送風機

を29台稼動させている 。竣

工は 1976年 で、工期は 23 ヵ

月である 。



空気膜構造・ 2

ユニ・ドーム

建設地

アメリカ( アイオア州シーダー)

規 模

129 m X 1 2 9 m 

面より屋根面までの高さ 3 8 . 1 m

概 要

フ ッ トポール ・集会等、多目的に利用す

るのに建設されたもので、観存! 市は 12 ，0001市である 。屋般は対角線

万向におのおの 6 本のケープルを帰り 、その聞をテフロン被裂され

たガラス繊維の布て。覆っているのは 、シルバー ・ドームと同じであ

る。なお、朕函の一部を二重とし、融雪を行っている 。竣工は 1976

年である 。

空気膜精造・ 3

キャリア・ドーム

建設地

アメリカ Ｈ ニューヨーク ｾｈ シラキュース Ｉ

規 模

18 3 mX 15 5 m 床面より屋根 1mまでの日さ 5 0 m 

概 要

体育館として建設されたもので、鋭符防は 50 ，000席である 。屋般国

は対角線方向におのおの 7 ノドのケーブル ( 直径72mm) を帰り、その

問を、テフロン被覆されたガラス繊維の布で覆っている 。外周音1¥の

圧紡リンクを支持

する柱 ( 高さ 18. 3

m) は、 2 .4 m X  

0. 9 mσ 〉ダフソレ T

を 2 つあわせたボ

ックス型とな った

プレキャスト ・プ

レストレス ・コン

クリート造である 。

竣工は 1980年 9 月

で、工期は 17 ヵ月

である 。

空気膜構造・ 4

ハンフリー ・メトロドーム

建設地

アメリカ ( ミネソタ州、|ミネアポリス )

規 模

2 1 5 m X 178 m 床面より屋似国までの高さ 5 6 . 7 m 

概 要

1982年 7 月竣工した、最新の大J ; . Q 棋な空気膜構造で、 'l!fBj( . フ ッ ト

ボール等 、多目的に利用されている 。出似は外角線方向におのおの

9 4 : のケーブルを濃り、その 問を、テ フロン被覆されたガラス繊維

の布で液 っている。建設地が市総J交のため、日虫雪装置を取り付けて

いるが、建設途中の 1981年 11 月、 '}.iiii はずれの大雪のために融雪装

大スパン事構造実例

!!m 

""，. . . . . . -

置の作動がて' きず、屋根材の布が破損し、その苦1¥分より内部の空気

が逃げ、屋般商が降下する よJ>': 故があったが、復旧は 1 週間程度で完

了した 。

空気膜構造・ 5

' 70万国博覧会アメリカ政府館

建設地

日本 ( 大阪府吹田市 )

規 模

1 4 2 m X 8 3 .5 m 床面より屋般面までの高さ 18 m 

概 要

屋根は楕円形の形状て¥周囲のコンプレ ッションリグは鉄筋コンク

リート迭で築堤上に設置されている 。万国博覧会の終了後は撤去さ

れたが 、建設に |捺し ては風雨l実験を行っている。 lli H.艮面は 32本のケ

ーフル( 直後3 8 - 5 6 mm) が桁円の長軌に対し 30. の角度で交互して

安坐のグリ γ ドを構成し、その! HIを、塩化ビニールコーテイングさ

れたガラス繊維布で覆っている 。内気圧は常時、水柱27mmに保ち、

新雪時などの非常

H寺には7) <. ，f. 宝を 6 5 -

100 mm に上昇させ

るものとした 。な

お、撤去時には火

災実験を行い、煙

の流動状況、朕イ本

の燃焼状況の観 il1l J

を行っている 。

E

由

ド

巴旦旦

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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回大スパン構造への提案

膜 構 造 の 夜 明 け

久 徳 敏 治

はじめに

!j 射去の燐造設計理論の進展もさることながら、構造物の形態ある

いは内容の特呉性への対応という面から、構造設計技術の向上に寄

与した事例も少なくない。たとえば、昭和40年代前半の超高層建築

ブームがあり、後半の石油ショ ックに端を発する原子炉建屋の; 附設

に伴う構造安全性の論議などが該当する 。これらは、当時として特

殊な設計手法が求められ、その理論構成によ って梢造設計技術に新

しい展開 をうながすとともに、たび重なる辺警の経験も手つだって

H下今の新耐長設計法へと歩んできた 。

この延長線上とは多少おもむきを異にするが、新しい形態の桃造

物として脚光をあびよ うとしているのが、時代の要請をせおった

空間構造、とくに膜椛造の登場である 。

膜 構 造 と は

朕構造は、伝統ある鉄骨系トラス屋般に代えて、膜材とケーブル

で屋般を構築するもので、従来の建築の一般的概念を超えた大空間

架椛を梢成する椛造て酔ある 。 この朕構造は大別すると、膜を膨らま

せて大屋般を保持する空気朕形式と、 ケーブルなどの11 を架け波し

それに朕材を取りつける吊屋線形式の二種類となる 。

前者、エアーサポート桃ー造は野球場、バスケ ッ ト・フッ トボール

場、スケート場などスパンが70mを超える大空間のスポーツ施設に

適した構造をさす。この構造は屋恨商にケーフソレをもち網状に張り

j度し、その升目部分に膜材を四周固定させながら娠りめぐらす構造

をいう 。わが国では気候条件や施工後の構造物としての性能を与え

て、この膜を二重にしており、膜! 日j に空気を入れることによ って効

果的な断熱、遮音をはか つている 。屋般国に膜材を恨り終わった段

階で室内に空気を送入し、室内空気圧を大気圧より 0. 25%ほど高め

膨らませる。この場合の気圧差は建物の l 階と 71滑ほどの気圧差に

相当し、日常の室内環境とは何 ら変わらない。また後者、サス ペン

ション構造はスパンが70m以下の競技施設やショ ッピングプラザあ

るいは各種貯蔵施設など大きな関白書11 をもっオープンな空間に適し

た構造をさす。傘のように骨をつくり、それに膜材を張るもので、

骨に相当する材料には鉄骨、鉄筋コンクリートあるいはケーブルを

利用する 。形態は自在性に I詰み、また軽量なことを活かして経済的

でユニークなデザインの空間を創造する 。

以上、この極構造物はすでに欧米で多用されており、とくにアメ

写真一 1 メトロドーム ( ミネアポリス、量大直径227. 2 m)  

5 2  - i l l 築と社会 1982年 8 !1サ

リカにおいては大脱棋な さを気股恒久桃造物として 10件以上の設計、

施工の実紛がある 。過去10年来の盟かな経験と一作ごとの改良努力

の結来、現在では 200 m以上の大空間構造も可能となり、さらに大

スパンへの挑戦の可能性を示している 。写真一 1 はその一例として、

最近ミネアポリスに竣工したメトロドーム、最大スノマン 227. 2 mの

空気膜構造スタジアムを示す。

膜 構 造 の 特 色

強い素材と地域を選ばない構造 l朕材料は 3 ミクロンのグラス

ファイパーを織布し、テフロンでコーテイングしている 。 したがっ

て引リ長崎さは 1臨 1 cm当たり約 150 kgて幅十周年数もきわめて長〈、少

なく見積もっても 20年以上は保証される 。 また化学的には不活性て¥

かつ700- 800. Cの高温に耐える不燃性と耐水性を兼ね備え、その上

材料自体にセルフクリーニング作用があるため大規模なメンテナン

スは要しない。 また構造として多勺地域では二重膜のなかにホ ッ ト

エアを過すことによ って、きわめて効果的な融雪と暖房を行うこと

ができ、高出地域でも二重脱のエアスペースによって断熱効呆が期

待でき、建設地として寒冷地、酷衿地を選は‘ ない椛造といえる 。

屋根コストの激減とイニシアルコストの低減 朕材がそのまま

仕上村になるため、屋恨の建設コストが低 ｊｾ ｔｴとなり、屋服部分のみ

についていえば従来の鉄骨系トラス昼出に比較して大空間桃造では

約5 0 %近い削減が期待て、きる 。 その上、朕構造の屋根の重量は鉄骨

系トラス度中艮にくらべて 1 / 10から 1 / 30 と軽いため、 I也業を含め

た! l ! 量休工事授が経滅され、イニシアルコストの低減がはかられる 。

施エエ期の短縮 前述のように 1朕英財中材オて

干骨 ｩ 系トラス屋様に比絞して ｊ彩約担匂ｾ 1  / 3却Oと経f韮;2E;t; でで、あること、 しかも膜材

は工場で裁断、経 j移したあとロール状にして搬入することにより、

現地での施工はきわめて簡単、敏速である 。 またケーブルを足場代

わりに利用することにより、大がかりな仮設足場が不必要で、その

上屋内作業の併行も考え令わせれば、従来工法に比べて全工 ｊｾｉ で約

3 ヵ月経J3 t の短縮がlUI 待できる 。

明るい開放的空間の確保 朕材は仕様によって幅があるが、 4

- 16% の透光性能をもち、冬期ても HII 天H寺1000ルクス以上、雨天H寺

500 ルクスの明るさが碓保できる 。 したがって照明のための屯カが

節減できるだけでなく、人工! 照明にくらべて柔和な圧迫感のない l刻

版的な空間が得られ、また室内で他生も可能となる 。

ランニングコストの低減 二塁肢を採用する ことによ って膜間

のエアスペースが断熱作用をもち、 このスペースにホットエアを通

して融雪と同時に暖房効果を高めることができ、さらに膜を多層に

したり、二重朕問に透光性の優れた断熱材を入れることによ って、

その ｾＩｊ 呆を高めることができる 。 また暑い季節や地域でも脱材が山

透明で昼間の照明が不安のため、屯灯の発熱がなく冷房負ィ( f i fが少な

く、ヂfエネ建築のひとつといえる 。

膜 構 造 の 留 意 点

雄物全体がひとつのシステムを構成するため 、その設計 ・地工プ

ロセスも建築設計、構造設計、設備設計、製作施工の 4 つのサブシ



ステムに支えられた有機的設計統一体を必要とする 。 このうち、と

くに構造設計に焦点をしぼって、エアサポート構造について考えて

みる 。

形状決定の重要性 エアサポート構造の場合、技術面ならびに

コスト面から、自由に曲面を設定することは困難な場合が多い。 ま

た柔らかい屋根構成をしているために、カが作用すると形状が比較

的敏感に変化するという独特の性 J貨をも って いる 。 このことは屋根

が峰〈、変形に対する追| 極性のよいという点で地震に対してはほと

んど考慮する必要がないが、風に対する配慮、が重要で、カの釣り合

い上も っ とも安定した状態に屋板を構成するという形状決定が重要

なポイントとなる 。 これに対して、 図一 1 に示すようにドーム部分

のスパン ( L) とライズ ( H) の比を 0 .2 以下とすることによ って、

風によるカを常に外向き、すなわちケーブルに常に引張力が働くよ

うな形状にする ことが安定上重要であり、さらに暴風時には内圧を

高めることによって、膜部分に発生するフラ ッタリング現象 ( バタ

ツキ ) を 防止する対応が必要となる 。

風 「 一 〉

¥μ 叫 ぶ4 叫 、 よ
H  

い 一一一- l I  

図ー 1 屋根菌の風圧分布

幾何学的非線形問題に対する配慮 膜材やケーブルネ ッ トその

ものは剛性が小さいが、常時は内部空気圧によって見かけよの剛性

を保持し、形状を確保している。そのために、常時はもちろんのこ

と、積雪H寺や暴風H寺においては桜材やケーブルネ ッ トは大変形が予

想され、変形解析は微少変形理論では追跡できない 。 また大変形を

起こした後 、再び釣り合い状態に復元するという条件で形状が保持

されている。このため 、いわ ゆる幾何学的非線形解析による検討が

求められ、この場合、膜とケーブルネ ッ トの相互作用も十分勘案し

た慎重な検討が必要となる 。

ケーブル配置と圧縮リングの経済性 ケーブルは常に引張力が

作用するように形状決定がなされている 。ケーブルの反カは周辺の

圧縮リングで分担され、このリンクに発生する応力状態はケーブル

配置によ って左右される 。 したがってケーブル配置計画はリングに

発生する応力が最小になるよう、また不 iWJ の二次応力をできるだけ

抑止するように適切な検討が求められる 。

理 論 の 実 構 造 物 へ の 展 開

この極織造形式の恒久構造物はわが国では目新しい構造物といえ

る。 したが って、わが国の気候風土に適した技術の開発には 地道な

研究や一歩一歩の経験の積み重ねの必要性が痛感される 。 これらに

対応すべ〈、昨年来この極構造物の構造システム、耐風、材料、設

備ならびに防災の各守備範囲で有識研究者の参加のもとに研究会を

もち、鋭意研究に努力し有意義な成果をあげつつある 。 また研究と

併行して、笑構造物モデルによる実験計画が企画され、 図 - 2 、 3

に示す26 .4 mX 26.4 mのエアサポート構造物の笑大モデルを本年 8

月末完成予定で目下建設中で、今年後半には実物モデルによる雌認

実験を実施し 、新しい理論の裏付けと理論を補うデータによる実証

を行う予定である。

なお写真一 2 に示すエアドームは本年夏期、札腕で開催されてい

る '82道博のパビリオンのひとつで直径36m、高さ 19 mのエアサポ

図- 2 実物大モデル立面図

図- 3  実物大モデル屋根伏図

写真一 2 エアドームの一例

ート構造物である 。仮設構造物とはいえ、設計 ・施工 における有意

義な経験とうけとめ、またひとつの笑績として評価されている 。

おわりに

新しい構法の導入 、開発ならびに笑施には、その一面のメリ y ト

が明石柱に理解されても 、実施の決意において、誰しもいささかの抵

抗を感じることは当然のことであ ろう。しかし 、わが国は戦後、広

い分野においておおらかに新しい手法の適用を決意し、現在に至っ

ている 。 しかし、本来新しい科学技術の導入には、その技術のもつ

表層的な有用性の尺度のみで判断し、評価することがゆるきれない

のかもしれない。幸 いにも、わが国の長い伝統と国民性の なかには、

ものごとを観照的に判断しようとする好ましい民情をもち合 わせ

ている 。 この点で、この膜構造についても、新しい技術のひとつと

して十分といえない紹介に終わ ったが、慎重なる検討と絶大なる興

味と好意を期待したい。

( ひきとく としはる 徐式会社竹中工務底大阪本庖設計部副部長)

5 3  



回 大 ス パ ン 構 造 へ の 提 案

全天候多目的スタジアム- 鉄骨造シエルグ〉施工

永 井 達 也/ 西 川 薫

1. 全 天 候 多 目 的 ス タ ジ ア ム

全天候多目的スタジアムは数万人の大観衆を集め、プロ野球、サ

ッカ一 、ラグビ一、アメリカ ンフ y トボールなどのスポーツ、音楽

ショウ、あるいは国内外の人々のつどっ大集会、会議、見本市など

の現代都市イベントの場として供される 。そのため、直径 200m前

後の円形もしくはそれに近い多角形の平面をもち、天井高さは6 0 -

70m近くの規模になる 。

E

凶

岨

80m 

97m 

126m 

2∞m 

武道館

晴海展示場

代々木室肉体育館

ドームの大き さ

この大きな建築の屋根は鉄骨造シェル、エアードーム、コンクリ

ートシェルなどで毅われ、屋内は、冬 l暖かく、夏は涼しく、雨、告

などにさまたげられず、催しを楽しむことができる 。

このような全天候型多目的スタジアムは、従来のスタジアムにな

い、数々のメリ ッ トを持っている 。たとえば主なメリ ッ トとして、

(1)天候に左右されない快適な観戦ができる 。

(2) 野球以外のスポーツや、各種イベントへ利用範囲が拡がる 。

(3) 年間スケジュールが組みやすい。

(4) その者E市のランドマークとなる 。

などをあげることができる 。

この全天型多目的スタジアムの建設において、ま ったく新しく建

設する場合と、既設のスタジアムを利用して全天候型の施設に再生

する場合の二つの構想、があるが、いずれの場合にも巨大な空間を被

うドームの建設は建築技術にと って今目的テー? といえる 。 ここで

は、鉄骨造シェルの代表的な施工法と、とくに、既設のスタジアム

施設 ・設備を現状のまま利用し、全体を認i う形で屋中艮のみを架設す

る工法であるT. S. S 工法(Tai sei Steel  Shel1 Constructi on Syst em)  

について述べる 。

2  . 鉄骨造シェルの施工

鉄骨造シェルの建設は、広い範囲での高所作業と部材が三次元に

構成されているため、複雑かつ高精度な作業内容が要求される 。そ

こで、施工において、仮設資材を少なくし、高所の作業をできるだ

け少なくすることが、安全性、経済性などから望まれる 。

54  也築と 社会/ 1982-'1三8 月号

つぎに 、鉄骨造シェルの施工法のいくつかを紹介する 。 これらは

それぞれ特長をもっており、シェルの構造方式、接合方法、下部構

造、既存施設 ・設備l 、立地条件および工事中の供用条件、工Wl との

関連で選択される 。

2 - 1  架設支柱工法

トラスを地上にて小組みし、架設用の支柱上に架け渡して大組み

する工法である 。全面に足場を敷設して施工する工法に比べると、



仮設資材量は少ないが、 6 0 m以上の背の高い架設支柱が多数必要と

なる。アメリカのアストロドーム( ヒューストン) 、スーノマードーム

( ニューオリンズ) はいずれもこの万式で脇工され、直径約 200 m 

の円形内部に 37本の架設支伎を使った 。

2  - 2  リフトア ップ工法

地上にて、シェル全体を地組みし、外周の住頭に配置したジャ ッ

キにより吊 1) 上げて位頭にシェルを設位する工法である。高所の作

業はほとんどなくなり、安全性は高〈、屋桜 ・天井を吊り上げ前に

仕上げて、吊り上げることもできる 。 しかし、ドーム地組み時に、

下部スタンドの地工が並行してできない難点がある。スタジアム焼

棋のシェルとしての実施例はないが、ジャンボ機用ハンガ一、 100

m 規棋のドームおよび ' 70万国博覧会( 大阪) のお祭り広場屋桜な

どがこの方法で地工されている 。

リフトア ップ工法一成田国際空港第 1 I 、ンガー

2 - 3  T . S . S . 工法

大成トラス }j 式の鉄骨造シェルを分;IIIJ した、大 7担フーロ ックを地上

で組み立て、それらを円形に配列した独立柱の頂部を結ぶリングビ

ーム上に吊り上げて、 )1頂々に円周万向に徽送りしながらシェルを組

み立てていく、既設のスタジアムに昼似を架ける工法である 。

内部リ〆グプロ y ク

f  

大成卜ラスシェルの構成

i ) 地工手 111買

つぎのような順序で建方施工を行い、直径 200m前後のスタジア

ムに屋恨を構築する 。

1  ) 外周に柱を建てる。

スタジアムの外周にスタンドや既設照明塔よりも高い鉄筋コ ンク リ

ート製の独立柱を円形に配列して建てる。

2  ) 外周リングをつくる ( 押し出し工法 )。

地上で組み立てた外周リ ンクザフゃロック を揚重機で柱列上に吊り上げ、

継ぎ足しては順次前方へ抑し出し、外周リ ングをつく る。

3  ) 内部リ ングをつくる。

外周リ ングの作業と 並行 して、フィールド 内に架設支柱を建て、こ

の上に内部リングブロ ックを揚重機で吊り上げ、内部リングをつく

る。

4  ) 外周シェルを組み立てる( 模送り工法L

地上で組み立てた扇形のブロ ックを 錫重機で外周リングと内部リン

グの聞に仮置き後、横送りして順次つなぎ、シェルの外周部分をつ

くる。

• 

• 

θ

 

• 

ι

 

主I
• 

I三

。
」 伽 ン グ ブ ク

34 0] 主

3)  

内部リングプロック
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5  ) 中央部シェルを組み立て、リフトア ップする 。

フィールドで地組みした中央部シェルを、内部リング上に設置した

ジャ ッキによ って吊り上げ、外周のシェルと接続し、一体化する 。

この作業は、外周シェルの施工に先行して行うことも可能で、ある 。

以上が T. S . S 工法の建方手順であるが 、中央官1¥の鉄骨造シェ

ルの代わりに、これを二重膜方式のエアードームとし、太陽光を採

り入れることもできる 。

二重腺方式ヱア トーム

このよ うに T . S . S 工法は押し出し工法、横送り工法、リフト

ア ップ工法など、それぞれひとつの確立した施工法である技術を組

み合わせた総合的な施工システムである 。

太屋恨とスタ ン ドの聞は十分な関口があり、風通し の良い、ちょ

うどスタ ン ドやフ ィールドに傘のように屋根が架か っている状態と

なる 。 また 、照明、屯光掲示盤 などの既存設備はそのまま利用でき

る。 もちろん、本工法は新設の鉄骨シェルの施工にも十分応用がで

きる 。

200 m 

ii ) 特徴

本工法の開発には、とくにつぎの点について考慮した 。

1  ) スタジアムの施設 ・設備を既存のまま利用する 。

2  ) シーズンオフに施工できる 。

3  ) 工事のための既存施設の改修、補強は最ソl、限にする 。

4  ) 周辺施設への工事によ る影響を 最小にする 。

建設工程と施設利用 の一例を下表に 示す。

可

設

訟

施

施

周

部

外

内

場

場

球

球

施

設

利

用

5 6  

3  . 計画例

3 - 1  観客 4 万人収容のスタジアム( 鉄骨造シ ェル )

3  - 2  ドームを併設したショ ッピ ングプラザ

3  - 3 観客 3 万人収容のスタジアム ( 鉄骨造 シェルとエアードーム)

3  - 4  全天候型競輪場( 鉄骨造吊り屋根)

(rなカ円 た つ や 大山 株 式会社技術閲発肘制釧官部部|品峨i

にしカか‘ わカか‘ おる 同上 j  



回 大 ス パ ン 構 造 へ の 提 案

200m級 屋 内 ス タ ジ ア ム へ の 提 案

佐 藤 邦 昭/ 石 田 邦 生

200 m級 ス パ ン の ニー ズ

わが国は世界に例のない高度経済成長を成し遂げて、物質的には

盟かにな→たが、社会資本、とくに文化施設の建設についてはアメ

リカに比べてかなりの遅れをと っている 。事実、アメリカには 6 -

8 万人を収容する屋内大スタジアムが各地に建設されているのに対

し、日本にはまだひとつもない。

しかし、この低成長時代を迎え、今まで経済の高度成長こそ盟か

な社会と与えた人々は、次第に精神的な生活の豊かさに価値観を置

くようになってきた。 そして建設活動も生産施設優先の考えから、

次第に文化的、スポーツ的施設建設への要求が高まってきている 。

施設には、効率と価値観の多様性から、大スパン化が求められ、あ

らゆるスポーツと 催しが可能な屋内多目的スタ ジア ムも近い将来実

現する であろう。われわれは、こうした施設の空間を、野球ができ

る、 スパン 200m、高さ 6 5 m級と仮定し、これに対応する架桃技術

を提案するものである 。

構 造 方 式 の 選 択

200mスパンの構造方式を提案するにあた って 、われわれはまず、

この規模の昼線構造に何が要求されるかをスタディした 。

まず、要求される要素を 表ー 1 のように、 機能、意匠 ・心理、経

済、社会、生産の 5 つの要素に分け、これらに重みづけをした 。 ま

たこれらの要求に対して考えられる屋似の構造方式として、空気朕

構造、 鉄骨・シェル構造およびコ ンクリートシェル構造の 3 つを選び、

それぞれがそれぞれの要求項目をどのくらい満たしているかを、 。、

O 、ムで表示した 。 この評価は、 経済および建築関連技術専門家へ

のアンケート結果( 日本鋼構造協会 ・鉄骨建築の将来展望特別委員

会) を参々にし、担当者閉めブレーンストーミングで決めたもので

ある 。

この結果、これら の屋機構造方式の特徴と問題点が顕在化され、

表 - 1 機 能 展 開 表

機 自E 要

'* 

てミ宅 使 用 性 安 全 性 耐 久 性

， 昔， 

可3包8エ IKl チｾ与
火 面? 耐 耐 1車 tz.: 美

一 次

災 震 2f 風

用 全 観

婆求JE と
展 開 I民 1平 明 g鈎

性 性 性

安 安 安 安

各 締 法の σ〉 rr， rr， 

対応性

2E 空 1E 空

全 金 全 全
持 持 持

1H1  !日l IHJ !日1 性 性 性 世: 絞 続 続

'>>} ;J< 度
。 。 。

ZE 会t 1英 構
犯-a4主L  。 。 。

鉄 付 シ ェ ノ レ 構 造
。 。 。

R  C シ ェ ル 精 進
。 。 。

写真一 1 直 径 124 mの鉄骨ラメラドーム

要求品質への対応が整理された 。空気膜構造は コスト、工期におい

て優れているが、使用性においては鉄骨格造が優れている 。 もとよ

り建築は一品生産であり、そ の構造方式は、建設される地域、用途

そして施主の予算によって大きく途 ってくるものである 。設計にあ

たっては、これらの条件を前提として、各構法に対する固有技術と

要求品質の最適な組み合わせによ って最適な構造方式を決めるべき

であり、一般にその選択は設計者の資質にもとづく 判断にゆだね ら

れる 。われわれはこの 中からとくに空気膜構造と鉄骨シェル構造に

焦点をあてて試設計を行った。そしてそれ不れのプロジェクトごと

の、立地条件を含む要求品質に最も適した構造方式の提案を行 って

いこうとするものである。

ここでは紙商の都合上、空気1英機造のみを提案するが、鉄骨案は

電源開発竹原火力貯炭場 ( 写真一 1) で当社が施工実紛をもっラメ

ラ構造方式を 200mスノマンに拡大した笑と、屋根周辺定着音11の剛性

を期待しながら鉄骨を周辺から頂苦11に向かって無足場で建方を行っ

ていく 2 笑について、すでに試設計を終えている。

記号 。非常にある O ある程度ある 企あまリない
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空 気 膜 構 造 に よ る 屋 内 多 目 的 ス タ ジ ア ム

写真一 2 8万人収容のシルバードーム

われわれが提案する空気膜構造とは、一口に言えば建物の室内空

間を密閉し、そ の中に絶えず少量の空気を送り込むことによ って室

内圧を外気圧より約 0.3 %上げ、この内圧によって膜屋根を支持す

る構造である 。

膜屋根の重丑はせいせ' い 10kg/ m'f星度だから、これを上回る内圧

さえあれば屋線を支持することができることになる。内外圧の差は

通常、 2 5 mmAq 程度が使われる 。 この内圧の増加は、もちろん内

部の人が誰も気付かないほどわずかなものであるが、入口は回転扉

を設けるなどして空気漏れを紡ぐ必要がある。この構造は、 1970年

代の初期に、テ フロンコーティ ング ・クラスファイパーという不燃

材で、しかも耐久性のある画期的な膜材料が開発されて以来、経済

性が高いこともあって、アメリカでかなりの数の大スパン椛造に恒

久建築物として採用されているものである。 ( 写真一 2 ) そしてわれ

われは朕料の力学的信頼性、耐久性が膜構造の基本と考え、 5 年間

にわたって膜材料の暴露試験、各tifi5長力試験等を行い、膜材料が十

分に実用に供せるだけの信頼性をもっているとの結論を得ている。

( 写真 - 3 ，4 ，6)

写真一 3

鹿島建設技術

研究所におけ

る張力状態暴

露試験

写真一 4

鹿島建設技術

研究所におけ

る促進暴露試

験

われわれの屋内多目的スタジアム計画案は 、この構造方式を使 っ

てスパン 2 2 0 m、高さ 6 5 m、そして収容人貝 6 万人の規模を怨定し

たものである 。平面的には円形で、催し物の種類によって観客席が

移動できる 。 また断面計画では屋恨勾配を比較的フラットにして、

万一空気が抜けて膜屋般が反転したとしてもなお、屋恨の下昔11に避

難空間が隊保できるようにした 。 そしてこの巨大構造物が周辺に威

圧感を与えないようにできるだけシンプルに、なじみやすいテザイ

ンを試みた。 ( 写真一 5) ( 図一 1 ， 2  )  

構 造 計 画

まずライズの決定であるが、内圧による膜部張力を 小 さくするた

めにはできるだけライズを高くする必要がある。しかしライズの高

写真一 5 空気膜構造による屋内多目的スタジアム計画案

5 8  



220m 

図- 1 計画案の平面図

q;_ 

日 5 10 30 SOm 

図- 2 向上・ 断面図

図 - 3  膜面に作用する風圧

い円形ド ームは風上JHIJ に正圧領域をつく ってしまい、風荷重| 侍の屋

般商の安定性が計れない。( 図ー 3 ) すべての屋桜前が負圧領域にな

るようにライズを低くする必要があるが、その代償として膜而張力

が大きくなり、膜面を補強するケーフeル断面が増える 。liut 風安定性

と経済性、この相反する 2 つの条件を考慮、に入れた計算の結果、ラ

イズをスパンの 1 / 10 と決定した 。

つぎにケーブル ・レイアウトであるが、円形プランであれば}R射

配置、絡-f 配置が考えられる 。放射配置は建物中央でケーブ j レを接

続するテ ンション ・リングの重量が大きくなり、ここが部分的にへ

こむことによ って雨水がたまる恐れがあるか ら適用できなし、 。結局、

地工性の良い佑子配置とした 。 ケーブル ・ピッチは膜材のもつ引張

強度によ って決まるが、たとえば米国ケミフ ァブ社製の膜材、ンア

フィル II を使用すると 5 m ピ y チが妥当と判断した 。 そのときのケ

ーブル ・サイズは、 中央部直径 10 0 mの範囲て‘ 直径80mm、周辺で60

mmである 。

!lifffJI の コンプレ γ ション ・リングは、ケーブルの引張力を処理す

るも の としてその形状はとくに重要である 。 ここではできるだけ山

げを起こさない形として、円形を選び、ケーフル ・アンカーのディ

テールを考慮して R C造とした 。

きて、 これ らを定常状態に保つためには、 24時間運転の送風機設

備が構造体の一部として必要である 。 もし観客の出入りがなく、単

に屋般を上に凸の状態に保つだけならば、 100 ，000 川 / h クラスの

送風機 I 台で十分で‘ あるが、観客の出入時、積雪時 、暖房等を考慮、

すれば、 10台以上の送風機が必要となる 。積雪時には積もった雪の

重量分だけ内圧を増やすが、多雪地域には これにヒーターを取り付

けて膜面に吹き付け、融雪する必要がある 。

いずれにしても用途、地域によ って送風機計画は大きく変わって

くるが、送風機の配置はなるべくダクトの引きまわしを少なくする

ため軒下に配置し、屋外の空気を直接送風できるように計画した。

施工とメンテナンス

膜材は工場において裁断、加工された後、ロール状に巻いて現場

に搬入する 。一方 、現場ではクレーンを使用してケーフ。ルを網目 状

に架け渡す。膜料とケーブルとの接合はネオプレン、アルミポl ' 縁: を

介してボルトどめとするが、このための作業台はケーブルから吊 り

下げた移動式の吊り足場が必要である 。 こうしてすべての膜材を架

け渡した後、送風機を運転してブローア ップするが、その工期は約

3 ヵ月あれば十分である 。鉄骨屋根の工期が最低 6 ヵ月かかること

を考えれば、膜屋恨の線用は大幅な工期短縮になると言えよう 。

l英屋中艮は竣工後、しばらくはやや褐色を帯びているが、次第に白

さを増す。 そして 20- 30年と言われている膜材料の寿命の問、何ら

消Mすることもなしに、白〈美しい面を保つことができる 。

また、膜材の持つ透光性は屋内EE聞をまるで戸 外にい るかのよう

に明るくし、畳間の人工照明は不安となる 。

膜械造の創造する新しい建築空間は、人々に、新しい建築の楽し

みを与えてくれるだろう 。

常時内圧の設定

ケーブJ レ配置

ケーブル張力

ケーブル長

品灯5カ状態

図- 4 膜構造の設計解析フロー

写真 - 6  膜材の引張試験

( さと う くにあき 鹿 島 雌 株 式会社 建 築 設 計 本 州 造設計部長)

いし だ く に お 同 技術長/

5 9  



大 ス パ ン 構 造 デ ー タ ・ シ ー ト I  

川建立体トラス

福 田 雄

はじめに

立体トラスは、他の- h Yt造 形 式 に 比 べ 、 大 ス パン 梢 造 に 比 較 的 容 易 に

対 応 で き 、 単 位 面 積 当 り の 使 用 鋼 材 立 が 少 な く で き る 。 さ ら に 、 必

要 な ら ば 、 構 造 材 が そ の ま ま 建 築 意 匠 と し て 利 用 で き る 等 の 利 点 が

考 え ら れ る 。 反 面 部 材 や 接 合 金 具 等 の 構 造 材 の コ ス ト が 、 高 く つ く

こ と 、 現 場 組 立 て の コ ス ト 及 び塗 装賀が、 一 般の鉄骨・材に比べて高

い こ と が 立 体 ト ラ ス 普 及 の 大 き な 障 害 と な っ ている 。 川 建 立 体 ト ラ

ス は一 般 的 な 架 鱗 形 式 の 1 つ で あ る 直 行 平 行 型二 層 ト ラ ス を 中 規 模

構 造 物 に 適 用 す る と い う 設 定 の も と に 、 構 成材 の 大 幅 な 単 純化 、 現

場 組 立 て 作 業 の 効 率 化 、 音11材製造段階での仕上焼イ寸塗装等でこれら

の 問 題 点 の 解 決 を め ざ し た 製 品 で あ る 。

シ ス テ ム の 概 要

川 建立体トラスは、主要音 ＱＱ 材の秘ｾｊｩにより Ｕ シリーズから構成され

て お り 、 ス パ ン ・積 載 荷 重 等 の 設 計 条 例ーに よ り 適 用 タ イ プ が 検 討 さ

れ 、 各 構 成 材 は 後 述 K A D E S プ ロ グ ラ ム に よ る 応 力 結 果 に 基 づ き 、

最 も 経 済 的 に 配 置 さ れ る 。 設計 は 側 々 の 椛 造 物 に つ い て な さ れ る が 、

荷 重 と 最 大 ス パ ン の 関 係 の一 例 を 下 表 に 示 す。

設 計 条 件

屋 恨 仕 上 = 折 板

長 期 荷 重 に よ る 筏 み

8  =  1/ 500L x  (i且H是地)

8= 1/ 300L x  ( 雪 国 )

ト ラ ス 板 の 辺 長 比L v! Lx = 1. 0

ンリース モ ジ ュ ー ル 楠世量 ( cm) 世k スパン ( m)

50 18∞ 30 32 .4 

75 21回 30 35. 7 

i∞ 27∞ 30 37. 8 

30 50. 4 

125 36曲

l回 28. 8 

150 羽 田 150 28. 8 

50/ 75 シ リ ー ズ

比較的小規模様造物に適用される小 ｉｦ ｾ タイプて｜ 鋼板をプレス成形

して作られる接合金具、角形鋼管の両端に鋼板を' J ilJ り込んだ弦材お

よびリ ップ 構 形 鋼 の 斜 材 か ら な る 。( 75シ リー ズ の桜 準 タ イ プ を Fi g

l に 示 す ) こ れ ら の 接 合 は す べ て 高 カ ボ ル ト ( M16世F 8 T E E鉛 メ ッ

キ ) に よ る 摩 僚 接 合 で あ る 。 トラスの上 ・下 面 を 構 成 す る 格 子 状

( グリ ン ド) の 一辺 の 長 さ ( モジュール) は、 50 シ リ ー ズ は1. 2 -

1. 8  m 、75 シ リ ー ズ で は 1. 8- 2. 1m 、またグリ y ドの両方向モジ ュ

ー ル ｾｸ 、 ん は 原 則 的 に 同ー で あ るが、雄物スノ マンとの調皇室のため、

若 干 の 変 更 は 許 さ れ る 。 トラスのデプス h はモ ジュー ル に よ り 自 動

的 に 決 ま り 、 約0. 75 し と な る 。

桐同E 三三ト+←

二とゴ件今=

斜 u

Fi g 1  

60 雄築と社会/ 1982年 8 月号

100/ 125/ 150 シ リ ー ズ

この大形タイ プは よ り 大 規 紋 な 構 造 物 に 適 用 さ れ 、 鋼 材 を 溶 接 し て

作 ら れ る 接 合金 具 、 角 形 鋼 管 の 両 端 に 鋼 板 を 訓 り 込 ん だ 弦 材 、 斜 材

より: t' J Yt成され、 M20O 必鉛メ ンキ 高 カ ボ ル ト に よ り 被 合 さ れ 、 支 持

金 具 に よ り 支 持 構 造 体 に 接 合 さ れ る 。モ ジ ュ ー ル は 2 . 4- 3 . 6 m、モジ

ュール 比 Ｑ Ｎ Ｐ 孟 ｾ ｹ Ｏ ｾｸ 壬 ＱＮＲ Ｓ 、デプス ｨ =( 0 . 6- 0 ＷＵ Ｉｾ Ｎｲ の範囲で

任意に. d ! l ぶことができる 。

Fi g 2  
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実 大 実 験

試験体は、 50/ 75 シ リ ー ズ29体の内、 50 シ リ ー ズ 3 体、 75 シ リ ー ズ

1 体 の 笑l験 結 栄 を 採 録 し た 。 No. 7 及ひ' No. 9 の 試 験 体 は 荷 重 点 の 斜 材

の座屈、 No. 9 及 びNo. 24の 試 験 体 は 上 弦 材 の 座 屈 で 破 峻 し た 。 図 中 の

O2 は通常の昔日材端ピン接合の仮定による計算値、 O，は 斜 材 の ヤ ン グ

率 の み を ー 率 に 500 t  /cni にして O2 と問機の仮定での計算値である。

これは実験値と計$ 1 イ直 O2 が 短 ス バ ン ほ ど そ の 差 が 大 き い こ と に 注 目

し、斜材の偏心接合による音11材 の 幽 げ 、 接 合 金 具 の 回 転 及 び 局 苦11変

形 に よ る 剛 性 低 下 を 斜 材 の み の 剛 性 の 翻 挫 で 与l忍することを意図し

たものであり、笑験値を最もよく近似するように試行錯誤により求めた。

斜 材 の 設 計 に |射しては、その偏心量は試験体内での位置により呉り、

ひ ず み hliJIIJ 定の結果によれば支点昔11斜材の偏心拡が最も大きいが、

安 全 設 計 の 原WJ に 基 づ き 、 実 大 実 験 で 得 ら れ た 偏 心 誌 を 用 い て 計 算n

し た い ず れ の 座 鳳 耐 力 も 上 ま わ ら な い 耐 力 を 与 え る 偏 心 量 ( 昔11材 両

端に陸Ir 1節偏心品 ) を 与 え る 方 針 を 係 り 、 こ の こ と は 別 に 行 っ た 斜 材

の 偏 心 座 li I l 試験により確認した 。

100/ 125/  150 O / リーズは接合金具の形状 ( Fi g 2)  より明らかなよ

うに、斜材丞心和hと4玄材重心車111 は 一 致 し て お り 、 上 記 の よ う な 考 慮

は 必 要 な い と 判 断 し た が 、 笑 大 笑 験 に よ り 、 実 験 に よ り 求 め た 音I1材

耐 力 が 、 常 に 設 計 許 容 軸 カ を 上 ま わ り 、 鏑 構 造 規 準 に 規 定 さ れ る 座

屈安全率をもつことを硲かめている。

トラスの設計

トラスの応力解析は、主主が複雑に配置されたり、構成材の配置が多

様になることをみ一服して、接合金具位置を 1 節i点 と す る 変 位 法 を 採

用した 。 釘 ｩ 点のモデル化については、小 ｉｦｾ タイプは、接合金具の形

状 及 び 斜 材 の 接 合 状 態 か ら 与 え て 、 節 点 に 拡 が り の あ る 偏 心 接 合 と

し て 取 り 扱 う べ き で あ る が 、 笑 大 笑 験 結 来 の 検 討 よ り 、 斜 材 剛 性 を

修 正 し 、 節 点 は 趨1念! 的なピン接合とした 。 この立体卜ラスの設計は、

K A D E S と呼ばれる総合的鉄骨椛造設計システムによりなされ、

固 定 荷 重 ・ 集 中 桁r:ill: .  J孔荷重 ・.f!' (雪不:i . i l l 等を組み合せ、最終的に長

期・短期初. i l l u寺町『面検討図、節点変位図、支点反力図、音I1材 図 が 出

力される 。

この K A D E S は 次 の 7 つ の サ ブ プ ロ グ ラ ム よ り 椛 成 さ れ る 。

① 全 体 の 流 れ の flillf卸プ ロ ク ラ ム

② デ ー タ 入 力 ・修 正 プ ロ グ ラ ム

③ デ ー タ 展 開 ・効 率 化 フ・ログラム

④ 応 力 解 析 プ ロ グ ラ ム

⑤ 断 面 検 討プ ロ グ ラ ム

⑥プリント 出力 プ ロ グ ラ ム

⑦ プ ロ ッ ト出力プログラム

トラスの施工

現 場 の 状 況 に 応 じ て 計 画 さ れ る が 、 写 以 に 示 す よ う に 、 架 台 の 配 置

・ウェ プ組 立 て ・下 弦 材 の 組 立 て ・ ウ ェ プ の 取 り 付 け ・ 上 弦 材 の 取

り付け・本締め ・レ ッ カ ー に よ る 上 架 ・ブ ロ ッ ク の ド ッ キ ン グ の 手

JI頃 を 標 準 的 に 考 え て い る 。 組 立 て 用 銀 台 の レ ベ ル さ え 注 意 す れ ば 、

苦11材 通 り の 修 正 の 必 要 は ほ と ん ど な く 仮 組 み 可 能 で あ り 、 キ ャ ン パ

ー を と る こ と も で き る 。

( ふ くだ ゅ ういち/ 川鉄主R材工業技術研究所 )

施 工 写 真

① 架 台 配置 及 ウ ヱ ブ 組 立 て ② 下 弦 材 組 立 て

l今子ヂ子三|

③ ウ ェ ブ 取 り 付 け ⑥ 地 組 み 完 了

⑤ 上 架 ⑥ブロ ックド ッキング

施 工 例

ｾｉｾ 川鉄建材工業株式会社
・ 本 社/ 神戸市中央区三宮町 2 丁目 1 の 1 ( 阪神相互銀行ピル)

干650 TEL( 078) 32 1-1 141 ( 大代)

支 腐/ 東 京 ・ T E L ( 03) 214- 6381 (大代) 富 山 ・ T E L ( 0764)  32- 2965 (代)

札 幌 ・ T E L ( 011 )  23 1-6944 (代) 広 島 ・ T E L ( 0822) 22 - 0231 (代)

仙 台 ・ T E L ( 0222)  27- 6761 (代) 高 松 ・ T E L ( 日878) 21 - 5548(代)

新 潟 ・T E L ( 0252)  46- 3266 (代) 福 岡 ・ T E L ( 092)  431 - 7911 (代)

名古屋・ T E L ( 052)  582- 4141 (大代)
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| 大スパン構造データーシート E  

N S トラス

中 野 大 治

単純明快に行1$ ｉｲ ｬ ｾＧ をプレハブ化したノ マ イ Ｗ
Ｐ

ｦｬ ｙｴ Ｎ￬ｦｴの立体トラスシステム

が 新 日 本 製 鍬( 株 ) によ っ て 1) 日発され、 [" N  S トラス」の名で笑) 干j 化さ

れている 。 こ の シ ス テ ム は 、 立 体 ト ラ ス の い か な る 形 状 、 グ リ ッ ド

ノ マ タ ー ン に も 行 劫 に 適 応 で き 、 し か も 現 場 に お い て 熟 練 労 働 者 を 必

袈としないで，辿泣できるなど数多くのメリ ッ トを持つもの。( 写真 1 )  

開 発 の 経緯

立 体 ト ラ ス は 、 大 ス パ ン 椛 巡 の な か で i誌も オ ー ソ ド y ク ス な 椛 造 形

式 の ひ と つ で あ り 、 村iiiE全 体 の 半 休 '1' 1: によ っ て 初 め て 安 定 性 が 保 証

される、百 ｬ ｜Ｎｦｾそれぞれには給付けのない椛波形式である 。

立 体 ト ラ ス の 特 長 と し て は 、 ① 大 ス パ ン が 可 能 で あ る 、 ② 不 愉 定 次

数が正月し、ため、一古1¥に 大 き な ダ メ ー ジ が あ っ て も 全 体 的 な 崩 壊 に は

至らないなど、Ｎｦ ｩｙｩ 造信頼性が ｲ ｊＱ い、 ③ ｩ 品川性が ｲｾ い、ため、たわみが少

な い う え 、 大 き な r( ! i内!品川性 も あ る 、 ④ III l r(fJ形へ の 通 用 が 谷 易 で 、 ユ

ニ ー ク な 形 状 が 生 み H'. せ る 、 な ど が あ げ ら れ る 。

N  S トラスは、大阪 )J 同 時 の お 祭 り 広 場 に 用 い ら れ た ボ ー ル ジ ョ イ

ン ト 立 体 ト ラ ス ( 写真 2 ) を Jh{ 点 と し て 与 突 さ れ 、 そ の 後 、 汎 用 性

の あ る シ ス テ ム ト ラ ス に す る こ と を 目 的 と し 、 開 発 を 進 め て き た も

の 。 ｉｾ 日発 に当 っ ては、①コンビ ュ ータの 似鋭的利用、 ②古 Ｑ｜ ，坊 の棋 ｩ｜Ｇ｛

化 お よ び 設 計 の た め の :A，¥段式の的2立 、 ③ l二業 化 手 法 の 導 入 、 @ 各 内

.11: 1本トラス Jj o.i l て法のノウハウ1 . 1，1'1'( 、などが行なわれ、システムを完

成 し た 。 そ し て 、 処 築 法 税 法 第 38粂にもとづく主J ! ; 設大院の一 般 認 定

を、 56'年 6 J J に取引} している 。

シス テ ム の 構 成 部 品

N S トラスシステムは、ノード、ノ ぞイプ音1¥材 、 ボ ル ト 、 ワ y シ ャ 等

の古I¥，r，'， ( 写真 3 ，図 1 ) か ら な り 、 ハ イ プ 市I¥j 、4 とノードをワ ッ シャ

を 介 し て ボ ル ト で 組 み 立 て る こ と に よ り 、 i L体 ト ラ ス を 桃 成 す る f土

車且みにな っ ている 。

ノードは、 N S トラスの tml. r. と な る 銅 製 部 品 。 厚 l均 の 球 妓 で 、 上 下

にボルトを柿入して締イ・l 作 業 を 行 な う た め の IJf-J LI 百1¥を 持 ぢ 、 ま た Bj(

妓書1¥分には球心をねらうボルトイしが設けてある 。 外 径190- 290mmま

で 6 納責! J ( あり、各ノードの形状は 村11J J，) 彩である 。

ノマイプ計I¥j 、寸は、 4立村および料中イとなる1 f I SI  ｾ＠ ＱＢ て｜鋼Ｉｾ［の ｾｉｩｪ 品 Ｑｍ にエンド

コーンを i科技により般千干して. f ，Y/. Jl比されている 。 エ ン ド コ ー ン は 円 錐

台 状 の $1叶製部品 で 、 ボ ル ト 抜 作mの め ね じ が 設 け て あ る 。 パイプは、

，> 4 8 - ，>165 ま で 8 純あり、手干筏ごとに 11走大J亨さを j見定しているが、

長 さ は グ リ ッ ドの大きさにより 1' 1111に 変 え る こ と が で き る 。

ボルトは、 ｍ Ｑ ＶＭｍＴＸ まで ＱＲ 純あるが凶古 Ｑ ｜ は Ｖ 胸中 Ｑ ， または Ｑ ＲｦＧ ｾｈ に

フランジカずついており、そのフラ ン ジ@t r( liカずE長l坐にな っ ている斜H*

高カボルト 。

ワ ｹ シャは 、 パイプ ＱＧ［ ｉ ｜ｈｾＺｍ とノードとのｲＺ ｜ｊ に姉入される圧縮力伝迷

用 部 品 で 、 ノ ー ド と の 接 触 附I は 球 I(II にな っ ている 。 サ イ ズ は 、 エ ン

ドコーンの純労l に 対 応 し て い る 。

各官 ｬＤｲ
ｬ
， Ｗ ， の設計は、設計フローに従 っ て行なわれ、設 ｾｩ 十周 Ｇｬｬｬｨ 力が 許容

帥 ブJ 以 下 に な る よ う 設，11 するほか、; " ; 1¥，' ，'，'，1' 111工の格子州七も充分配慮さ

れている 。 製ｾｻ表、各部品には使 ｊｉｊ 条件に合わせて適当なｼ幼Ｚ￭Ｇ ｩ ｩ ｬ お ｅ 装

または Ｇ Ｑ ＱＧＮ 害時メ ッ キが施され、 パ イプ古 ｉ ｜ｾｾ とノ ー ドには官 ＱＩ "II ，の 識 別 の

た め の 7 ー キ ン グ が し て あ る 。

コ ンビュータ の 利 用

N S トラスの設計ーから施仁までの各i交 階 に お い て は 、 コ ン ビ ュ ー タ

が桁極的に平IJ) 刊されている 。 i設仕|ーでは、処万 11キ応力のt ) 今定を含めた

梢 造 解 析 は もちろん、令J ' l 11的な! 形状およびグリ y ド分子flJの追求や、
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キ ャ ン ハ ー の 計 算 に も コ ン ビ ュー タ が 府 対J に 利 用 されている 。 ( 図

2  ，写 真 4 )  

立体トランスの古 ｉ ｜ｾｾ ゃ ｩｬ￮ｩ 点の数は、他のＮｦ ，ｙｪ 法に比べて多いため、設

計 に 際 し て は 多 誌 の イ ン プ y ト と ア ウ ト プ y トの 処 叫 が 必 姿 と な る 。

ｎｓ トラスにおいては立体トラスの日 ｉ ｜ ｪ Ｇｾ 情報の均一性にず Ｗ 長 ｼ し、ま

た 、 で き る だ け コ ン ビ ュー タ に よ る 図 式 表 ポ を す る こ と に よ り 、 人

間 の取り倣う処旦Eを 少 な く す る よ う に 工 夫 し て い る 。

さらに、設計から施工までのフローにおける附宇佐竹町に対しても、

コンビュータを ポ ｉｊ 則 している 。 この十 Ａ＿ 報 Ｑｾ［ 且 ＱＱ にもとづいて、百 Ｑ｜ 品の

設計 )1] デー夕、 N C J Jlll こに j刊し、られる製造川 デ ー 夕、マ ー キ ン グナ

ンバ一、; l ;!l 立 順 序 ) IJ ナ ン バ一 等 が一 心的に )i:J' 1 l されている 。

実験

ｎｓ トラスの際 γｾｦ ｾ mS，f，'， は、 1M; ) 実 験 を 行 な い J午符応; J J をi . i : : めている 。

尖! 験の概袋は次 の とおりである 。

1 ， ノ ー ド の 実 験

ノードは伐材 'IqhブJ と斜 ，f1" lllhブJ と に 分 け て 、 ま ず 1 'Mけ'JII ) J ，武験を行な

う 。 これは撚本ノードから Ｔ 純 ｾｲｩ を ｩ 芸ぴ、必 ｪ Ｇ ，ｦＩｊ ＱＱ ブ ｊ と斜村川力各 ＱＰ

体 の 計20体で、 '1'i ill サ イ ズ ( N 250) に つ い て は 2 'lqhJJ l1力 試 験 を 行

なう 。

次に、 1 Ｇｉｩｬｬ け Ｇｊｉｉ プ ｊ 試験の ＱｾＺｦ Ｇｦｩｾ＠ . 変 形 1111総 か ら 降 伏 耐 ) Ｉをボめ、 ｬ 凶 ｾ￭ ｬｩ 分

析により ＱｉＱ 日付 ｊ とノード ｊｬＯ ーのｼ比 ｬ 係式をボめる 。 この ｬ ｵｬ ｨｾ ｉｉｉｉ ｫ［水の Ｍ Ｒσ

( σ : 際 水 偏 差 ) の 1111総をも っ て 、 制 j 制作容応力とする 。 さらに 2

物hJJl1ブJ 試験の紡見!ーから多 '1iiI 1状 態 における州ブJ の W:i' ，l G 係数を求め、ノ

ー ド 設 計 式 に 反 映 さ せ る 。 ( 写真 8 )  

2  エ ンドコ ー ン の 実 験

政 ｩ ｜ｦーエ ン ドコ ー ンから ｩ 比大サイズと Ｇ ｉＧ ｉＯ ｜ｊ サイズの Ｒ 純 ｾ￭ｩ をｩ￮Ａｬび ｌ ｈ し、

それぞれにJ I j ，、られる 11止大 後ボルトをJ r j ，、て引焼成! 験を行ない、エ

ン ド コ ー ン の ね じ 抜 け 1政 岐 を 起 こ さ な い こ と を 的 必 す る 。

施 工 方 法

S トラスの施 r.刀 法 に は 次 の よ う な 工 法 が あ り 、 説 場の 条 件 に 応

じ て 選 択 さ れ て い る 。

・ブロ ッ ク 工 法

地上でキ11み 立 て た ブ ロ ソク を ク レ ー ン等て汁1¥りトーげ、ブロ y ク向上

を 結 令 し て い く 仁 法。 ( 写 真 9 )  

- 総 足 場 工 法

立 体 ト ラ ス全体のt . ll 立てを、現場の仮設h ! . 坊の卜. て' 行 な う 仁 法ω

・リフト ア ッ プ工 法

立 体 ト ラ ス 全 体 を J也 | で'ffdl み 立. て、これを似 of( する 1:法 。

・ ス ラ イ デ イ ン グ 工 法

J;l 場の! 収 It生足場の |ーでブロ ッ クをキIl み 立 て 、 他の ブロ ッ クとれlf イ干し

てスライト、さ せ な が ら 順 次 処 jlI していく 1-，法。 ( 写真 10 )

こ れ ら の い ず れ の 1-，法 を 採川 する場介でも、 N S トラス百1$I  ｾ＠ ，'，を JJL場

で車 ｉｬ み立てる作業が Ｉ ， ｾ小［となるが、 ｪ 瓜Ｇ ＧＺ［Ｇ， の場介、品 ｉｬｩ ＮｴＺては次のよう

な川i i J jo で千I二なわi L る 。

1  ) ノー ド' 支けサポー トを，Vi -i.i:: の fJi: iu ' に配位する 。

2  ) サ ポー ト トーに ド 弘 ノー ドを配 泣 す る 。

3  ) 下 伐 材 を Ml み 立 て る。

4  ) サ ポー ト |二に 上 位 ノー ド を 配 i丘する 。

5  ) 斜材をキ11み 立 て る 。

6 )  J 弘 M を主lいみ立てる 。

ただし、 Ｔ Ｉ 、 Ｕ Ｉ の代わりにあらかじめ ｼ ・ 必 ノー ド と 約 ｪ Ｇ ｾ を ｉｬ￭￮ 組立て

し て お く 下 JIIUもある 。 ( 図 - 3  )  

シ ス テ ム の 特 長

N S トラスは、外 f必の 災 し さ は も と よ り 、 机ili .  ｾ 以 ｩｩｅ Ｍ 愉 ｊ 差 ・脇工

|τ で多く の メリ ッ トを持 っ ているが、 i : な特長 と して は 次 の 諸 λくが

あ lずられている 。

(1)  パ イフ・村3ili であるため隣! 止で| 削 '1'1:か，:' :j ＼、かつ ｾｒ ｊＺ ｬｬ に対する安

全 ＱＧＱ ， が ｲ ，Ｇｾ 1.-、 。



写真 1 南海放送あんτ な公園多目的ホール( 蚊計 清水建段)

写真 2 NS トラスの原点ttt った大蔽万国博のポールジョイント立体トラス

写真 3 N  5 トラスの接合部

写真 5 ノー ドの鍛造

写真 7 パイプとエ ン ドコー ンの溶接

「 三語圏

ι SJ  
¥目

写真 8 ノー ドの 2 軸加力試験

写真 9 君津研修生受入施設( 設計 新日 銭)

.. '  ¥ 

• ロ

写真10 新宿 N S ピル( 段計 日建設計)

図 - 1 N S トラスの接合部

図 - 2 コンビュータによるグリ ッド分割伊l

並
v  

了一了

司'

v  

図 - 3  N  5 トラスの組立順序

(2) 節点に向日分球殺である ノー ドを 川J ｾ、ているため、百 Ｑ｜ 材がど のよ

うな 刈 ｊ 交 で取りついても ｦｬ ，， ｜心が ｾ ｴ じない 。

間 合 せ 先 は 新 日 本 製 織 側 標準 建 築 事 業部 ( 電話 03 ( 242) 4111大 代 )。

(3) ノ ー ド の 火 川 角 度 を ，'" j ，に 選 べ る た め 、 多 機 な ，11，1M ｊｦ ｾ 状の 村 ｩｩ ｴｩ

が平手争 う に ｾ Ａ� られる 。

(4) 単純な百!) I'dl に プ レ ハ プ 化 さ れ て お り こ れ ら の 部品 は 厳 併 な 1

1

11¥11

竹島! の も と に 、 鍛 造 ・機 械)JII 工 芸手の 1". ; 定化下法により製 ii E さ れ

る。

(5) IJ.U'i;¥' の 冷 淡 の ほ か 、焼イJ 格 袋 、 メ ッ キも "J 能 で あ る 。

(6) )'; 1¥川， はコンパクトに州包でき、A ! l i t般 取 扱 い が附 1j1で あ る 。

(7) 劇 場 に お い て 、 熟練 労 働 者 を 必 必 としないで作品11 に 往iit で き る 。

この新しいシステムは、 ＱＧＱ， Ｑ ， な宅 Ｏｩ ｜ｪ を創 ｬ れ する椛 ｩ 立として、体行 自Ｇｴｾ

.  I長 ぷ 場 ・多 11 的 ホ ー ル ・配 送 セ ン タ ー ・合 J;1f など申Il¥広 い 川 途 に i盛

mで き る 。

@  

本 社

T  E し

大阪営業所

T  E  L  

ｻ なかのだいじ Ｏ 新日本製織 ｬｬｩｾ 技術部Ｉ

新日本製銭株式会社

干100 東京都千代田区大手町 2 丁目 B番 3 号

03- 242- 4111 大代表

〒530 大阪市北区中之島 3 丁目 2 番 4 号朝日新聞ビル

06- 202- 2201 代 表
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タイヨー・ T Mトラス

沖 始

タイヨー ・T M トラスは数ある 立体トラスのなかで、 t止界でも っ と

も 経 験 の 深 い メ ロ シ ス テ ム を 規 絡 化 し て 建 設 大 臣 の 認 定 を 取 得 し た

T  M ( メ ロ ) シ ス テ ム で 組 立 て た 立 体 トラスです 。

私 ど も 太 陽 ( 株 ) は 、 こ れ ま で に 建 築 家 の 方 々 の 創 作 活 動 の な か か

ら要求された、あらゆる形態の立体トラスに| 刻する問題を解決し、

建 設 を 実 現 し て ま い り ま し た 。 立体 ト ラ ス の 創 作 で は 工 場 製 作 や 現

場 作 業 を 容 易 に し 、 チ ェ y クをやりやすくして従事長の総合品質を尚

め る た め に 通 常 、 材 穫 を 統 ー し て 少 な い 種 類 の 昔11材 椛 成へ の 努 力 が

は ら わ れ ま す 。 たしかに大応力の音11分の苦11材 断 面 で 統 一 し て 建 設 し

た 極 体 の 潜 在 的 な 剛 性 は 高 〈 、 そ れ が 立 体 ト ラ ス を 特 徴 づ け て い る

ことは 4.... 笑 で す が 、 特 殊 な 形 状 の シ ェ J レ や 大 ス パ ン ド ー ム な ど の 超

建 築 物 で は 、 い ち じ る し い コ ス ト ロ ス が 発 生 し て し ま い ま す 。

趨 建 築 物 に お け る 立 体 ト ラ ス の 製 作 上 の 問 題 点 は 多 種 多 械 で す が 、

代 表 的 な も の を 2 - 3 ぬ げ る と 次 の よ う で す 。

1. 超 建 築 物 に お け る 立 体 ト ラ ス 製 作 の 問 題 点

1  - 1  ビ ル デ ィ ン グ エ レ メ ン ト の 種 類 が 多 く な る と 生 産 技 術 上 の 管

理 が 鰍 し く な り 、 均 ー な 品 質 を 保 ち に く い 。

1 - 2  苦11材 の 寸 法 誤 差 集 積 が 発 生 し や す く 、 建 設 途 上 で 修 正 す る

必 姿 が 生 ま れ る 。 そ の 場 合 、 初 期 理 論 と 呉 っ た 強 度 性 状 の 立 体 ト ラ

ス と な っ てしまう 。

1 - 3  現 場 組 立H寺の仮設工4 が大がかりとなり、建設物のイ寸lJU{i Hi

値 と し て 組 込 ま れ な い 、 残 存 し な い 費 用 が発生する。

1 - 4  工 場 製 作 、 現 場 組 立 の 工 期 が 長 い 。

タイヨ - T M ト ラ ス は こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 球 や シ ェ ル

の 面 分 割 か ら 工 場 製 作 、 現 場 組 立 に 至 る 図 面 や リ ス ト な ど の テ ク ニ

カルソ ー ス を 屯 子 計 算 機 に よ って一 以 処 理 で きるソフトウエアと、

そ の テ ク ニ カ ル ソ ー ス を 使 用 し て お こ な っ 全 自 動 機 桜 の J.Ji 用音IH..j製

造 機 や N C 工 作 機 な ど と を 連 動 さ せ る ハ ー ド ウ エ ア ー か ら な る T M

( メ ロ ) シ ス テ ム に よ っ て 生 産 さ れ ま す 。 こ の シ ス テ ム の 特 長 の 必

も な も の は 次 の よ う で す 。

2.  T  M ( メロ) システムの特長

2 - 1  ジ ョ イ ン ト が 小 さ く て 堅 牢

T M トラスは、す べ て の加 工 を 工 場 で 完 成 さ せ た 2 紐 類 の ビ ル デ イ

ン グ エ レ メ ン ト ( 鋼 管 製 の 音11材 と 鋼 球 グ ロ ー プ ) を 核 合 し て 組 立 て

ます 。 晋11材 の 両 端 に は 鍛 造 成 型 し た コ ー ン 状 の ス リ ー ブ が j谷被され、

そ の ス リ ー ブ に は 材 iliill 方 向 に ス ラ イ ド す る ボ ル ト が 装 世 さ れ て い ま

す 。 こ の ボ ル ト を 接 合 す る ク ロ ー プ は 鍛 造 成 型 し た 鋼 球 に ネ ジ 孔 が

つ く ら れ て い ま す 。 ボ ル ト と グ ロ ー プ に は 高 悩 力 鋼 ( ク ロ ム モ リ ブ

デ ン 鋼 ) が 使 用 さ れ 、 熱 処 理 さ れ て い ま す 。 従 っ て T Mトラスのジ

ョイントは小さくても堅牢で、 ml 材 の 織 り な す 美 し い 紛 が 生 き ま す 。

( 図 ー 1 )  

2  - 2  超 建 築 に 要 求 さ れ る 生 産 技 術 に 追 随

T M  ( メロ) システムは屯子計算機によって音11材 の 長 さ 寸 法 、 断 l師、

装 着 ボ ル ト な ど を 、 テ ク ニ カ ル フ ァ イ ル の 中 か ら 自 動 的 に 選 定 し て

組 合 せ 、 仕 機 決 定 を 自 動 的 に お こ な い ま す 。 さ ら に 工 場 生 産 用 の リ

ス ト の 作 成 、 仕 機 の1m'! 生. J t 合やづ法規絡の J子例、現場組立用の苦IH..j

配 世 図 の 製 図 な ど も 自 動 化 さ れ て い て 附J :8l いを 犯 し ま せ ん 。 ま た ml

材 角 度 を 決 定づ け る グ ロ ー ブ の 孔 あ け を お こ な う N C 工 作 機 に 入 力

す る た め の デ ー タ ー も 出 力 さ せ る - f l ' したソフトウェアーによ っ て

生 産 技 術 を カ ー ド し て い る た め 、 シ ェ ル や ド ー ム の よ う に 材 般 が 多

〈複雑な設計の要求に追随て凶きます。
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鏑ｾグロープ

トラス材 (鏑管)

打込みピン( ナ ットを回転させることによ って

その回伝をボルト Iこ伝える)

組立孔
スライドクリアランス

図 1

2  - 3  現 場 組 立 時 の 煩 雑 さ を 解 消

自動製図機で怖かれた音11材配置図には、苦11材極の指定と配世の方向、

グ ロ ー プ の 般 類 の 指 定 と 設 造 方 位 が 指 示 が さ れ て い ま す 。 作 業 貝 は

配 也 図 に 記 さ れ た 記 号 通 り に 、 苦11材やグロープに哀IJ 印 さ れ た 記 号 を

合 せ て 配 置 し て ボ ル ト 接 合 す る た 一 け で 設 計 通 り の 形 状 を つ く り だ す

ことカずできます 。

2  - 4  耐 久 性 の 優 れ た 表 面 処 理

T M トラ ス の ビ ル デ イ ン グ エ レ メ ン ト は 、 1容角1! . ' i l i鉛メ ッキ 処 理 さ れ

て い る た め 腐 食 し に く く な っ て い ま す 。

2  - 5  材 料 の ム ダ が な く 軽量

T Mトラ ス の ビ ル デ イ ン ク エ レ メ ン ト に は ぜ い 肉 が な く そ れ だ け4差

益 で す。

2  - 6  高 い 寸 法 精 度

T M トラ ス の ビ ル デ イ ン ク エ レ メ ン ト は 厳 し い 寸 法検 査 を ク リ ア ー

し て い ま す 。 百11材 の 長 さ 寸 法 の 公 差 は プ ラ ス 方 向 0. 3 mm、 マ イ ナ ス

方 向 0. 7 mmで す 。 こ の 公 差 は 材 長 3 mの音11材 の 場 合 、 プ ラ ス 方 向 で

1/ 10 ，000、 マ イ ナ ス 方 I1. J で2. 3/ 10 ，000 と い う 篤 典 的 な 精 度 で す 。

ま た 、 グ ロ ー プ の フ ラ イ ス 而 の 寸 法 公 差 は 、 プ ラ ス ・マ イ ナ ス 0. 2

ms l 、 ネ ジ 孔 の 角 度 は プ ラ ス ・ マ イ ナ ス 1 !.支 の 公 差 で す 。

2  - 7  全 自 動 溶 接 で 品 質 が 高 い

T M トラスの苦11材 は 、 専 用 の全自 動 浴 核 機 で 鋼 管 と ス リ ー ブ が ア ッ

セ ンブ リ さ れ 、 ボ ル ト が 組 込 ま れ ま す 。 品 質 の ほ と ん ど が 工 場 で つ

く ら れ 、 現 場 で は 他 の音11品 を 必 要 と し ま せ ん 。

T M  ( メロ) システムのジョイン卜は、 図一 1 に 示 す よ う に 寸 法 の

逃 げ が あ り ま せ ん 。 従 っ て ボ ル ト を 所 定 の ト ル ク で 締 め る と 部 材 聞

の角度が決定され、 ト ラ ス の 形 状 が 自 然 に 形 づ く ら れ ま す 。 T Mト

ラ ス は こ の 特 徴 を 生 か し て 独 特 の 組 立 法 を お こ な う こ と が で き ま す 。

つ ま り 、 シ ェ ノ レ や ド ー ム の 頂 点 の ト ラ ス ユ ニ ッ ト を 床 上 で 組 み 立 て 、

| 妹核する音11材 を 組 立 て る 作 業 ス ペ ー ス を 保 持 で き る 分 だ け 完 成 し た

トラスユニ γ トをリフトア ップ して次の音I1材 を 組 立 て ま す 。 こ の 組

立 工 法 で は 1D( 後 ま で 地 上 作業 な の で作 業 が 安 全 で あ り 、 仮 設 足 場 を

必 袈 と し ま せ ん 。 写 真 一 1 と 2 は 支 点 問 51 m の 立 体 ト ラ ス シ ェ ル 、

写 真 一 3 は l直径4 0 mの ジ オ テ. O/ッ クドーム、 写 真 一 4 は シ ン グ ル レ

イ ヤ ー の ト ー ム の 地 工 似IJ で す 。こ れ ら は い づ れ も 上 記 の よ う な 地 上

組 立 の 工 法 に よ る も の で す 。

T M トラスの大スパン用音11材 ア ッセ ン ブ リ は 表 ー 1 に 示 す 極 類 が あ

り 、 そ れ ぞ れ の 位 鎖 の 許 容 応 力 が マ ト リ ッ ク ス に 示 さ れ て い ま す 。

ま た ボ ル ト は 表 - 2 に佐賀Ji と許谷応力その他のデーターを、 表 - 3

にはワ y ノマーの データ ー をそれぞれ記，1或しました 。 音11材 ア ッセ ン ブ

リ は 、 町 村 で あ る 鋼 管 の 必 皮 で 決 定 づ け ら れ 、 引 d長り材においては

r  



ボ ル ト 強 度 〉 鋼管， ｾＡｬｩ度、 圧 縮 材 で は

ワ ッ パー 強 度 〉 鋼 管 強 度 で 組 合 せ ま す。

( お き はじ め/ 太陽(附企画 開発室長 )

T M二ぉ宍竺 2 邸 O 3. 250 3. 650 4. 050 4. 450 4. 850 5. 250 5. 650 6. 050 

47. 06 45. 02 42. 82 40 .48  38. 04 35. 51  32. 92 30. 31  27. 65 

165 . 2O  X 4 . 5 t  M4 2  

29. 57 29. 57 29. 57 29. 57 29. 57 29. 57 29. 57  29. 57 

165 . 2O  X 5 . 0 t  M4 2  

52. 08 49 .81  47. 36 44 .76  42. 04 39. 23 36. 35 33. 44 30. 52 

32. 64 32. 64 32. 64  32 .64 32. 64 32. 64  32. 64 32. 64  

19 0 . 7O  X 5 . 3  t  M4 2  

66. 33 64. 16  61. 80 59. 26 56. 56 53. 75 50. 83 47. 84 44. 79 

44 . 36 44. 36 44. 36 44. 36 44 .36 44 .36 44 . 36 4.1. 36 44. 36 

66. 33 64. 16  61.80 59. 26 56. 56 53. 75 50. 83 47. 84  44. 79 

190 . 7O  X 5 . 3  t  M4 8  

40. 94 40. 94  40. 94  40. 94  40. 94  40 .94 40. 94  40. 94 40. 94  

216 . 3O  X 4 . 5 t  M4 2  

66. 02 64. 36 62. 53 60. 56 58. 44 56. 21 53. 88 51. 46 48. 97 

46. 48 46. 48  46 .48  46. 48 46. 48 46. 48 46. 48  46. 48 46. 48 

216 . 3O  X 4 . 5 t  M4 8  

66. 02 64. 36 62. 53 60. 56 58. 44  56. 21  53. 88 51. 46 48. 97 

43. 52 43. 52 43. 52 43. 52 43. 52 43. 52 43. 52 43. 52 43. 52 

216 . 3O  X 5 . 8 t  M4 2  

84. 48 82. 33 79. 97 77 .41  74. 68 71.79 68. 77 65. 65 62. 43  

59. 27 59. 27 59. 27 59. 27 59. 27 59. 27 59. 27 59. 27 59. 27 

84. 48 82. 33  79. 97 77 .41 74. 68 71. 79 68. 77 65. 65 62. 43  

216 . 3O  X 5 . 8 t  M4 8  

55 .45  55. 45  55. 45  55.45  55. 45 55. 45 55. 45  55 .45  55. 45  

'  216 . 3O  X 5 . 8 t  M5 6  

84. 48 82. 33 79. 97 77 .4 1  74. 68 71. 79 68. 77 65. 65 62. 43 

' 8. 01 48. 01  48. 01 48. 01  48. 01 48. 01 48. 01  48. 01  48. 01  

216 . 3O  X 8 . 2 t  M4 2  

117. 85 114 . 79 11 1. 42 107. 78 103. 88 99. 78 95. 49  91. 05 86. 49  

82. 14  82. 14  82. 14  82. 14  82. 14  82. 14  82. 14  82. 14  82. 14 

216 . 3O  X 8 . 2 t  M4 8  

117. 85 114. 79 11 1. 42  107. 78 103. 88 99. 78 95. 49  91. 05 86. 49 

76. 73 76. 03 76. 73 76. 73 76. 73 76. 73 76. 73 76. 73 76. 73 

216 . 3O  X 8 . 2 t  M5 6  

117. 85 114. 79 11 1. 42 107. 78 103. 88 99. 78 95. 49  91. 05 86. 49  

66. 24 66. 24 66. 24  66. 24 66. 24  66. 24 66 剖 66. 24  66. 24  

267 .4O  X 6 . 0 t  M4 2  

11 1. 85 110 叩 107. 94 105. 68 103. 25 1曲 目 97. 90 95. 02 92. 01  

84.05 84. 05 8，1. 05 84. 05 84. 05 84. 05 84. 05 84. 05 84. 05 

11 1. 85 110 曲 107. 94 105. 68 103. 25 1曲 目 97. 90 95. 02 92. 0】

267 .4O  X 6 . 0 t  M4 8  

79. 97 79. 97 79. 97 79. 97 79. 97  79. 97 79. 97 79. 97 79. 97 

267 .4O  X 6 . 0 t  M5 6  

111. 85 110 曲 107. 9同 105. 68 103. 25 l曲 65 97. 90 95. 02 92. 01  

72 ∞ 72. 00 72 伺 72 曲 72 曲 72 回 72 曲 72 曲 72 凹

267 .4O  X 6 . 6 t  M4 2  

122. 72 120. 68 118. 4 1  115. 93 113. 25 110. 39 107. 36 104. 18  1伺 86

92. 12  92. 12  92. 12  92. 12 92. 12  92. 12  92. 12  92. 12  92. 12  

267 .4O  X 6 . 6 t  M4 8  

122. 72 120. 68 118.4 1  115. 93 113. 25 110. 39 107. 36 104. 18  1叩 86

87. 64 87. 6'  87. 6'  87. 64 87. 64 87. 64 87 刷 87 臼 87. 64  

122. 72 120. 68 118. 4 1  115. 93 113. 25 110. 39 107. 36 104. 18  i佃 86

267 .4O  X 6 . 6 t  M5 6  

78. 87 78. 87 78. 87 78. 87 78. 87 78. 87 78. 87 78. 87 78. 87 

267 .4O  X 9 . 3 t  M4 2  

170. 94  168. 04 164. 81 161. 29 157 .49  153 .43  149. 13 144. 63 139. 93 

127. 69 127. 69 127. 69 127. 69 127. 69 127. 69 127. 69 127. 69 127. 69 

170. 94 168. 0'  164. 81  161. 29 157. 49  153 .43  149. 13  144 . 63 139. 93 

267.4O  X 9 . 3 t  M4 8  

121. 37 121.37 121. 37 121.37 121. 37 121. 37 121.37 121. 37 121. 37 

170. 9'  168. 0'  164.81  151. 29 157 .49  153. ' 3 149. 13 144. 63 139. 93 

267 .4O  X 9 . 3 t  M5 6  

109. 01  109. 01 109. 01  109. 01  109. 01 109. 01  109. 01  109. 01  109. 01  

135. 97 13' . 38 132. 62 130. 68 128. 56 126. 29 123. 87 121.31  118. 62 

31 8. 5O  X 6 . 0 t  M4 8  

102. 86 102. 86 102. 86 102. 86 102. 86 102. 86 102. 86 102. 86 102. 86 

135. 97 134. 38 132. 62 130. 68 128. 56 126. 29 123. 87 121. 31  118. 62 

318 . 5O  X 6 . 0 t  M5 6  

94.71 94.71  94.71  94. 71 94. 71  94. 71  94. 71  94. 71  94. 71  

318 . 5O  X 6 . 9 t  M4 8  

155. 88 154. 05 150. 02 149. 78 147. 34 144. 73 141. 94 138. 98 135. 88 

117. 77 117. 77 117. 77 117. 77 117. 77 117. 77 117. 77 117. 77 117. 77 

155. 88 154. 05 152. 02 149. 78 147.34 144.73 14 1.94  138. 98 135. 88 

318 . 5O  X 6 . 9 t  M5 6  

108. 39 108. 39 108. 39 108. 39 108. 39 108. 39 108. 39 108. 39 108. 39 

177 . 85 175. 76 173. 42  170. 85 168. 05 165. 05 161.85 158. 46  154. 90 

318 . 5O  X 7 . 9 t  M4 8  

134. 17  134. 17  134. 17  134. 17  134. 17  134. 17  134. 17 134. 17  134. 17  

177 . 85 175. 76 173. 42 170. 85 168. 05 165. 05 161.85 158. 46  154. 90 

318 . 5O  X 7 . 9 t  M5 6  

123 .43  123. 43  123 .43  123. 43  123.43  123. 43  123 .<13  123. 43 123 .43  

229. 95 227. 20 224. 14 220. 76 217. 10 213. 16  208. 96 204.52  199. 86 

318 .5O  X 10 .3 t  M4 8  

172. 85 172. 85 172. 85 172. 85 172. 85 172. 85 172. 85 172. 85 172. 85 

229. 95 227. 20 224. 14 220. 76 217. 10 213. 16  208. 96 204. 52 199. 86 

318. 5O  X 10 . 3 t  M5 6  

158. 84 158. 84 158.84 158. 84 158. 84 158. 84  158 制 158. 84 158. 84 

表 ー 1 T M ( メロ) システムパ イ プ の 短 期 許 容 設 計 軸 カ ( t o n ) <O165以 上〉

上 段 引 張 り お よ び 局 部 強 度 下 段 座 屈 強 度

ネ ジ 谷 軸 断 [ 師 硝

ｾｊ Ｇ ｊｬ ｈｾ 監 さ 降 伏 山

許容引* ， 許容引 ，;u応力 ( l )

や ｾ ｾ ＱＱ＠ 強 ! 且 断 l師 lIi ( ピンイL控除) 応 力 j且

(cm' ) (cm' ) (  l  Ic叫 ( l  i耐) (  l /cM)  長 Jij l 短 期1

5 T  5 .0  3. 00 1. 50 15. 68 23. 52 

M42  10 .45  11. 396 

10 1  10. 0 9. 00 3. 10  32. 40  48. 60 

5 1  5. 0 3. 00 1. 50 20 .64  30. 96 

M48  13. 76 15. 74  

10 1  10. 0 9. 00 3. 10 42. 66 63. 99 

5 T  5 .0  3. 00 1. 50 28. 56 42. 84  

M 56  19 .04  20.98 

10 1  10. 0 9. 00 3. 10  59. 02 88. 53 

表 - 2  T M( メ ロ) シ ス テ ム ボ ル ト の 強 度 表 < M4 2以 上〉

u  i量 個i } l ( ピノ

引張強さ

リ|松強さ

時伏o ' i

，{'f'f t圧 縮 許容l _ f : 掛応力 ( ，)  

惜 別l 強J!l: 断 的l 附 J L控 除 ) 断 の 70 %  応 IJ 1!l: 

t岨} 而楠 ( "")
(  ， 1m)  (  ， 1"' ) (  I  /cnt )  (  [  /1出 ) 民 刷 安'J W! 

M42 S W70 7  T  20. 389 21.70 7 曲 4. 90 5 回 3. 33 67. 90 101. 85 

れ148 s、"8ο 7 T  26. 507 28. 291 7. 00 4. 90 5 叩 3. 33 88. 27 132. 41 

M56 S W9 0  7 1  31. 447 33. 946 7. 00 4. 90 5 同 3. 33 104. 72 157 似}

表 3  T M( メ ロ) シ ス テ ム ワ y パ ーの 強 度表 < M4 2以 上〉

-------

~ー~ー~

ーーーーーーー

ーーーーーーーーーーーーー一ーーーーー一ーーー一ー- 一一ーーーーー一ーーーーーーーー

〆

ポ ー ト ピ 7 ' 81 国際 広 場 建 築 主 : (同神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 博 覧 会 協 会

設 計 : (同神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 博 覧 会 協 会

例 日 建 設 計

ボ ート ピ7 ' 81 芙 蓉 グ ル ー プ 館 設 計 村 田 豊 建 築事 務 所

。

川口調E帯構造設計事務所

太陽株式会社

〒5 3 2 大阪市淀川区木川東 4 丁目 B 番 4 号

電 話 0 6 - 3 0 1 - 6 1 5 4

干7 3 0 広島市東区光町 1 ー 1 2 - 2 2減 ビ ル 1 0 5号

電 話 0 8 2 2 - 6 1 ー 1 2 5 1

九州( 福岡 ) / 東京/ 名古屋/ 仙台/ 札幌
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ダイヤモンド構造

DT- C DT・G

DS- T DD- T 

DD- R DD- A 

D P・C H DP- I N 

DF- I N DF- AD 

6 6  1I l 築と社会/ 1982年 8 月号

ダイヤモンド構造の実例

三 菱 重 工 業 ( 株 ) 長 崎 造 船 所 移 動 上 家 〔 ニ ュ ー ダ イ ヤ モ ン ド ND)

i脱 税 スパン 10 6 m 桁 行4 5 m . 以尚古11高さ 5 0 m ( 2 株 )

幅 1 0 0 mのド ッ クを鋭う造船作業の1 : 1 1徐 け を 目 的 と し た 移 動 上 家

である 。上 家 は 4 州l で文えられており、 1 1.凶l 当り 4 輪 、 合 計 12輸

による白定式上家で Ｕｭ Ｏ ｭｩｮＮ の走行 ｪ 生 ｊ 立をもっ 。 ｬ 瞬間放大ＩＡￚｾ速

64 . 5 m  / sec迄 l耐 え ら れ る よ う 設 計 さ れ て お り 、 水 平 力 に 対 し て は

ス パ ン 方 向 は l 腕l当り 2 愉の7 . k ｾ ｉ ｌｬ ｬ ｩ 輸にて、桁万 ｬ 古 ｬ は虫書留装慣に

て 処 理 し て い る 。 r設計 巴 組 鍛 工 所 l

| 施 工 巴 組 織 工 所 |

秋 田 県 立 ス ケ ー ト 場 〔 ニ ュ ー ダ イ ヤ モ ン ド ND)

規 絞

直線古1178. 61 m 、 コ ー ナ 一 郎 半 径3 5 mの ス ピ ー ド ス ケ ー ト リ ン ク

及 ひ'1直線音11に 沿 った ltijj 9  mの t j=J:111スペ ー スを緩う上家て¥直線音11

はアーチ形状のトラス、 l尚必古11は半球製ドームの組合せで、全体と

しては、まゆ ｽｦ ｾ をしている 。 ｲ 設計 久米主I ! 築事務所 l

| 他 工 大 成 維 設 |

| 欽 竹 山 組 鉱 工 所 |

T  



大スパン構造の実例

名古屋市国際展示場

m娘 l丘径134m

、
l
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工
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工
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日
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計

工
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設

地

鉄

「

I

l

l

1

1

1

1
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札 幌 オ リ ン ピ ッ ク施設・ 真 駒 内 屋 内 ス ケ ー ト 場

ｊ＼ ｊｬｊ 必 ｬ 丘 ｦｾＱＰＳｭ
[じt設郎i計l' "1判l一イ F

b地血工 f的"山1ワ; 水 建 設

欽 竹 巴 組 鍛 工 所

トモエユ= トラス

平 版 図

伏 図

円 筒 形

伏 図

〉ど 1'1<' l'l.ど I￥ JV  で';L 1¥ど

!rx x  ｾ＠ t)( bど '!'xl i  

〉ど 1:>< 1:>< 1:><: 1)( 1:>< Dk: 

lX 1>く X  IX IX Xl !  

x  1>く l>く IX X  Dく l X 

Pく l X 〉く Pく l X 〉く !

X  〉く liく 匹 v¥ 11く p¥ 

11¥ li¥ A  11又 Pく
7く!
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Il¥ ア¥ 1¥ |ス l¥ Il¥ Il¥ 

推 動 形

伏 図

透 視 図

ポールジョイ ン ト

<t :2 巴組鍛工所

姐: 設本音11 03( 533) 9601 東 京 都 江 東 区 立 洲 3 - 4  - 5  

本 社 03( 571 )8681 点 京 都 'i ] 央区銀座 6 ー 2 - 10 

大 阪 支 l苫 06( 352)5031 大 阪 市 北 区 天 満 2 - 10ー 12

名 古 屋 ・広 島 ・ 松 山 ・稲 岡 ・大 分 ・熊 本
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1982年版R C規準の改

定とスラブの設計法

岡 田 克 也

1  . はじめに

近年、長期荷重下での鉄筋コンクリート造スラ

ブの過大ひびわれをともなう過大たわみ障害によ

って、使用者に耐力上の不安と使用性をそこなう

例がしばしば発生している 。 このような状況を改

善する目的で、建築学会R C第 l 小委員会で、 R C

規準の床スラプに関する規定の検討作業が進めら

れてきた。 これらの成果を踏まえて 1982年版 (以

下82年版と呼ぶ) の 13粂床スラブの規定が、つぎ

の二点で改定された 。

1  ) スパンの大きいスラブおよび般戦荷重の大き

いスラブに対して、 1979年版の規定より厚さが地

す式に改定する 。

2  ) 小ばり fすき床スラプの場合、小ぱりと大ぱり

との聞に過大なたわみ差を生じないように、小ば

りに十分な曲げ剛性を篠[ 呆させる粂項を付加する 。

ここでは、主に 1 ) に関連するスラプの設計法

について述べることにする 。

2. スラブのたわみ限界

長期荷重下における過大ひびわれと過大たわみ

を防止するためには、必然的に現行の許容応力度

設計法よりひびわれやたわみをある限界に対して

設計する、いわゆる限界状態設計法へ移行する必

要があり、今副の改定はこのような設計法への一

つのステ γ プであるといえよう 。具体的には使用

者のクレームとならない長期たわみ chの限界を、

短辺有効スパン μ l こ対す一る比として(1)式のように

定め、これをもとにスラブの寸法を決定するよう

に規定している 。

ch三五ex/250 ・・目'・ ・( 1)

しかしながら長期たわみの限界よりスラブ寸法

をr夫めるためには、 0 1. が昔日材のひびわれによる岡IJ

性低下、コンクリートのクリープ、収縮など非常

に多くの要閃が複雑に絡み合 っているため、それ

ぞれを分離解析して設計に結びつけることは困難

である 。 したがって、実用設計では長期たわみの

単純な評価方法が必要となる 。 ｒｃ 規準の ＸＲｾ ド版

では、全断面有効としたときの弾性たわみぬがそ

の後のひびわれ、クリープなどによ って噌大し長

期には 01. となるとして、以下の式を基本としてい

る。

01. =去命 (2)  

ここに、 α y: 部材の5ij[ 性副げ剛性に対する降伏

68 建築と社会/ 1982年 B 円丹

時の低下率、 ' l ' : クリー。プ、収縮などによる長期

たわみ係数

(1)、(2 )式より長期たわみ限界を満足するために

は、 si j[性とわみスパン上toe/e訂正以下となる 。

oe  ｾ＠ 1 α 百 l

一 一 話 一 一 ・ 一 一 = 一 ・ ・ " (3)

2x =  250 'l' U  

通常- の場所打ちの両端問定の帯スラブの実験結

果などより、長期たわみの. t 1 ' 1 大率、主/ αg は 16程度

と考えられる 。 したがって(3)式の右辺は l パl = 1/ 

4000 となり、周辺固定スラプの厚さは弾性たわみ

スパン比ぬ/ Px を1/ 4000以下になるように設計す

れば、( 1 ) のたわみ限界を一応満足できるとしてい

る。建物の使用性能上、長期たわみi立を2x/250よ

り小さな値に抑えるためには U の値を 5000- 6000

にする必要となろう 。

等分布荷重H寺周辺固定長方形スラプの oeの値は 、

79年版 R C規準に も計算図表が掲載されており 、(3)

式を満足するスラプ厚さを求めるには、この図を

用いてくり返し計算が必要となる 。82年版 R C 規

準ではこの不便を改善し、 79年版 ( t =百告4 T2x)

と同様、簡便な スラプ厚さ式を提示している 。

3. 周辺固定長方形スラブの厚さ算定式

等分布荷重H寺周辺回定長方形 スラブのたわみ oe

の略' t f . 式は、 十分な精度 で次式で与えられる 。

3 ω 2x
4  

=  --=- a' 一 一 了 ・・ '(4 )
8  _. Et  

ここに、 α =古 品τ 、 ) . =Py/ px: 長辺と短辺

有効スパン比、 W = Y d + ωp W: 全荷重 、Wp :

積載荷重と仕上荷重の和、 t スラブ厚き、 y，:  

鉄筋コンクリートの単位荷重

(3)式と (4 )式が等しいとおき、整恕すると t に閲

する 三次式となる 。 これを近似的に解くと次式が

得られる 1)0

( 3 U  ¥す (J.. - 0 . 7 ¥

t  =  0  .138 1一一ーイ ｬ τｾ ｉ＠
¥l 6EJ  ¥. ) . -0 .6)  

l 盟1 L . _ ( ! }_i す l
1  Ｋ Ｑ Ｐ ω ｐ ＫｾＢ｟ｕｾｾ ｾ ｉｬ ｟ ｛＠ ';;. )  2x [  2x ' …ー15)

1+ 10ω p¥_ E )  .<C N  J  

高強度コンクリートや経立コンクリートを用い

る場合は、ヤング係数E 、圧縮強度Fc 、単位体制

重公 Y の関係を、 R C 規準に示されている次式と

すると、 ｾ＠
5  ( γ ¥  1. 5  /Fc 

E =  2.1 X  10
5  

1;;- 一一 1 /昔去マ …・・・(6)

¥. 2.3 )  J  200 

(5)式はつぎのように修正される 。

( 2. 3 ¥す ( 200 'iす

t = 0 .138 I一一 | 円 テ ー1

¥. Y  )  ¥. F c  )  

( 3 U V M 7  

1 6 X 2 . 1X 10
5
)  ¥)， - 0 .6  

[ A E L f 3 ) +  1+ 10Wp+  一 一1

1+ 10Wp ¥. y  J  

(  ｾｾＩす ＨＲＮＱｾＱＰＵＩ す ｩI  1;;- 一一一一吉 2x lPx …・・・(7)

F c )  ¥.2.1 八 10
5

)  ｾｎ＠ I  

(7)式によればスラプの厚さは概略 (2 .3/ ゆ+(200

/ Fc )すに比例する 。 ちなみに軽公コ ンクリートで

Y=  l . 85 とす ると (2 .3/ y)す = l . 12となり、 RCk.見

準の規定にある1 . 1 倍にほぼ一致する 。 また Fc =  

270kg/cni では ( 200/ F c)す= 0 .95 となり、スラプの

厚さは 5 %薄くなる 。 しかし高強度コ ンクリート

では(3)式の ? の値を若干小さく評価できるので、

スラプの厚さを薄く評価する方向でさらに有利な

要因となろう 。

通常のスラフO( F c = 210kg/cni 、E = 2 . 1X 10
5

kg/cni 、 y = 2. 3) では (5) 式をさらに簡略化して 、

82年版のスラブ厚さ算定式である次式が得られる。

t =0 .02 ( と 叫 ( 1 + 盟十ι i 2x ・(8)

¥). - 0 . 6)  ¥." '  1000 '  1000)  

ここに、 I 、2xの単位はcm、ω pはkg/ ば である 。

図ー 1 は、 (8)式と 79年版の式によるスラブ厚さ

を比較したものである 。 また、 図 - 2 はωp=260

10 

2. 00 

図ー 1 R C規準79年版と 82年煩によるスラブ

E  

厚さ算定結果の比駿(λ = PvIPx :辺長比)

o  100 200 300 400 500 600 700 

1! x  (叩)

図ー 2 種今のωpにおける t とh の関係 P = 1.5)

E  

U  

- 1000kg/ ばまで変化させたときの t とPX の 関 係

を示している 。点 線 剖8)式、実線は三次式の解で

あって、 (8 )式は園高' t f . 式として十分な精度を有して

いる 。 また 79年) 援の式に比べてスパンが大きくな

るほど、積載荷重 が大きくなるほど厚い ちブを

与えることになる 。 このように 82年版では、スラ

ブは j写くなる方向 にあるが、過大たわ み障害を起

こしたスラブでは、 明 らかに施工方法や使用材料

が適切でなか ったものも多く含まれでおり、これ

を設計ですべてカバーするのは不合理であろう 。

今後は、実構造物中のスラブのひびわれやたわみ

の性状に関するデータを蓄積して、材料施工の要

因なども見緩めて、これらを規準に反映していく

ことが必要であろう 。

参考文献

1  ) 岡田克也 岡本附彦 ーたわみ制御を目的とした鉄筋コ

ン7 リート造床ス ラプの適正j早さの算定式について、日

本主I ! 築学会関東支部研究報告集 (目的7)

( おかだ かつや竹中工務庖技術研究所主任研究員)
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新しい電線管一合成樹

脂製可撰電線管

中 西 義 昭

最 近 の 事 務 所 、 マ ン シ ョ ン 、 学 校 、 倉 庫 等 の 建

設 は 、 プ レ ハ ブ化 部 材や省力化 工法により大幅な

工期短縮が図られている 。 これに伴 って、電気配

線 工 事 に お い て も 入 手 不 足 や 人 件 費 の 高 騰 問 題 か

ら施工の容易化、 工数の省力 化 の要望は強く、す

で に 合 理化 省 力 化 配 線 として合成樹脂線ぴ工事・

C D管 コンクリー ト直 埋 工 事 ・コンクリート直埋

ケ ー ブ ル 工 事 等 が出 現 し、それぞれ施設場所や使

用目的に応じて適宜使い分けが行われている 。

ここに紹介する 新 しい電線管も合理化 省力 化

を目 的に開発された ものである 。配 線工 事 方 法 の

ー っとして電線 管 工 事 が あ り 、 現在 わが国では金

属 管 工 事 硬 質 塩 ビ 管 工 事 ・C D管 工 事 ・金 属 製

可 換 管 工事 があるが、合成樹脂管でさらに可換性

を向上させ、軽盆化を図るなど合理化 省 力化を

図れるものの要望が高まり、「合成樹脂製可換電線

管」として 出 現 し た ( 例 ・ 住友 電 工 の 「 プ ラ ダ ッ

クー F J 等 ) ものである 。

この電線管を使用 した工法は 、日本住 宅 公 団 ( (現)

住 宅 J 部市 整 備公団) の委託により 社 団 法 人 日 本 電

設工業協会に「合成鮒脂可後電線管工法研究委員

会 」 が 設 置 さ れ 特 性 ・施 工 等 の 検 討 が 行 わ れ 、 技

術的に支障なく実用化できるという成果が報告さ

れており、 6 月 末 に 法 基準化された 。

1 . 構造

海化ビニールポリプロピレン

代表的な精進図例 を /  /またはポリ工チレン

図 1 に示す。 すなわち ' 口 山 田 日 日 山 ，

硬質ポリプロピレンま

たはポリエチレンより

なる波付 管の上に軟質

塩 化 ビ ニ ル を 被 覆 し た

ものである 。構 造 寸 法

は表 1 に示す。
図 1

表 4 法 1) 下犯の比較は2 X l .6mmの助合。2 ) 紀 刀説明 。優秀 O 良 A わずかに劣る × 非常に劣る

洋空

合成樹脂製可憐111
コノクリー卜

線管 + IV

( プラダ， 7 - F + IV ) 直立E用 V V  

合卜 f圭

x  (21 .5mm員)

0 ( 13. 5mm戸)

14員管

重 iE 。(150kg/ km) 0 ( 225 kg/ km)  

m: 流容量 ム( l 8A) 0 ( 22A)  

屈 曲 性 。 O( 可挽性良好)

耐 衝 撃 性 0 ( 3 - 5kgm)  6 ( 3 - 4kgm)  

切断官1 :
《 ナ イフで容易に)

切れる

《 芸品ター使用で)

左京心籾IJ I1:'，1生 。( 線心 が自由) 。

附 属 品 O( 施工容易) Q( 施工容易)

工 具ーO( 腰道具) O( 腰道具、切断能)

B O X  接続 《 J 7 7 4 C )
《 2五五ング側 )

接 続 性 《 3品プリン 円安)
ベ 長尺可で蹴 不 )

ｾｉ だが 接続而倒

配線作業刊A 。( ; 車線n優究) 。( 容易)

人 線 信 伯l 。(jffi 線性優秀) x ( 不可)

工 ｾ ｊ ｴ＠
。~。

。

大 概 の 場 合 、 中間 接続 が 不一安となる 。 また立指数ロ

スが少な くなる 。

プ ラダ > 7  
1現世t P v  C 管

ケ ー プ ル 金属管 + 1  V  

(C D- I V)  + I V  

ＶＨ ＡＹｭＮｾ 戸 Ｉ
14戸管

ム(l 9mm戸)

19戸管

ｸＨ ｾｾｭＮｾ Ｉ＠
16JO管

0 (135 kg/ km)  ×  ム

ム(18A) ム(18A) ム( l 8A )

ベ 可 制 は あ るが)

曲げ1干大

x ( ベン ダが必要) x ( 加寄与が必要)

Q( 5kg m)  。 ム( 3 - 4 kgm)

《 ナイ7 で容易に)

切れ る

6 ( 金鋸で切る) ム( 同左)

。( 線心が自由) 。( 同左) 。( 同友)

O (施工容易) O( 施工容易) ム(施工少々面倒)

(ゲヵy F ) ( 腰道具 卜 つ
O( 腰道具)

×  イス台、リー

ムラ ンプ、カy 夕、

ヰ、ジ切り、

ンダ
リ- ' 7

《プラダ y クコネ )

クター

L:，与 6  

x ( 長尺可で接続不)

'Jl!ーだが綾続不可

ぐ ジカ y プリノ)

グで接続

ｾｾ品 プ リ ン グ綾Ｉ

4 2で楽。人線) x ( 受益重〈疲労大。)

線必要

ベ金属管よりは弘)

入線必要

O( 可能) O( 蒋 易 可 能) ｏ Ｈ 可 ￎｩｾ Ｉ

。 x ( 最もおい) ι  

・軽量で運搬作業が容易で安全である 。 ・・ 田50m で

の 重 量 は 約 l l kg ( 22員) で 、 か つ 把 巻 と な っている

ので持ち運びが楽で安全にできる 。

た結果は、 表 3 の通りであ った。 コンク リートス

ラブ配管での省力化 が大である 。 また実際に使 用

した現場での監管者は 、全体 的 にみて金属管の40

- 5 0 %の工数で絡工でき、さらに手馴 れ ることに

より工数が減るだろうと評している 。

・機 械 的 強 度 が 大。 耐食性に富む 0

. 難燃ド1: なので話、出配管も可能。

・配 管H寺に金属管のような騒音がない。

・ボ y クスとの接続、管同士のf妾k，，，'c が、硬質塩化

ピニル製のコネクター、カ y プリング等により 、

接着剤処理により容易にできる 。

・特殊な工具が不安である 。 ネ ジ切 り 、 ベ ン ダ

ーなどの特別な工具を要せず、 JJ 要道具のみでよい 0

・通線性が優れている 。 一各種の電線管で、管の

曲げ半径を内径の 6 倍とした曲がり音[14 カ所のモ

デル配管( 約30m ) をし、これに I V 電 線 2 mm員 2

本を引き入れ通線張力を測定した結果は表 2 の 通

りで、非常 に通線性に優れていると 言 える 。

・配管工数が大幅に削減可能で、経済的である 。

表 2

電 線 管 の 鶴間1 IV2JOx 2本引入通線の張力(kg)

合成樹脂製可換電線管 18戸

6- 8  (Max.  38)  

( プラ ダッ7 - F )

iW 鋼 港 線 管 19JO 18- 40 (Max  96)  

硬 質 ピ ニ ル 電 線 管 16JO 6- 38 ( Max.  100)  

C D管 16争 10- 73 ( Max.  126)  

3 . 省力化と経済性

同一場所で、合成樹脂製可換電線管とねじなし金

一方 、 経 済 性 は 電 線 管材料費が金属管 より高い

ので、全体的 な工事政としでは 、 10- 20 %の節減

になるものと思われる 。

4 . 各穫配線工法の比較

従来より行われている金属管、硬質 P V C管、

コンクリー卜直埋ケーブル等と合成樹脂製可換電

線 管 に つ いて総合的に 比 較すると 表 4 のようにな

る。

5 . 法規上の取り扱い

従来は法基準化 されていなか ったため 、個別イ斗

名ごとに例外承認申請を行い 、使用 されてきたが、

雪頭に述べた通り 6 月末に法基準化さ れ、特別に

申話することなく使用できるようにな った。

6  施工例

実際に胞工された一例 を写 真 に示す 。 ボ y クス

廻りの配管ーで あるが、可換性が良く自 由 な 配 管 が

できる ことが理解できる 。

表 1
(l jl( il: mm) 属管について、 同一 配管した場合の工数比較をし

公判: 内径 F人'l1をの最小値 タト f{  

14 13 .2  21. 5::!:: 0 .  5  表 3

16 15 目 2 23. 0::!:: 0 .5  
合成樹脂製 ね じな し

18 17 .1  26 .0土0 .5 可投電線管 金 属 管

22 20. 9 30 .5::!:: 0 .8  

28 26. 7 36. 5::!:: 0 目8

2 . 特長

コンクリートスラ ブ自己rr
2 人 3 人

延べ 6 時!日l 延べ10時間l

( コンヲリー トs o，7カ所)

(60)  (100)  

コンク リー卜壁内配管
2 人 2 人

[参考資料〕

電設工業 5 56.7同および8月号( 社団法人日本電設工業協

会発行)

特長を以下に列挙する 。

・長 尺 物 で 可 換 性 に 富 む。 ー標 準 単 長 1;l: 5 0 mで、

( コノセント I川 勺 い 時 ! 日l 山 寺 山l

y チ8 カ所、照明 プラケ (80)  I  (100)  

y ト2 カ所

( 引 にしよし あき ¥ 

住友電気工業株式会社電力事業部技術部技師/

建策 と社会/ 悶82年 8 号 69 



施工材料の頁

9 5  

トラベリング工法

- 松下録音機工場における施工 一

松 永 純 二

1  . はじめに

メーカーでは、技術革新と生産量の 1(') 大にとも

ない工場規模拡大がはかられている。しかし現在

の工場敷地 にゆとりがなく、また工場を移 t伝する

には土地の側絡がおいことや、周辺住民の誘致反

対等の 問題があ って容易ではない。工場を建て替

えするには生産をスト y プしなければならない問

題がある 。 そこで、生産をストップしないで既設

工 事 名 : 総下電総産業側主音機事業部

第 5 棟I自築工事 ( 1) 則)

建 築 地 : 大阪府門n市総生日rJ 酢4 月

建築主Ｎ総 ｆｾ 屯総産業件必読音機事業部

設計監理 . 側双昆，i生計

精 進 ・鉄骨造

規 模 : 1也J : 5 階、勝/ : l i 2 隣( J 円築工事は3階以上)

建築面積 : 5. 904m 

延床面積 : 18 ，828m 

架構面積 : 39m X I08m= 4.212m 

架構重量・ 700l on

写真一 1 作業所全景( 4 スパントラベ リング完了)

図 - 1 に工事概要関、 写真一 1 に作業所全対を

示す。

3. 本工事の特徴

工場の上に鳩築することを可能にしたのがトラベ ( 1) 大梁の地組み

リング工法である 。 1 枚7t onの梁を 3 枚継ぎ足して I 枚 の大梁と す

トラベリング工法は、大空間柄造物の大架柿の る際、①ルートH i l隔、②全長寸法、③むくり寸法、

組み立 てに際し 、 @ フランジの目 途 い寸法、⑤梁と梁の 間隔寸法、

① 組立用 クレーンが全面をカバーできない。 の精度確保を l苅るために、水平 ・垂直の微調整を

② 建物周囲の敷地に余裕がない。 容易にできる地組み台を設置することが必要であ

③安全上その上空での組み立てができない。 る。し かも、地組み完 f 後、 ジャ y キダウン をし

等の条件の場合に保用されるものである 。 て大梁を両端のレール| 二に載せ、機移動していく

した。

② 移動完了 ｈ 寺に定 Ｑｾ 位置にあるため、いままでの

ようなジャッキダウンの必要がなく、安全に早く

定- u : 可能となった。

(3) 先繕ジャッキ語

トラベリングジャ y キ

走行レールおよび反カ穴

図 - 4 先端ジャ ッキ部

図- 4 1こ先端ジャ γ キ告11を示す。走行レールに

一定 1: 1]隔 で反力穴があけてあり、そこにロ y クジ

ャッキのflll 紛でツメがはまり込む。 その状態でト

ラベ リングジャッキを伸縮することにより 、鉄'，-1-

架併を前後に移動させることができる 。 なおこの

操作は|支|ー 1 に示す管制室内にで行う 。

(4 )  中央管制システム

この工法の概要は、まず組立用クレーンの揚重

可能な場所にステージを設置する。大架椛をいく

つかに分';Ii IJ して、ステージ上に第 l プロ γ クを幸且

ために、走行空間に隙書物を作 っては ならない。 写真一 2 中央管制室内部

図 - 2 に示すように、テフロンを張りつけた位 写 真一 2 に中央管制室内部を示す。 中央管制l室

置調主主治具 とジャーナ ル ジャ y キにより、前後左 内 に表示 記録した管理項目は以下の 6 つである 。

① トラ ベリングジャ γ キストロー夕、②トラベリ

ング引張荷重、③水平荷重、@水平変{ 立公、 ⑤ ね: ・

梁f士11接触予知し@ 位倒れ公。

以上の項目をもとにして、柱と梁の f J 11 が銭創!

み立て、 illl 圧ジャ y キなどによ

り械移動( トラベリング) し、

空いたステージ t で第 2 プロ y

クを第 I プロ y クと連結し、順

次償移動と連結をくり返し、大

H-3∞X3∞Xl 0X15 テフロン張りつけ

しないように、また左右の ジャッキス トロー ク去を

が5(}nm以下になるよう運転制御した。
架t的を構築するものである 。 図 - 2 大梁の地組み

すでに、体育館等の大屋恨トラス、鉄道上の鉄 右上下の微調整を手! f l IJ にで容易にした。

4. おわりに

什架柿などの施工事例があり、今| 亘lは、屋根が0. 8 (2)  大梁の仕口部

mmの折版で被われた工場内に約400名 の 従 業 員 が

｀ｨ い ているその ｬ 二ｾに ＷＰＰｴｯ ｬＱ の鉄 ｦ ｩ 架柿を組み 立

てるものである 。

2. 工事概要

図- 1 工事概要図

70 也策 と社会/ 1982年 8 円日

図- 3 1こ大梁の I上11昔日を示す。住{上口に支持さ トラ ベリング工事は、安全に所定精度を卜分満

れた走行レールと大梁{ 土 il をつなぐ仮設梁の下に 足することができた 。トラベリング工事実了後、

取りつけ られた移動月l シューの 問ですべり准行さ 床にはコ ンク リートを打設し、走行式 クレー ン2

せるも の で あ る 。 ; J ; 1 ; を 3没置して、上告11の鉄骨建方を行 った( 写 真ー3)。

今回の設計の特徴として、 つきの 2 点があげら この H I 竣工の運びとなり、現夜、工幼生産を行

れる 。 って いる 。

①梁仕口に狭間先を採用し、ルート間隔を 12mmと
γ  

4: 

写真一 3 上部鉄骨建方

図- 3 大梁の仕口部
( まつなが じゅんじ 株式会社竹中工務時技術部機械深)



日本建築協会

月間の動き

昭和57年 6 月分

通 常 総

. A  

-z;;: 

16日

出席者

議 事 (1)

(2)  

(3 )  

5 時半 - 611寺 於会館集会室

佐 野、足立両副会長ほか 15名

昭和56年度事業報告承認の件

昭和56年度決算報告承認の件

昭和57年度収支予算承認の件

F ‘ー.

A.  時 評 議 員
ム一

A

16日 5 時 - 5 時半 於会館集会室

出 席 者 片 倉 副 議 長 ほ か 9 名

委任状30名 計40名

殺事 (1) 昭和56年度事業報告承認の件

(2)  昭和56年度決算報告承認の件

理 事

. A  

-z;;: 

411寺 - 51時 於 会 館 集 会 室

佐野、足立両副会長ほか 15名

昭和56年度事業報告承認の件

(2)  昭和56年度決算報告承認の件

(3)  事務局職員上期賞与支給の件

(4 )  第28回工高生デザインコ ンク ール実施

の件

(5)  r鉄骨構造における構造設計の考え方」

講習会協賛の件

16日

出席者

議 事 (1)

(6 )  入退会者承認の件

(7 )  報告事項

事 業 委 貝

. A  

-z;;: 

若 い 会 員 の 集 い 企 画 分 科 会

1  B  6 時 半 - 91時 於会館 3 階会議室

出 席 者 石 古 主 査 ほ か 4 名

議 事 「デイスカバー近畿 (大阪) J の企画

15日 6 時半 - 911寺半 於会館 3 階会議室

出 席 者 奥 田 主 査 ほ か 3 名

殺 事 「商業デザイナーに聞く」の企画

22日 6 時半 - 9 時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 石 古 主 査 ほ か 4 名

議 事 「デイスカバー近畿( 大阪) J の企画

若い会員の集し、「商業デザイナーに聞く 」講師打合

28日 6 時半 - 9 時40分

於インテリアオブ ジェク卜 B 2 F

出席者 岡山伸也氏(デザイナー) ・川崎浩氏(大丸

装工事業部) 、奥田主査ほか 4 名

議 事 「商業デザイナーに聞く」の講師委嘱なら

びに企画内容について

若い会員の集い企画分科会

29日 6 時半 - 9 時半 於会館 3 階会議室

出席者 塩見譲氏( 日本経務新聞社)、三好主査ほか

4 名

議 事 「都市住宅を考える(7)J の企画について

出 版 委 員
. A  

-z;;: 

小委員会

8 日 4 時 - 5 時半 於会館集会室

出 席 者 小 林 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 (1 ) 建築技術選舎経過報告

(2) 購読申込舎経過報告

(3)  選書売上統計

(4 )  新企画

(5 )  次回委員会

I  I作品作風小委員会

9 日 1 時半 - 3 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 野 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 山 新 建 築 調 査 表 選 定

編 集 委貝

. A  

-z;;: 

(2) 作品の掲載について、そのほか

委員会

9 日 4 日寺- 6 時半 於会館集会室

出 席 者 横 山 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 (1) 6 月号「大阪市庁舎( 第 1 期 )J 持集経

過報告

(2)  7 月号「ホール建築と音」特集経過報

告

(3)  8 月号「大スパン構造」特集報告

(4)  9 月号「絵本にみるすまいとまちづく

り」特集の企画編集幹事会案をもと

(5)  10月号「大阪御堂筋ビルデイングーホ

テル日航大阪 」特集の企画

(6)  11月号「第29回青年技術者」特集の件

一一寸翠衡委員について

(7)  12月号設備特集の件

(8)  特別企画について

(9) 各小委員会 ・分科会報告

(10) 収支状況報告

「設計者のプロフィール」幹事会

21 日 4 時 - 6 時 於会館集会室

出 席 者 加 藤 委 員 ほ か 3 名

議事( 1 ) 特別企画「設計者のプロフィール」原

稿内容及び様式の打合せ

(2)  レイアウトそのほか

(3)  来年度本企画が続行出来る場合の登場

候補の検討

広告企画小委員会

22日 4時 - 5 時50分 於会館集会室

出 席 者 横 山 委 員 長 、 渡 辺 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 (1) 6 月号「大阪市庁舎( 第 1期 ) J 特集広

告収入報告

(2)  7 月号「ホール建築と音」特集広告収

入途中経過報告

(3)  8 月号「大スパン構造 J ( 仮称) 特集広

告収入途中経過報告

(4 )  9 月号「昭和設計作品経歴 J ( 予定) 広

告企画

(5)  57年度特別企画「設計者のプロフィー

ル」頁ほか

(6)  そのほか

(7 ) 新建築 ・作品作風関係報告

計画分科会( 第 2 回)

29日 4 時 - 6 時半 於会館集会室

出席者 団中幹事ほか 8 名

議事( 1 ) 計画特集のテーマの検討

(2)  1 月号計画特集のテーマ

(3)  次回計画分科会

] 1 [  
員

. A  

-z;;: 教 育 委

工高生デザインコンクール募集規定作成の会

16日 611寺- 8 時40分 於会館集会室

出席者 審査委員会 : 片倉委員長ほか14名

教育委員会: 多胡委員長、崎山副委員

長ほか 4 名

議事( 1 ) 第28図工高生デザインコンクール募集

規定の検討

(2)  今後の作業予定について

] 1 [  

(3)  そのほか

建 キオ 委 員
dz』z  

委員会

17日 4 時 - 5 時半 於会館集会室

出 席 者 牧 田 委 員 長 ほ か10名

議 事 (1) 材料説明

「ダイヤフォーム」 三菱瓦斯化学側2名

(2 )  今後のメインテーマについて

(3)  今後の新建材紹介コーナーについて

(4 ) 財政の拡大について

若 い 会 員 の 集 い

大阪芸術大学・芸術情報センターを訪ねて

一 一高橋献一氏に聞く 。 その素材・空間一 一

12日 l 時 - 5 時

参加者 130名

講師 高橋 敵一氏( 大阪芸術大学教授・第一工房主宰)

講演 ・見学ならびにパイプオルガン演奏

前会長塚本猛次先生感謝の会

2 日 6 時- 711寺30分

於大阪グランドホテル

出席者 92名

福田会長より、永年にわたるご労苦に対して感

謝の挨拶、会民有志よりの記念品を絵村副会長よ

り贈呈。 次いで塚本氏より謝辞があ った後、東畑

名誉会長の音頭により乾杯、なごやかに歓談した 。

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

8 日 811寺 - 911寺半

於大阪グランドホテル

出席者 59名

当日は、大阪城天主問 主 任 渡 辺 武 氏 よ り 、

大阪城の巨石ーーその築造技術を推理するーーと

題して、当時の技術水準や、工事費、築造資任者

( 動員された大名) などについてのお話を伺った。

6 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 2 社〕

大阪目立エレ ベー タ販う回調

三井東圧機工側大阪支庖

〔個人会員 21名〕

飯 塚 正三 石 橋 洋一 岩崎由季央

内 本 消ill 小野知佳子 加藤 力

梶 山 久 夫 柏 木 浩一 北村 潤

辛 泳青E 飽 口 信二 土 屋 徳 生

恒成 ー訓| 寺岡 実 戸 田 光 学

低 回 絡 英 長谷川弘直 橋本 ｾＨ￟ 雄

藤 田 隆 志 望 月 湖 底 和字IA朝武
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地吾三，竺Z

l '，b--s:i色'こコ
総合天井システム法問雲

耐震・耐火そして軽量化を跨る総合天井システム、J ライン工法，， " AL T S工法、は当往生担自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T Hーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災犠器、スピーカーなどの殴備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド B OX怠どの取り付けも可能にしだ多機能を隠っております。 CPAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 目 3 ・ フ § 〒530 ・信(06) 312- 4131側

東 京 東 京 都 港 区 新 情4丁目2 a 第29森 ピ ル 干105 電 信(03) 437- 3361閥

禍 岡 福 岡 市 縛 多 区 住 吉2 丁 目 16醤 v 号 干812 電信〈ω2) 291- 045鮒匂

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 司J 6- ! i t〒451 電 話( 052) 522- 543鮒匂

仙 台 仙 台 市 本 町2 T目1番 8号 第t広 瀬 ピ ル 〒980 ・箆(0222) 65- 6568! 僧

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 重 量 川 句 1 9香 飽 〒9∞ 電 信 〈ω88) 53- 685仰噂

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

志 社 神戸市中央区北長狭通4丁目2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 腐 大 阪 市 北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッパー防水

• 防 水 専 業 の 研 究 経 験 か ら 生 れ た す く な い 資 源 の パ ー フ ェ ク ト な 防 水 層 で す .

この防水層は ( 一層防水) 地工するだけで、防水は完量産です.

t品度変化に伸ぴがなく、柔軟性にb I み、耐酸、耐薬品性に優れ、腐蝕しません.

コーパータイト 新 工 法

カ ッ パ ー 防 水 帯 オ ク ロ ン 防 水 格 プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業献飢

- ・・・・・・・・・・・・ ・ーーーー一一 一 一 .  .  .  . ・-. ; .  .  .  選議
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- . - 9 電信 03 (571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- .1 電路 06 (391)  1081 - 2 

崎玉世業所 崎玉 県桶川市東1- 6- 10 電話0 . 87( H) 28. 5- 6

厚木出張所神奈川県厚木市企図字宮畑259 電話 0. 62 ( 21) 6092 

一ー ャ ー . .  .  . ・. . ・ー ー一一一
・・・ ・・・・ ・・・・・ . .  .  一一一ー. .  .  .  

・・. .  .  .  . ・・・ . .  . 一一一
・・・・・・・ ・・・・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・ ーー一一一 ι 一一ーー. .  
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・・・・・・・・・・ーー ーー 一一一 一. .  .  ・.
守， 守 . .  .  . ・. .  . ・・・ー 一一一

・. .  .  .  .  .  .  .  .  . ーー今 一一一ー ー・・ ・・ .  .  .  
ーーー・・・・・・・・・・ ・. .  .  

名古屋出張所名古属市南区若草町33 電 極 的2 (811 )  36ω 

九州出張所佐賀県鈴甫町 電話 ω52 ( m  29. 5 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両答町1- 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943) 6571代 表

東京・横浜・盛岡・仙台・水戸・静岡 ・岡崎 ・名古屋 ・富山・大津・京都・神戸 ・広島 ・高松・福岡他全国主要都市



ｾ＠

空 間 ・ 衛 生 段 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

φ2 5朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松町 1・25- 7  電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

震災羽汚禁処造設計地工

争 続 大 阪 城 口 研 究 所

取締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151 ( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944 ( 代 )

神戸市中央区下山手 ［ｴｦｩ 抗 ＭＲＭＸ 電話相 ＱＱ 声 ｾＴＱＱ 奇 ｳ 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，大阪電気暖房株式会社

' * ' 底 大阪市西区江戸堀 l 丁目 10番17号 〒550 <I!:，1!i (44 1  18231 

本 社 東京都中央区銀座 2 丁目 2 番17号 〒104 屯，1，1; (535) 5251  

支 社 大阪・東京 ・名古屋

支 庖 札制 ・仙台 ・全 沢 広島・ 婿岡

営黛所 新潟・ 3買浬・岡山 高松・怜本

出張所 帯広. j'f 滋・秋悶 ・盛岡・前崎 ー千葉・備浜・併問

富山・福弁. . f ! 田 ・京都 ・神戸 ・徳IIJ . 鹿児島・那続

海外支庖 シン ガポール

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和般0・・その他管工事一切の位計. . ヱ

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社東京都千代田区大手町 ＲｾＭＲ ( 日本ビル)

電話 03-( 270) ー7411附

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443)  5041(側

支 唐 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台・千葉・償浜・名古屋・金沢 ・四国・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 松 山 ・ 宇 都 宮 ・静岡 ・苫小牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

腕 房

. rv、¥ 環 境 衛 生 施 主 主

ｉｾ 云、 ｬ 荷 役 運 織 機 械

ＧＭＭｾ＠ 化 学 鉱 山 織 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 郎

取締役支底長 杉 j甫 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2  -IiI' J也 電 治 大阪 (202) 代表3071

本 広 東京 ・日比谷 ・三倍ピル

支 Ig 名古屋・九州・北海道・中国 東北 ー北陸

出 張 所 俄浜 ・四国・併問・畳間・岡 UI ・金沢 ・新調

空 気 醐 和 世 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株案審枇

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東京都中 央 区 日本橋 蝋絞 町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋・ 仙 台 ・札械 ・広 島 ・福岡・ 金 沢 ・新 潟 ・償浜

。
本 社

東京本庄

大阪本底

支 j苫

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

樟式会祉三発空調

取締役社長 斎 藤 博

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371 

東京都新宿区西新宿新宿住友ピ Jレ 電 話 03- 344ー 1911

大阪市北区西天満 3 丁目 131昏20号 電 話 06- 363- 1371

仙 台 市 中 央 2 丁 目 10 番 12 号 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目14番 19号 電 話052- 581- 8571

広島市中区紙屋町 1 丁目 2 番22号 電 話0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 諸092ー 761- 3795

青森・秋田宇都宮 1黄浜福井・京都・神戸 松江 ・高松下関沖縄

cl eanai r  
夫、

。鰭芸者精舎fさ

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官哩， よりよき環境へ技術てす兆む一一一一

句P 株 式 会 社 精 研

、ヨF 本 社 大阪市南区瓦度目T2丁目 11番16号( オート七 ンデーピ Jレ2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

メノテナノス郡 大阪市大淀区ｾ崎 Ｔ 丁目 Ｕ ｾ＠ 21 号

郵便番号531 1tr . J 重大阪 (06) 374- 2  4  5  5 番

東 京 支 底 東京都千代田区九段南 2 丁目 2l t 5 号( 九段ピル 8階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

高昂は字気ですo ¥ '  ｾ＠
. .  . .  熱 と空気のエン ジニア. _

F  
大気扇土

ｾ＠ " - - - / 閥 dzzmz註

空 気 調 和 ノ〆、¥

給排水衛生 可ミプコ7

剤投送後設備

設 計 施 工

第ー・エ紫抹式会本土

大 阪 支 庖

空 気 調 和 ・衛 生 設 備 大 阪 ガ ス 指定 工 事会社

設計・施工

ガス設備 ・ガス住宅設備 大阪ガス住設機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天満 5 - 11- 12 電話 06 - 313 - 1846

Z 品主 Z Z 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06 - 313 - 1846

Z 主主 = Z 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720 - 49 - 2128

設 備 部 大阪市北区西天満 5 - 1ト12 電訴 06 - 313 ー1846
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「 moDal 骨3
空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

74 

東 洋 熊 工 . 繍 式 会 経 大 阪 安 信

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東 京 郷 中 央 区 京 僑 2 丁目 9 T  E  L ( 562)  1 3 5  1  

: t : 庖 名 古 f j ! . ・ 福 岡

給・排水・衛生・消火 ・暖 冷 房 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁 目 8 番 4 号 電E重大阪 ( 458) 3531.

支底 ・営業所 福岡 ・京都・ 天理 ・川西

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支 底

大阪市東区高純橋 2 丁目 9 野村ビ J レ5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

⑥日本管工業株式会社

本社及京都支庖 J;': 1m市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

1正日活(681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691' 1045  

大阪支庖 大阪， Ｑｩ ｾｴｬ ，Ｈ Ｎｘ 渦 Ｑ ＭＺＧＭＲＰ m，lfi( 侃 ):152ー: 幻OlrfU

三 重 支 庖 . fll di 栄 町 2 - 1  1  1  地 目前 ( 0592) 26- 361txf¥)

四 日 市 営 難 所 内 11 rli ，ti 同A < ，Ｎ ぶ町市川ＨＨｬ ＵＹＳＩＺ＾ Ｚｬ ＭＷｾＺｬｬｬｦ ｬｊ

滋 賀 営 業 所 大 i lt ，li 打 H' ，浜13 - 15  m，I，'i ( 0775) 22 9i :l HrfO 

名 古 屋 営 練 所 村 山ｬＭ｜ Ｈｯｉ ｩ 中村 Ｑ ＾Ｈ ＱｻｉＡｊｩ｜Ｎ 卜 ｾＳＧ ，Ｇ 江 ､ ， ｲＮ 川ロパ ＵＲＭＳＷ 川 向

('''1M. i 舎町震屈観S

ーＱ］電ＭｾＮ，Ｎ
-・・11:.可 ' 1 ・1 1:11'"

⑫同岩棋草橋部

c1l 

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山玄業様式電F粧

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

宮 06- 441 - 1994 ・443- 0331

電気・空鯛・衛生など各種般備分野の記事が 1冊の雑憶に/

¥築自愛 月刊

圃圃+ 圏直+ 置困+ 圃圃+ [ i ] 圏直

議｝ｾ｛ￏ｝ｾｾ副圃回閣置圏閏圃
~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会 ，文化 について ，学識紘験

者の見解 を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物 の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内・ 海外 ニュース，機器 ・文献 ニュース

・会社だより，研究所だより その他

|  雑誌部判・ 1∞頁・定価1000円一一 申込次第見本送付 |  

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中・ 年会費 12，000円一申込は事務局 まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館 2階 出 版 部 ( 03) 561- 7181 事務局 ( 03) 561- 1765(銀行振込先 ・三菱銀行京僑支庖普通預金0055- 082)

4  



電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・言十装工事

6逮

代表取締役 山 本 博 三

社大阪市北区中之島3-2-4 朝日ピル TEL 大阪06(385)1361 ( 代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361 ( 代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1185( 代)

東京営業所 TEL 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡ω2(771) 6  1  6  8  

本

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 T 1 - 1 東 阪急 ビ ル T E L 06- 313- 1101

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国・ 九 州

信原菜取締役社長

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

大阪支社長 横 田 幸 一

大 阪 市 東区 高 縄 僑五丁目 二 八 番 地 電 話 大 阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台・ 丸 / 内 ・名 古 屋・ 偏 間

営業所・出張所 全国主要都市20今戸時

電 気 工 事 設 計 施 工

且
，、.

代 表 取 締 役 坪 井 大

大 阪 市 北区 西天満 2 丁 目 6 - 8 ( 堂 ピル 7 階 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671 ) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 似 原 ・ 堺 ・ 福 山

ネ土一ー
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総 合霊童備工事 〈鮫昔十・施行〉

建 築 ・電 気 ・アンテナ ・送 電 線 ・プラント .，十裟 ・空 調 ・土 木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長

取締役社長

社

田

大 阪市西区北 堀 江 1 丁目 10番 2 号

電 話 大 阪 ( 538) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

取締役社長

社本

郎

フE

大 阪 市 福 島区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L (  06) 4 5 2 - 1151( 大代 )

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

四

正

林

合f'e 

本土本

営業所

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 日 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 (代)

東 京 ・神戸 ・広 島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 幌 ・苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂 ・三原・ 徳山・ 松 山・新居 浜・ 福 岡 ・沖 縄

企込

事士

支 1古

事 業 所

ＱＷｾ ト・気工Ｚ，［［，［，ニ戸 ｊ レヲ加費 ｑ ｉｴ

電気・計装・空調工事設計施工

取締役社長

本

事業所

漏 水 湾 入 剣 晃E 防 止

耐製品

ナニワ媛匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

瞳

週

区

元

町

-

T
自

七

四

二

電

輔

副

ム

O

六

五

Board&Sl ate 

@同

東開

Standard 

奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

32P羽 海 黛 零 歳 庖⑪ 

フ タ パ 黒 3阪

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13- 33( 靭 本 町 パ スf事前 )

電話 大 阪 06(532)代 0461 ・550

天 理 営難 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

を士ヨ区

文化庁・宮内庁・各府県庁

星要文化高 社 寺 ・ 天 理 教 教 会 本 部

飛 鳥 野 瓦( 意匠登録549771号) 1  

110750， t製造販売
渡辺式鍾勾配安定 瓦 ( 実用新案登録出願中 )  J  

110751'  .  

各和洋瓦全般 ・カラーベスト・モニエ Jレ瓦・セキスイカワラ U
達

〈与〉塁塁孟宇工業所

代表取締役 小 林 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 (0742) 26ー 2 9  0  1 番( 代表)

御 用

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工松下電工総・日本モニエル側・積水化学工業側・富士スレート側・特約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市生野区林寺 Ｑ 丁目 Ｕ 番 ＱＴ 号 ｾＵＴＴ
話 06( 715) 0  2  0  1 代表- 5 番

大 阪 市 平 野 区 工 場 兵 庫 県 三 原 郡 ( 淡 路 島 )
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特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一・察楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

tll t 4( 株) 由。ョコ! J D::l

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 水 ・ シート防水 ・モルタル防ポ

・樹脂注入媛着工法 外崎樹 ｊ ｈＱ ｩ Ｎ主人 ｦ 喪主子補修じｾ

・ 亀 裂 術 修 工 事 件傾樹脂注入・充域・コーキング

・シ ー リ ン ク 工 事 シリコン ・チオコー Jレ・ウレタン・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 7 7 リJレ・リシン ・5単位タイル・その他

。建 設 業 許 可 大阪府知1仏 i午"f ( 般ー53) お51225乃

く〉日本 シーリング工事業協会身員

大阪市北区末広町 3 - 2  1  品、品. : 1 : . ' rA・ ..... ← 主 主 主

昆和地所l J l 開I ピル201 S  ¥4'完 1 "1' τ 守ヲコJ J : t f ' て7 4.1 11

T E L  06(3 15)0701 、.- -.， .  干 ｾ ＣＭ・・ＮＮＮｾ r" ・

幸二".I n C S A 菅二".I n 包"1-; "ト

セキサンパイル ( S M.A C.P C. R C)  

カネライトフォーム A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代点取締役 j賓 岡 浩

本 社 〒629- 31 京 都 府 竹 野 郡 網 野 町 F 網 野

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代)

舞 鶴 営 業 所 〒624 舞 鶴 市 福 米 1 6  0 - 1  

111 IB 図

ぶ凶: : 弘

重盗 ｾ ｾｾ
ｅ 、，Ｂ， ｾ語尾 ［ ｺ
ｏ ＧｾＭ 守

}f O。

膨張材 JH野田工クスパン

防錆剤ヲヌｾｾ［Ｎ，

Jll 野田セメント総武書員

本 部東京都江凍区重量洲 1- 1  - 7  TEL  531-4111 

大阪支底 大阪市北区梅田 1 - 8  - 1 7  TEL  341- 8331 

支 庖 杓幌・仙台・東京 ・名古屋 ・大 阪 ・高 松 ・広島 ・福 岡

調Cy..._.
4  

製造元 白書マスヲーピJ&' ヲユ弐掠式会量

販売元 凋 ｴ モ Ｓ ・モ Ｓ コｾｾ Ｎ豊富扇面 ｅ お ｫ Ｚｩ￵宅委設最主

本 社 / 東 京 鶴 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 2 6 ・03- 羽2-8811

大 阪 目 ー 議 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06-202-32制

⑤"" -"1- Ｉ｜ｩｾＧＭ 勝代の断熱用シｾ人余、
』るよシ 司 令

目n/，11イナ11ーシート P

目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層 Lt:. 二重構造の断然' 雇用二重防水シートです。

自 主 電 線 株 式 曾 社 割 問 刊 田 区 丸 の 内 2 T 目 宿 泊 ( 刊 困 ピ ル )

デンカC S Aファミリー製品

. T. I二.I 0 C S A.… ・……・…・………・…コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨ヲ長性混和材)

・子二. 10 弓ヌヨニJ …・・………………・・鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

.T..二.10 守'，3-子IIJ' ) 友… … … … - … ・コンクリート躯体の漏水補修に

( 止水 ・補修用急硬セメント)

.7.，二.I 0E S . … … - … … … … … … … … ・地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・者二. 1011000 ・… … … … … … ・… … コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 唐

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会ネ土

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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「省エネ効果を高める」外壁

ヘーペ品ヨ....1-:

今 、 家 づ く り 街 づ く り に 、

大 量 に 使 わ れ て い る ヘ ー ベ ル。

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら 庖 舗 ・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

・冷暖房 伎 を節減する、 '(i エネ Jレギー建築をつくることが

て芯きる 。

・火災に 対 して安全なh l ! 築をつくることができる 。

・地震に強い建築をつくることができる 。

へーベルライトは 、パネル全面に補強

芯材 を内臓しています。木造住宅 ・鉄

骨住宅どちらにも- : : ? ' 1 チする 外カベパ

ネルとして注目を集めています。

・短期間1で好みに合った 、美しい建 築をつくることができる 。

・隣接建築物ー lまいに建てられ、敷地 の有効利用 ができる 。

- 建 築中、周囲への迷惑が少なくてすむ。

- 乾式工法でかつ断熱性がよいため、結践によるジメジメ

やカピの発生のない健康的な建築をつくることができる 。

. 断 熱 性 が 高 い

・ 火 に 強 い

・重鼠感があり、近代感覚に満ちた建築物 をつくることが

・ ヒ ピ 創 れ し に く い

. 重 厚 な タ ト 観 を つ く る

. 工 期 が 短 い

できる 。

安 全 ・ 快 適 な 建 築 づ く り に

貢献する

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリー卜外壁材です。

日本工業焼防 (J IS )製品

旭設大臣認定耐火114造告s材省エネルギー協力製品

旭 化 民 主 建 制 繍 式 会 事 企 ヘーペJL

働 側 新 興 51材 工 主 所
、.圏、タJ 干 550 大 阪 市 西 区 南 堀5I 4  - 32ー 11 f t  (06) 5  

明 石 支 盾 干673 明石市西新町 2 ー 12- 14 ft078(922)  0007 ( 代)

高槻営業所〒569 高槻市宮田町 2- 1  - 29 ft0726 (95)  8921 ( 代)

中国営業所〒742 柳井市宮本浜( 柳井総合卸センター内)

ft08202 (2)  5211 

全 図 書J吉 18 日 一 斉 発 売 /

Z建 築 技 術 開B ロロ

111111111111111111111111111111111111111111111111111 E: ]1;;1詔 届 歯 車 防 車 . 1111111111111111111111111111111111111111111111111111 

特 集 / 仮 題 : 建 物 の 耐 震 補 強

・耳目 は じ め に

回 学 校 ( R C ・4 F ) 静 岡 国 学 校 ( R C  .  3  F ) 静 岡

田 事 務 所 ( R C ・4 F ) 静 岡 田 事 務 所 ( R C ・3 F ) 宮 城

田 倉 庫 ( R C ・4 F ) 神 奈川 回 共同住 宅 ( R C  .  4  F ) 点 点

目 電 話 局 ( R C  .  3  F ) 広 島 田 資料室 ( R C ・3 F ) 京 都

回 会 館 ( R C . 5  F ) 東 京 回 学校 ( R C ・5 F → 6 F ) 東広

田 市 庁 舎 ( R C ・3 F → 4F ) 栃木 図 ホテ ル ( R C '6 F → 7 F ) 束京

回 学校 ( R C ・2 F → 3F ) 茨 減 回 包 括局 ( S R C ' 6 F ) 冶械

固 庁 舎 ( S R C ' 8F ) 東 京 国 ター ミナルピル (S RC'SF- 7F )霊媛

回 製 作 所 ( R C + S ' 2F) 静 岡 図 工 場 ( S ・平家) 静 岡 ほか

・材料と工法: 建物の補強活用法一一一 編 集 部

直後購続ご希望の場合年間予約金 》 叶 2 ，ロロロ (送料共)

好 評 発 売 中 /

(建築構造問題快答集) 同編集部編

新 刊 固 A 5 ・373頁 定価3，800円・送料300円

日 A 5 ・430頁 定価3，800円・送料300円

図 A 5 ・385頁 定価3，800円・送料3叩 円

建 築 構 造 設 計 の 実 務 に 携 わ る 技 術 者 必 携 の 参 考 魯 で 、 日 常 の 業

務 を 進 め る に あ た っ て 実 際 に つ き あ た っ た 疑 問 ば か り を 集 め て

こ れ に 専門 家 の 適切 な 解答 を つ け た Q & A集 です 。 新 刊 の 第 園

集 に は 新 耐 震 設 計 法 関 連 の Q & A も 多 数 含 ま れ て お

建 築 技 術 者 並 び に ピ ル 管 理 者 の た め の

( 空室内外装の損傷と補修) 同編集部編

B 5 ・289頁 定 価3，600円 ・ 送 料300円

上 巻 B 5 ・453頁 定 価6，000円 ・ 送 料350円

(震建築工事検査の実際) 亀田言語

下巻 B 5 ・535頁 定 価7，000円 ・ 送 料350円

建築構、生可算資料集) ｾ全 Ｘ 巻Ｉ
(  廻日 山 編 著

第 1巻鉄筋コンクリート矯造編(1) 85・240頁 定 価3，800円

第 2 巻鉄筋コンクリー卜構造編 (2) 85・212頁 定 価3，000円

第 3 巻鋼構造編 (1) 85・225頁 定 価3，2∞円

第 4 巻鋼惰造編(2) 85・256頁 定 価3，500円

第 5 巻鉄骨鉄筋コンクリー卜構造編 85・208頁 定 価3，200円

第 6 巻基礎構造編 B5・249頁 定 価3，800円

宮 建 築 技 術

77 



78 

: 24212127t  l ' I レヲ Jl ，. 9J I，

錆 び な い /

わ れ な い ノ

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

、

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

t皮 板 規 格 S 小 波 . 8 大 波 . V i.皮 ・ ボ ッ ク ス 波 ・W ジャンポ波・ V デ ッ キ

S V ジ ャ ン ポ 波 ・ 其 の 他

用 途 平 桓 ・ 波 桓 ・ 糠 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

議参市 I J I !J 9J l J 9J l 製造掠式会組

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 06) 412ー 5131( 代 )

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 44 電 話 大 阪 ( 06) 488- 1081( 代 )

支 庖 及 工 渇 大阪・九" 1 ' 1 . 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 ・刈 谷

姫 路( 東 洋 建 材工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 湯 干 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 官 話 厳 ( 0484) 42- 3115(代 )

支 后 及 工 渇 東 北

現場の信頼に応える 弓 ｲｬｾｬＢ 議吉弘
一 一 防水剤セ メ ン ト 防 水 ・|明 7E 周

セ メン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・ 防 凍 用

コンクリ一 卜型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗布混和型モルタル密着用

非 加 硫 ゴ ム シー ト防水用

ウ レタン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

蹴 ' 1守 -

ｓ 虫、ＭｾＭＧ｟

ＷｾＹ［Ｇ＠

' 1守- q- L.

セ メン ド起泡 ・軽量 ・裏込用 %%: 1 '・b

場 所 打 抗 モ ル タル 混 和 用 ＺｚＺｾＺＣ ・ｾｉ，

ー セメント混和・助材綜合メーカー -

5轡 轍 式 会 祉 句F I " II.
時 F 東京都品川区二葉 1- 18- 8 f t 03 (787) 1131附

東 北 支 底 福仏県福島市下野寺字遠原3- 2 tt 0245(91)  1131間

関東営業所 茨城県土浦市下高津 4 - 8  - 35 tt 0298(23)  1131(!¥) 

盛岡営業所 岩 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘 3 - 3 9  tt 0196(41) 1331(!¥) 

大 阪 大阪市東成区東中本 2 - 17- 26 tt 06(974)  113H付

J  



最大の敵。

貴重 な資源“ 水" も建物にと って最 大の

敵 となることもあります。

日本アスは多年の経験と 実績を生かして

完全防水に取り組むプロ集団です。

地 区

北 海 道

地 区

東 海

会 社 名

三 井 工 業 株 式 会 社

三 億 建 材 工 業 株 式 会 社

合資会社，青谷商庖，召，輩支底

大; 也建工株式会社

重 喜 防 水 エ 雛 株 式 会 社

辰 巳 防 水 エ 操 有 限 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

東 京 産 材 工 業 株 式 会 社

東 海 物 産 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株式 会 社

宮 崎 建 材 株 式 会 社

池 田 涯 青 工 業 株 式 会 社

大 島 応 用 化 学 工 諜 株 式 会 社

株 式 会 社 神 原 高 広

国 際 工 事 株 式 会 社

清 水 興 柴 株 式 会 社

!日 新 工 材 株式 会 社

日 新 強 工祉制大 阪 出 張 所

日本 綜 合 防 水 側 大 阪 支 j苫

ヒ 力 リ 工 業 株 式 会 社

フ タ パ 興 業株 式 会 社

マ J レ フ ジ エ 謙 株 式 会 社

有 限 会 社 丸 腰 高 庖

久 下 商 庖

東 洋 建 材 株 式 会 社

中 村 涯 青 工 業 株 式 会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会

束 中 国 防 水 エ 梨 株 式 会 社

株 式 会 社 三 洋 技 雄

三 和 防 水 工 業 株 式 会 社

豊 永 建 材 株 式 会 社

大 和 工 業 側 広 島 出 張 所

株 式 会 社 巴 商 会

和 光 工 業 株 式 会 社

大 三 工 業 株 式 会 社

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 商 底

附 マ J レ マ ス 河 野 商 庖 松 山 支 庖

株 式 会 社 山 本 商 会

大 三 工 業 側 高 知 支 庖

安 綴 工 事 株 式 会 社

加 茂 装 備 株 式 会 社

草 野 工 業 有 限 会 社

日 建 工 材 株 式 会 社

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 三 宮 工 材

安 穏 工 事 株 式 会 社

山 崎 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 大 二 商 会

日 新 興 業 株 式 会 社

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

よ 原 建 設 工 築 社

東 北

会 社 名

目 本 防 水 総 雛 株 式 会 社

日 本 防 水 総 業 側 旭 川 出 張 所

日 本 防 水 総 紫 紺 釧 路 出 張 所

日 新 建 工附 札 幌 出 張 所

大 和 工 業 側 苫 小 牧 出 張 所

大 和 防 水 ヱ 蝶 株 式 会 社

ト ー フ ジ 工 業 株 式 会 社

開 発 株 式 会 社

北 原 建 材 工 業 側 仙 台 出 張 所

協 和 鐙 材 工 業 側 仙 台 支 庖

日 新 建 エ 附 仙 台 支 底

日 新 鶴 エ 附 青 森 出 張 所

日 新 建 エ 側 郡 山 出 張 所

葵 ヱ 柴 株 式 会社

伊 路 建 材 株 式 会 社

い わ き 磁 材 エ 雛 株 式 会 社

春 日 工 業 株 式 会 社

金 問 エ 柴 株 式 会 社

北原建材工事睦株式会社

木 下 工 蝶 株 式 会 社

協 立 工 柴 株 式 会 社

大 東 ス レ ー ト株 式 会 社

株 式 会 社 東 京 シ J グ ル

東 京 涯 背 株 式 会 社

日 新 磁 エ 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

日 本 防 水 総 業 側 東 京 営 蝶 所

野 口 工 材 株 式 会 社

構 図 工 柴 株 式 会 社

宮 士 エ 材 株 式 会 社

路 運 青 興 業 株 式 会 社

フ タ パ 興 喋 側 東 京 営 製 所

古 川 株 式 会 社

北 侮 涯 情 工 業 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式 会 社

涯 青 磁 材 株 式 会 社

有限会社神守建材宇土

金 港 涯 資 株 式 会 社

不 二 防 水 工 操 株 式 会 社

北 l車 砲 材 工 鎖 倒 千 葉 営 操 所

三 和 工 業 株 式 会 社

石 田 建 材 工 築 株 式 会 社

石 田 迎 材 エ 梨 州 大 宮 支 庖

石 田 建 材 工 梨 鮒 宇 都 宮 出 張 所

涯 膏 建 材 側 宇 都 宮 出 張 所

株 式 会 社 奈 良 屋

鹿 住 防 水 エ 柴 株 式 会 社

株 式 会 社 仙 嶺

株 式 会 社 折 橋 政 次 郎 商 底

公 工 業 株 式 会 社

側 折橋 商唐 金 沢 営 柴 所

マ ル セ 化 建 株 式 会 社

石 橋 建 材 株 式 会 社

協 和 建 材 工 撲 株式 会 社

関 東

信 越

北 陸

東 海
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協 力 組 合 員

北 海 道 ク レ ミ ス エ 操 株 式 会 社 本LI見rfi r  E  Ｑ ＰＰ ＱＱ ＨＸＸＲＩ Ｑ ＲＳＲ Ｑｾ＠

株 式 会 社 ソ ロ 防 水 北 海 道 ヰL9見rli r  E  L OI I ( 75 1) 1736イt

株 式 会 社 防 木 セ ン タ キL' 見rli T  E  ｌｏ ｉ ｉ Ｈ ＶＸＳＩＵＶ ｉ ｍｾ＠

株 式 会 社 互 磁 防 水 エ 蟻 Ｎ［ｧ Ｚ叫ｾ dI  T  E  L 0155( 25 Ｉ ＵＷＷＶＱｾ＠

株 式会 社 畠 興 述 殺 (!ylll rli T  E  L 01255( 4  ) 11 66イt

関 東 株 式 会 社 大 ニ 商 会 淀 川 区 T  E  L 03( お03) 265 1- 2

目 涯 工 業 株 式 会 社 '1 'I(.frli T  E  L0552( 32) 5477 

合 資 会 社 中 西 商 会 fl Jit i丹1><: T  E  L03( 961)  19241'1: 

糖 f言 涯 膏 株 式 会 社 自作 Wirli T  E  L0474( 38) 4511 

マ サ ル 工 喋 株 式 会 社 i l 庶 民 r  E  ｌＰＳＨＶＴＳＩＵＹＱ Ｑ Ｑ Ｇ ｾ＠

平 自 竺 吋

製 造 元 日 新 工 業 株 式 会 社

中 部 伊 藤 防 水 工 幾 有 限会 社

株 式 会 社 岩 昇

小 野 建 材 株 式 会 社

長 室 工 柴 株 式 会 社

日 精 工 喋 株 式 会 社

株 式会 社 名 神 防 水

名 護 工 業 株 式会 社

合 資 会 社 明 光 越 材

北 陸 涯 管 工 業 株 式 会 社

吉 田 防 水1苫

九 州 株 式 会 社 沖 縄 装 契 工 梨

1'， ，'; fllrli T  E  ｌ ＰＵＲＨＵＰＳ Ｉ ＱＱ Ｗｕｾ＠

- H  rli T  E  L0586( 24 ) 0505 ・1678

自止" ，' . rI 'j T  E  L0582( 3 1  )7 158 

1' ， ，''-l;l， fj T  E  L 052( 751  ) 8141 

ｾｾｩｬＨｲｬｩ＠ T  E  L 0762( 49) 4593 

山止阜 市 T  E  L 0582( 7 1  ) 7459 

1'， ，'，- l，l rl i  T  E  L 052( 72 1  ) 53811t  

才'，， 'i M，!i T  E  L 052( 524 ) 14 11 

i:I LI .Iり，¥ T  E  L0765( 22) 4523 

岐小山l T EL05732( 5) 3297 

N' 布日比¥ T  E  L0988( 87) 3847 

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

本 部

関 東 支 部

中 部 支 部

関 西 支 部

九 州 支 部

北 海 道 支 部

東 京 都 足 立 区 千 { 主 東 2 - 2 3 - 4

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2- 19 ( 岐 阜正 ピJ レ)

大 阪 市 西 区 新 町 1 - 1  2  - 2  

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0

札 幌 市 中 央 区 南 3条 西 13- 3 19 ( 柴 田 ビル 4 F  )  

合 ( 8 70 ) 50 5 1- 2  

日 新 工 業 内 包 ( 8 8 2 ) 24 24 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 f i ( 741 ) 6257( 代 表 )

日 新 工 業 内 宮 ( 533) 3 19 1( 代 表 )

日 新 工 業 内 公 ( 4 51 ) 10 9 5 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 合 ( 281 ) 6328 ( 代 表 )
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* < わしくは資料をお求め<1ごさい.

東京営業所 干 101 東京都千代田区岩本町3ー! ト 13 ｾ Ｈ ＰＳ Ｉ＠ 866- 6101 ( 代)

札 幌s ( OI I) 23 1- 8261 償 浜 宮 ( 045)68ト 4835 大 阪宮 ( 06) 44 ト 5951

青 森宮 ( 0177) 42- 8202 新 渇宮 ( 0252)65- 0261 神 戸s ( 078) 232- 0132

仙 台3 ( 0222) 22- 6413 北 陸宮 ( 0762) 3ト 57川 広 島宮 ( 082) 246- 9436 

北 関 東宮 ( 日刊6)5 1- 9721 長 野宮 ( 0263)27- 1 841 高 給s ( 0878)62- 5285

東 関 東宮 ( 0472) 56- 8801 静 岡宮 ( 0542)81 - 8931 福 岡宮 (092)7 12-9 141

多 摩3 ( 0425) 27- 8132 名 古 屋台 ( 052) 57ト 6361 鹿 児 島台 (0992)29-61 60

日3379 - 8雑 誌


